
「
経
済
活
動
の
再
開
認
め
よ
！
」

か
ら
外
出
自
粛
令
を
出
し
た

り
、
基
幹
サ
ー
ビ
ス
以
外
の

営
業
停
止
令
を
出
し
た
り
し

て
い
る
が
、
今
週
か
ら
は
、

そ
う
し
た
社
会
隔
離
政
策
を

一
層
厳
し
く
し
た
、
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
（
都
市
封
鎖
）
が
取
ら

れ
始
め
た
。 

　

５
日
の
マ
ラ
ニ
ョ
ン
州
サ
ン

ル
イ
ス
都
市
圏
４
市
、
７
日

の
パ
ラ
ー
州
ベ
レ
ン
都
市
圏

と
他
地
域
の
計
１
０
市
に
続

き
、
８
日
に
は
セ
ア
ラ
ー
州

フ
ォ
ル
タ
レ
ー
ザ
市
が
正
式

に
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
状
態
に
入
っ

た
。 

　

ト
ー
タ
ル
の
感
染
者
数
、

死
者
数
で
は
相
変
わ
ら
ず
、

聖
州
が
１
位
、
リ
オ
州
が
２

位
だ
が
、
６
日
か
ら
７
日
に

か
け
て
の
２
４
時
間
で
は
、

リ
オ
州
の
死
者
数
（
１
８
９

人
）
が
初
め
て
、
聖
州
の

１
６
１
人
を
上
回
っ
た
。 

　

そ
ん
な
中
、
リ
オ
州
ニ
テ

ロ
イ
市
は
、
１
１
日
か
ら
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
に
入
る
こ
と
を
７

日
の
市
議
会
で
承
認
し
た
。

州
都
の
リ
オ
市
も
７
日
か

ら
、
外
出
自
粛
令
の
効
果
が

薄
く
、
最
も
人
ご
み
の
発
生

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
７
日
、
国
内
を
代
表
す
る
１
５
社
の
経
営
者
た
ち
と
共

に
最
高
裁
を
突
然
訪
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
州
や
市
が
行
っ
て
い
る

隔
離
政
策
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
、
ジ
ア
ス
・
ト
フ
ォ
リ
長
官
に
迫
り
、
物
議
を
醸

し
た
。
７
、８
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
雑
誌
「
ラ
ン

セ
ッ
ト
」
が
最
新
号
で
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
を
「
伯
国

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

最
大
の
脅
威
」
と
呼
ん
で
酷

評
し
た
。
同
誌
は
約
２
０
０

年
の
歴
史
を
誇
り
、
保
健
関

係
で
は
世
界
的
な
権
威
だ
。

大
統
領
は
過
去
に
米
国
や
イ

ロ
ビ
イ
ス
ト
た
ち
か
ら
聞
い

た
、
隔
離
政
策
後
の
打
撃
な

ど
の
デ
ー
タ
な
ど
を
使
い
、

商
業
活
動
の
再
開
を
申
し
い

れ
た
。 

　

だ
が
、
ト
フ
ォ
リ
長
官
は
、

隔
離
政
策
は
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
か
ら
勧
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
大
統
領
に
説
明
。
経
済
再

開
の
必
要
性
は
認
め
な
が
ら

も
、「
経
済
活
動
を
再
開
さ
せ

た
い
の
な
ら
、
国
と
州
や
市
の

共
同
で
の
委
員
会
を
作
っ
て
、

隔
離
緩
和
計
画
を
作
成
す
る

べ
き
」
と
し
て
、
州
や
市
の
意

向
を
尊
重
す
る
よ
う
訴
え
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
巡
る

対
策
に
関
し
て
は
、
ア
レ
ッ

シ
ャ
ン
ド
レ
・
デ
・
モ
ラ
エ
ス

判
事
が
４
月
８
日
に
「
隔
離

政
策
を
決
め
る
の
は
州
や
市
」

最
高
裁
長
官
を
ア
ポ
な
し
訪
問

し
て
い
る
西
部
の
カ
ン
ポ
グ

ラ
ン
デ
地
区
限
定
の
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
を
開
始
し
た
。 

　

リ
オ
州
と
し
て
の
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
採
用
に
関
し
て
は
、

州
検
察
局
が
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・

ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
知
事
に
、「
州

と
７
日
に
発
表
。
８
日
に
は

官
報
に
記
載
さ
れ
た
。
こ
れ

ま
で
は
、
１
週
間
に
１
回
、

地
域
と
時
間
限
定
で
車
が
使

え
な
い
だ
け
だ
っ
た
が
、
今

回
の
対
象
は
市
内
全
域
で
、

２
日
に
１
回
、
全
く
車
が
使

人
が
死
亡
し
た
。
死
因
を
調

査
中
の
死
者
も
１
７
８
２
人

い
る
。 

　

感
染
者
、
死
者
が
最
も

多
い
の
は
聖
州
（
感
染
者

３
万
９
９
２
８
人
、
死

者
３
２
０
６
人
）
で
、
以

下
、
リ
オ
（
感
染
者

１
万
４
１
５
６
人
、
死
者

１
３
９
４
人
）、セ
ア
ラ
ー（
感

染
者
１
万
３
８
８
８
人
、
死

者
９
０
３
人
）
と
続
く
。

　

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

各
州
、
各
市
は
３
月
下
旬

　
【
既
報
関
連
】
７
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

前
日
比
９
８
８
８
人
増

の
１
３
万
５
１
０
６
人
、

死
者
も
６
１
０
人
増
の

９
１
４
６
人
と
な
っ
た
。
８

日
午
後
４
時
現
在
の
州
保

健
局
の
集
計
で
の
感
染
者
は

１
４
万
１
０
８
８
人
、
死
者

は
９
６
３
７
人
と
な
っ
た
と

７
、８
日
付
伯
字
各
紙
、
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。 

　

７
日
付
保
健
省
公
式
発
表

の
感
染
者
１
３
万
５
１
０
６

人
の
内
、
７
万
６
１
０
人
は

治
療
中
で
、
５
万
５
３
５
０

人
が
回
復
、
残
る
９
１
４
６ 聖

州
自
粛
令
は
月
末
ま
で
延
長

無
症
状
者
か
ら
感
染
広
ま
る

リ
オ
州
ニ
テ
ロ
イ
市
が
都
市
閉
鎖

え
な
く
な
る
。 

　

ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス

市
長
は
発
表
の
際
、「
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
宣
言
を
さ
け
る
た
め
」

と
語
っ
て
お
り
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
の
可
能
性
も
市
長
の
視
野

に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。 

　

３
月
２
０
日
に
２
４
日
か

ら
の
外
出
自
粛
令
を
出
し
、

期
限
も
２
回
延
長
し
て
い
た

聖
州
の
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア

知
事
は
８
日
昼
過
ぎ
、
５
月

３
１
日
ま
で
外
出
自
粛
令
を

延
長
す
る
と
発
表
し
た
。 

　

同
知
事
は
会
見
の
場
で
、

「
本
当
は
異
な
る
発
表
を
し

た
か
っ
た
が
、
州
内
の
感
染

拡
大
は
収
ま
っ
て
い
な
い
。
外

出
自
粛
令
を
延
長
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
今
、
隔
離
政
策
を

緩
和
す
れ
ば
、
何
千
人
も
の

命
、
州
内
の
医
療
シ
ス
テ
ム
、

そ
の
後
の
経
済
回
復
が
危
険

に
さ
ら
さ
れ
る
」
と
語
っ
た
。  

医
療
の
最
前
線
で
は
一
人
で
も
多
く

の
命
を
救
う
た
め
の
取
り
組
み
が
続

い
て
い
る
（
参
考
画
像
・M

arcelo 
Seabra/Ag.Para

）

「
新
し
い
命
を
も
ら
っ
た
」
と
語
る
バ
ル
ボ
ー
ザ
氏

（
７
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
の
記
事
の
一
部
）

手
当
受
給
者
を「
う
る
さ
い
」と
侮
蔑 

と
い
う
判
断
を
下
し
て
い
る
。

こ
の
判
断
は
大
法
廷
で
も
同

月
１
５
日
に
追
認
さ
れ
て
い

る
。 

会
議
後
、
大
統
領
は
憮
然
と

し
た
表
情
で
、「
商
業
や
工

業
は
集
中
治
療
室（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、

ポ
語
Ｕ
Ｔ
Ｉ
）
に
置
か
れ
て

い
る
」
と
語
り
、「
だ
が
、
そ

の
あ
と
は
墓
場
だ
」
と
吐
き

捨
て
た
。  

　

こ
の
前
日
に
は
、
伯
国
で

の
１
日
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
は

１
万
人
を
超
し
、
死
者
が

８
５
０
０
人
を
超
え
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
ま

た
、
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州

で
は
、
大
統
領
支
持
派
の
カ

ル
ロ
ス
・
モ
イ
ゼ
ス
知
事
が

商
業
活
動
を
再
開
さ
せ
た
後

に
、
感
染
者
、
死
者
が
急
増

中
だ
。 

タ
リ
ア
の
新
聞
で
も
酷
評
さ

れ
て
い
る
。
そ
ん
な
最
中
、

大
統
領
は
今
週
末
、
約
３
０

人
の
来
客
を
招
い
て
シ
ュ
ラ

ス
コ
や
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
予

定
だ
と
い
う
。
こ
こ
連
日
、

感
染
者
が
１
日
に
約
１
万
人

の
ペ
ー
ス
で
増
え
、
来
週
に

は
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
感

染
者
数
を
抜
く
と
予
想
さ
れ

る
上
、
死
者
も
週
末
に
１
万

人
を
超
え
る
の
が
確
実
だ
。

世
界
の
目
が
よ
り
伯
国
や
自

身
に
向
き
や
す
く
な
る
が
、

大
統
領
は
そ
の
こ
と
を
自
覚

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

リ
カ
ル
ド
・
サ
レ
ス
環
境

相
が
、
所
属
政
党
ノ
ー
ヴ
ォ

か
ら
除
名
処
分
を
受
け
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
同
相
は
昨
年
８
月
に
法

定
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
火
災
が

増
加
し
た
際
も
対
応
の
甘
さ

を
批
判
さ
れ
、
最
近
も
、
ガ

リ
ン
ペ
イ
ロ
の
不
正
行
為
の

捜
査
を
行
お
う
と
し
た
国
立

再
生
可
能
天
然
資
源
・
環
境

院
（
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ
）
の
責
任

者
を
解
雇
し
た
り
し
て
問
題

視
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の

除
名
の
理
由
は
「
党
に
無
断

で
大
臣
職
就
任
を
了
承
し
た

こ
と
」。
新
興
保
守
政
党
と

し
て
注
目
の
同
党
も
大
統
領

と
の
折
り
合
い
は
微
妙
か
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

こ
こ
最
近
、
週
末
に
な
る

と
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
と
支

持
者
の
行
動
が
物
議
を
醸
す

事
態
が
続
い
て
い
る
。
聖
市

で
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

を
抑
制
す
る
た
め
の
隔
離
政

策
反
対
を
訴
え
る
車
両
デ
モ

（
カ
レ
ア
ッ
タ
）
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
。
来
週
か
ら
は

ロ
デ
ィ
ー
ジ
オ
の
厳
格
化
な

ど
が
始
ま
る
予
定
な
の
で
、

車
両
デ
モ
も
制
限
を
受
け
る

こ
と
が
必
至
だ
が
、
そ
の
前

の
最
後
の
週
末
。
今
回
は
何

が
起
き
る
の
か
。 

　

地
理
統
計
院（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）

は
８
日
、
４
月
の
広
範
囲
消

費
者
物
価
指
数（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
・

公
式
イ
ン
フ
レ
率
）
が
、
マ

イ
ナ
ス
０
・
３
１
％
の
デ
フ

レ
だ
っ
た
と
発
表
し
た
。
同

日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。 

　

昨
年
９
月
以
来
、
７
カ
月

ぶ
り
の
デ
フ
レ
で
、
下
げ
幅

と
し
て
は
１
９
９
８
年
８
月

（
マ
イ
ナ
ス
０
・
５
１
％
）
以

来
の
大
き
さ
だ
。 

　

１
月
か
ら
の
累
積
イ
ン
フ

レ
率
は
０
・
２
２
％
で
、
直

近
１
２
カ
月
間
の
累
積
イ
ン

フ
レ
率
は
２
・
４
０
％
。
前

月
締
め
の
直
近
１
２
カ
月
累

積
イ
ン
フ
レ
率
３
・
３
０
％

よ
り
大
き
く
下
が
っ
た
。 

　

ロ
イ
タ
ー
通
信
の
調
査
に

よ
る
と
、
市
場
関
係
者
の
予

想
で
は
、
４
月
は
マ
イ
ナ

ス
０
・
２
０
％
、
１
２
カ
月

間
の
累
積
イ
ン
フ
レ
は
２
・

４
９
％
の
予
想
だ
っ
た
が
、

実
情
は
予
想
を
下
回
っ
た
。

今
年
の
政
府
の
イ
ン
フ
レ
目

標
は
、
４
±
１
・
５
％
ポ
イ

ン
ト
（
２
・
５
〜
５
・
５
％
）

だ
。 

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
は
、
輸
送
、
衣

類
、食
料
・
飲
料
、保
健
・
パ
ー

ソ
ナ
ル
ケ
ア
、
住
居
費
、
家

庭
用
品
、
通
信
、
個
人
支
出
、

教
育
の
９
部
門
に
分
け
て
も

算
出
さ
れ
る
。 

　

９
部
門
の
中
の
２
部
門
、

食
料
・
飲
料
、 

衣
類
は
イ
ン

フ
レ
率
が
プ
ラ
ス
で
、
教
育

は
０
％
（
変
動
な
し
）
だ
っ

た
。
そ
の
他
の
６
部
門
は
全

て
、
デ
フ
レ
だ
。 

　

４
月
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
は
、
マ

イ
ナ
ス
２
・
６
６
％
だ
っ
た

輸
送
部
門
、
中
で
も
マ
イ
ナ

ス
９
・
５
９
％
だ
っ
た
燃
料

価
格
の
影
響
を
受
け
た
。 

　

た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
収

入
が
減
っ
て
い
る
多
く
の

庶
民
に
と
っ
て
、
全
体
の

イ
ン
フ
レ
率
が
下
が
っ
て

も
、
食
料
・
飲
料
部
門
が
１
・

７
９
％
の
だ
っ
た
こ
と
は
好

ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。 

　

家
庭
内
の
食
費
は
平
均
で

２
・
２
４
％
上
昇
し
た
。
調

査
責
任
者
の
ペ
ド
ロ
・
キ
ス

ラ
ロ
フ
氏
は
、「
時
期
柄
、

４
月
は
食
料
供
給
量
が
少
し

減
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
外

出
規
制
な
ど
で
、
人
々
が
自

炊
す
る
よ
う
に
な
り
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
の
食
品
需
要
が

増
え
た
事
が
原
因
」
と
説
明

し
て
い
る
。 

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
の
一
つ

に
、
無
症
状
の
人
や
発
症
前

の
人
か
ら
も
感
染
し
得
る
事

が
あ
る
。
ま
た
、
検
査
結
果

で
陰
性
と
出
た
人
や
、
軽
症

だ
と
思
っ
て
い
た
人
が
急
激

な
症
状
悪
化
で
苦
し
む
例
も

報
告
さ
れ
て
い
る
。
７
日
付

Ｇ
１
サ
イ
ト
が
報
じ
た
の
も

そ
ん
な
例
の
一
つ
だ
。 

　

同
サ
イ
ト
が
取
り
上
げ
た

の
は
、
聖
市
で
書
籍
を
販
売

し
て
い
る
ロ
ド
リ
ゴ
・
バ
ル

ボ
ー
ザ
氏
（
３
６
）
だ
。
ロ

ド
リ
ゴ
氏
は
コ
ロ
ナ
感
染
を

恐
れ
、
３
月
２
９
日
に
バ
イ

ア
州
イ
タ
ペ
ビ
の
妻
の
実
家

に
身
を
寄
せ
た
が
、
旅
行
後

に
、
に
お
い
や
味
が
わ
か
ら

な
く
な
り
、
疲
れ
も
感
じ
始

め
た
。 

　

当
時
は
発
熱
も
息
苦
し
さ

も
な
か
っ
た
が
、
姑
か
ら
医

者
に
行
く
よ
う
勧
め
ら
れ
、

受
診
し
た
と
こ
ろ
、
感
染
が

判
明
。４
月
９
日
に
入
院
し
、

一
時
は
こ
ん
睡
状
態
に
陥
っ

た
。
入
院
期
間
は
２
２
日

間
に
及
び
、
現
在
は
妻
の
実

家
に
戻
っ
て
い
る
が
、
バ
ル

ボ
ー
ザ
氏
は
「
ど
こ
で
ど
う

や
っ
て
感
染
し
た
の
か
、
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う
。 

　

接
触
し
た
人
が
無
症
状
者

だ
っ
た
り
し
て
感
染
経
路
が

つ
か
め
な
い
例
は
多
く
、
発

症
前
の
感
染
者
の
訪
問
を
受

け
た
夫
婦
が
、
共
に
感
染
し

て
入
院
し
た
例
も
あ
る
。 

　

７
日
現
在
の
バ
イ
ア
州
の

感
染
者
は
４
５
２
８
人
、
死

者
は
１
６
５
人
だ
が
、
６
日

現
在
の
数
字
で
見
る
と
、
感

染
者
４
３
０
１
人
に
対
し
、

感
染
の
有
無
を
検
査
中
の
人

が
３
２
２
３
人
い
る
。 

　

同
州
の
コ
ロ
ナ
発
生
率

（
人
口
１
０
万
人
あ
た
り
の

感
染
者
数
）
は
３
０
４
で
、

北
東
部
内
で
は
ま
だ
低
い
。 

　

州
別
発
生
率
を
見
る

と
、
州
都
で
の
感
染
が
制

御
出
来
て
い
る
と
さ
れ
る

南
大
河
、
パ
ラ
ナ
、
ミ

ナ
ス
の
３
州
は
各
々
、

１
８
７
、１
４
５
、１
３
１

で
、
低
い
。
そ
の
他
の
州
で

１
０
０
台
を
保
っ
て
い
る
の

は
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
と
南

マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
、
ゴ
イ

ア
ス
の
み
だ
。 

　

発
生
率
が
高
い
州
は
、
少

人
口
で
発
生
率
は
低
く
な
る

と
思
わ
れ
て
い
た
北
部
や
北

東
部
に
集
中
し
て
い
る
。
突

出
し
て
い
る
の
は
ア
マ
パ
ー

の
２
６
０
０
や
ア
マ
ゾ
ナ
ス

の
２
４
３
７
で
、
ロ
ラ
イ
マ

や
セ
ア
ラ
ー
、
ア
ク
レ
、
ペ

ル
ナ
ン
ブ
コ
も
１
６
８
４
〜

１
１
３
０
と
高
い
。 

　

人
口
密
度
が
高
い
南
東
部

や
南
部
に
発
生
率
が
低
い
州

が
多
く
、
人
口
密
度
が
低
い

北
部
や
北
東
部
に
発
生
率
が

高
い
州
が
多
い
事
は
、
早
い

を
遣
い
、「
国
民
の
中
に
は

こ
の
時
代
に
拷
問
を
受
け
て

亡
く
な
っ
た
人
の
遺
族
も
い

る
」
と
軍
政
の
話
題
に
切
り

替
え
た
が
、
そ
れ
を
聞
い
た

レ
ジ
ー
ナ
氏
は
、
笑
み
さ
え

浮
か
べ
、「
人
生
に
は
死
は

つ
き
も
の
。
い
つ
の
時
代
に

だ
っ
て
拷
問
は
存
在
し
た
」

「
ス
タ
ー
リ
ン
や
ヒ
ト
ラ
ー

の
時
代
に
も
多
く
の
人
が
亡

く
な
っ
た
」
と
続
け
た
。 

　

こ
の
発
言
を
受
け
、
ネ
ッ

ト
上
で
は
レ
ジ
ー
ナ
氏
へ
の

批
判
的
発
言
が
多
数
上
が
っ

た
。
レ
ジ
ー
ナ
氏
が
人
気
女

優
だ
っ
た
時
代
に
共
演
経
験

も
あ
る
ジ
ョ
ゼ
・
デ
・
ア
ブ

レ
ウ
は
、「
か
つ
て
〝
ブ
ラ

ジ
ル
の
恋
人
〞
と
呼
ば
れ
た

女
性
が
、
今
や
、〝
ブ
ラ
ジ

ル
の
フ
ァ
シ
ス
ト
〞
に
な
っ

た
」
と
痛
烈
に
批
判
し
、
話

題
を
呼
ん
だ
。 

マ
イ
ナ
ス
０
・３
１
％
を
記
録

７
カ
月
ぶ
り
デ
フ
レ
と
な
る

接
触
者
が
無
自
覚
、発
症
前
で
も

新型コロナ

週
末
、死
者
１
万
人
超
え
確
実

４月インフレ率

「
い
つ
の
世
も
拷
問
あ
る
」

軍
政
を
擁
護
、
賛
歌
ま
で
歌
う

レジーナ文化局長

最高裁まで歩く大統領と企業家たち
（Marcos Corrêa/PR）

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
７

日
、
プ
ラ
ナ
ウ
ト
宮
で
、
パ

ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相
や

１
５
人
の
工
業
関
係
の
ロ
ビ

イ
ス
ト
た
ち
と
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
反
隔
離
政
策
反
対

の
た
め
の
会
議
を
行
っ
た
。

参
加
し
た
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

機
械
装
置
工
業
会
（
Ａ
ｂ
ｉ

ｍ
ａ
ｑ
）
や
全
国
セ
メ
ン
ト

産
業
組
合
（
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
な

ど
、
工
業
部
門
の
協
会
の
ロ

ビ
イ
ス
ト
た
ち
だ
っ
た
。 

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
言
葉
に

よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
参
加
者

た
ち
の
関
連
す
る
業
種
だ
け

で
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
４
５
％
を
占
め
る
と
い
う
。 

　

会
議
後
、
大
統
領
一
行
は

行
進
を
す
る
よ
う
に
三
権
広

場
を
横
切
り
、
最
高
裁
ま
で

隊
を
な
し
て
歩
い
て
行
く
と

い
う
行
為
に
出
た
。
こ
れ
は

最
高
裁
へ
の
挑
発
行
為
と
捉

え
ら
れ
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
強

い
批
判
を
浴
び
た
。
こ
の
際

は
、
大
統
領
は
じ
め
、
ほ
と

ん
ど
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

い
た
。 

　

最
高
裁
に
た
ど
り
着
い
た

一
行
は
ジ
ア
ス
・
ト
フ
ォ
リ
長

官
を
訪
れ
、
約
５
０
分
間
の

会
議
を
行
っ
た
。 

　
こ
の
会
議
は
面
会
予
約（
ア

ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
＝
ア
ポ
）

さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、

大
統
領
ら
の
行
為
は
他
の
判

事
た
ち
の
批
判
も
買
っ
た
。 

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
、

　

レ
ジ
ー
ナ
・
ド
ゥ
ア
ル
テ

連
邦
政
府
文
化
特
別
局
長
が

７
日
、
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
軍
政
賛
歌
を
歌
っ

た
上
、「
拷
問
な
ん
て
い
つ

で
も
起
き
て
い
る
」
と
発
言

し
、
騒
動
と
な
っ
た
。
７
、

８
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が
報

じ
て
い
る
。 

　

レ
ジ
ー
ナ
氏
は
７
日
、
Ｃ

Ｎ
Ｎ
ブ
ラ
ジ
ル
局
の
番
組
に

生
出
演
し
た
。 

　

番
組
は
レ
ジ
ー
ナ
氏
の
文

化
局
長
続
行
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
だ
っ
た
が
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
へ
の
支
持
を

語
っ
た
後
、
１
９
７
０
年
の

サ
ッ
カ
ー
の
Ｗ
杯
の
際
に
歌

わ
れ
て
有
名
に
な
っ
た
軍
政

賛
歌
「
前
進
せ
よ
、
ブ
ラ
ジ

ル
」
を
口
ず
さ
み
始
め
た
。 

　
「
こ
の
歌
が
流
行
っ
た
頃

は
よ
か
っ
た
わ
よ
ね
」
と
ま

で
言
う
の
を
聞
い
て
戸
惑
っ

た
司
会
者
が
、
視
聴
者
に
気

　

７
日
夜
行
わ
れ
た
、
毎
週

恒
例
の
ネ
ッ
ト
の
生
放
送
で

も
、
大
統
領
は
商
業
活
動
再

開
を
訴
え
た
が
、
こ
の
際
、

大
統
領
は
６
０
０
レ
ア
ル
の

緊
急
支
援
金
受
給
者
を
「
う

る
さ
い
少
数
派
」
と
呼
び
、

ま
た
も
物
議
を
醸
し
た
。  

企業代表者従え威嚇行進？ボウソナロ

（１） ２０２０年第５４８４号  ５月 ９日 （土曜日）

政
府
の
意
向
を
表
明

す
る
よ
う
に
」
と
の
要

請
を
出
し
て
い
た
。
州

検
察
局
は
７
日
に
返

答
書
簡
を
受
け
取
っ
た

が
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
採

用
時
の
詳
細
に
つ
い
て

書
き
記
し
た
の
み
で
、

実
施
日
時
な
ど
が
明

記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
８
日
に
裁
判

所
に
採
用
可
否
の
判

断
を
仰
い
だ
。 

　

聖
市
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
こ
そ
行
っ
て
い
な
い

が
、
１
１
日
か
ら
市

内
全
域
で
車
両
乗
り

入
れ
規
制
を
強
め
る

時
期
に
社
会
的
隔
離
を
導
入

し
、
感
染
拡
大
を
抑
制
し
た

か
否
か
の
差
を
示
す
。
北
東

部
は
水
道
普
及
率
が
低
く
、

旱
魃
に
よ
る
水
不
足
な
ど
も

あ
っ
て
手
洗
い
励
行
が
難
し

い
な
ど
の
問
題
も
指
摘
さ
れ

て
い
た
。
ア
マ
ゾ
ン
流
域
州

は
、
船
の
航
行
も
制
限
し
て

感
染
の
拡
大
抑
制
を
図
っ
た

が
、
奏
効
し
て
い
な
い
。 

□緊急時の連絡先□
●サンパウロ日伯援護協会「本部事務局」

　TEL: (11) 3274-6483
朝８時から午後５時まで。日本語対応可。相談内容に応じて、福祉士などに回す。

●サンタクルス病院
「新型コロナウイルス感染症の緊急外来受診のためのコールセンター」

　TEL: (11) 97572-4602　日本語対応、24時間。

⇒在ブラジル大使館（連邦区、ゴイアス州、トカンチンス州）
　代表電話 (61) 3442-4200／ 夜間連絡先 : ブラジル国内から（地域番号なし）4003-2142
　サイト :  https://www.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

⇒在サンパウロ総領事館（サンパウロ州、マト・グロッソ州、マト・グロッソ・ド・スール州、三角ミナス地域）
　代表電話 (11) 3254-0100       　サイト : https://www.sp.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在クリチバ総領事館（パラナ州、サンタ・カタリーナ州）
　代表電話 (41) 3322-4919　　サイト : https://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在ベレン領事事務所（パラ州、マラニョン州、アマパ州、ピアウイ州）
　代表電話 (91) 3249-3344　　サイト : https://www.belem.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

⇒在リオデジャネイロ総領事館（リオデジャネイロ州、エスピリト・サント州、ミナス・ジェライス州）
　代表電話 : (41) 3322-4919／ 受付時間外及び休館日 : ブラジル国内から (0) 21-3461-9595
　サイト : https://www.rio.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在ポルトアレグレ領事事務所（リオ・グランデ・ド・スール州）
　代表電話 : (51) 3334-1299　　サイト : https://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000040.html
⇒在マナウス総領事館（アマゾナス州、ロンドニア州、ロライマ州、アクレ州）
　代表電話 : (92) 3232-2000　　サイト : https://www.manaus.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在レシフェ総領事館（セアラー州、リオ・グランデ・ド・ノルテ州、セルジッペ州、ペルナンブコ州、アラゴアス州、バイア州、パライバ州）
　代表電話 : (81) 3049-8300　　サイト : https://www.recife.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

●万が一、医療機関等に隔離され、日本政府の援護が必要な場合の在外公館の連絡先リスト
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多
く
の
人
々
の
生
活
を
巻
き
こ
ん
だ
臣
道
聯
盟

の
裁
判
は
い
ま
で
も
尾
を
引
い
て
い
た
。

　

ま
だ
何
人
も
の
被
告
が
尋
問
を
受
け
て
お
ら
ず
、

証
人
し
た
者
た
ち
も
よ
び
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

裁
判
官
の
証
言
召
喚
が
被
告
の
移
転
の
た
め
本
人

に
届
く
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

正
輝
が
い
い
例
だ
。
は
じ
め
ア
ラ
ラ
ク
ァ
ー
ラ

に
通
知
が
行
き
、
そ
の
あ
と
ず
い
ぶ
ん
経
っ
て
か

ら
サ
ン
ト
ア
ン
ド
レ
に
召
喚
状
が
届
い
た
。
そ
し

て
、
尋
問
か
ら
半
年
以
上
た
っ
た
１
９
５
５
年
８

月
１
６
日
の
午
後
４
時
に
も
う
一
度
出
頭
し
ろ
と

い
う
通
知
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
第
１
裁
判
所
の
間

違
え
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

裁
判
官
に
申
し
出
た
弁
護
士
の
要
請
に
よ
り
、

尋
問
は
却
下
さ
れ
た
。
臣
道
聯
盟
問
題
は
長
い
間
、

頭
痛
の
種
で
、
い
ま
だ
に
解
決
し
て
い
な
い
。
弁

護
士
の
報
酬
も
、
月
賦
払
い
に
し
て
も
ら
っ
て
い

る
が
、
ま
だ
つ
づ
い
て
い
る
。
被
告
人
の
な
か
に

は
も
っ
と
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
者
も
い
た
。

海
外
旅
行
の
た
め
に
は
裁
判
官
の
許
可
が
必
要
な

の
だ
。

　

半
田
倉
蔵
氏
の
場
合
が
い
い
例
だ
。
半
田
倉
蔵
、

国
籍
日
本
、
既
婚
者
、
住
所
コ
ン
セ
イ
ソ
ン
大
通

り
９
７
２
番
地
、
住
居
の
隣
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
を
経
営
、
１
９
０
２
年
生
ま
れ
、
１
９
１
４
年

か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
に
在
住
。
４
人
の
子
弟
が
あ
り
２

人
は
歯
科
大
学
を
卒
業
、
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区
ヴ
ェ

ル
ゲ
イ
ロ
街
で
歯
科
医
院
を
経
営
、
３
人
目
は
父

親
と
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
働
き
、
４
人
目
は
学

生
。

　

半
田
氏
が
訪
日
す
る
と
き
に
エ
ル
ク
ラ
ノ
・
ネ
ー

ヴ
ェ
ス
弁
護
士
は
申
請
書
に
こ
う
書
い
た
。

「
申
請
者
は
日
本
人
女
性
と
結
婚
し
て
お
り
、兄
弟
、

親
戚
が
日
本
に
い
る
。
お
よ
そ
４
０
年
間
、
わ
ず

か
な
文
通
で
消
息
を
交
し
合
っ
て
い
た
。
ず
っ
と

勤
勉
に
働
き
、
子
息
た
ち
の
教
育
に
意
を
注
い
で

い
た
。
全
員
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
で
、
２
人
は
サ
ン
パ

ウ
ロ
の
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
。
５
５
歳
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
も
っ
て
、
日
本
に
残
っ
た
兄

弟
と
再
会
し
た
く
故
郷
を
訪
れ
る
た
め
、
判
事
に

訪
日
の
許
可
を
申
請
す
る
」

　

こ
の
嘆
願
書
が
出
さ
れ
た
の
は
１
９
５
７
年
６

月
１
６
日
で
、
臣
道
聯
盟
の
訴
訟
が
始
め
ら
れ
て

か
ら
１
１
年
も
経
っ
て
い
た
。

　

ま
ず
弁
護
士
が
と
っ
た
手
段
は
検
察
局
に
問
い

合
わ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
検
事
の
処
置
は
違
法
な

署
名
を
さ
け
る
た
め
、
厳
し
か
っ
た
。

　
「
政
治
的
不
正
行
為
を
行
っ
た
り
、
政
治
犯
の
国

外
追
放
が
行
わ
れ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
、
現
在
の

状
況
か
ら
み
て
国
外
追
放
条
約
に
よ
り
申
請
を
却

下
す
る
」

（２）２０２０年 第５４８４号	 ５月	 ９日	（土曜日）

達た
っ

増そ

拓た
く

也や

岩い
わ

手て

県け
ん

知ち

事じ

　

パ
ウ
リ
ス
タ
新し

ん

聞ぶ
ん

は
、
経け

い

営え
い

面め
ん

で
も
ゴ
タ
ゴ
タ
が
続つ

づ

い

た
。
下し

も

元も
と

が
乗の

り
出だ

し
た
が
、

う
ま
く
行い

か
ず
投な

げ
出だ

し
て

し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
下し

も

元も
と

は
、

こ
こ
で
も
失し

っ

敗ぱ
い

し
て
い
る
。

　

な
お
付ふ

記き

し
て
お
け
ば
、

パ
ウ
リ
ス
タ
新し

ん

聞ぶ
ん

発は
っ

刊か
ん

か
ら

１
０
年ね

ん

も
経た

っ
た
１
９
５
６

年ね
ん

１
月が

つ

１
日た

ち

、
同ど

う

紙し

は
『
コ

ロ
ニ
ア
戦せ

ん

後ご

十じ
ゅ
う

年ね
ん

史し

』
と
い

う
雑ざ

っ

誌し

を
発は

っ

行こ
う

し
た
。
こ
の

中な
か

で
１
０
年ね

ん

前ま
え

の
騒そ

う

乱ら
ん

を
詳く

わ

し
く
取と

り
上あ

げ
て
い
る
。

　

そ
の
中な

か

に
は
、
認に

ん

識し
き

派は

の

中ち
ゅ
う

心し
ん

人じ
ん

物ぶ
つ

が
州し

ゅ
うの
Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ｓ

（
政せ

い

治じ

社し
ゃ

会か
い

保ほ

安あ
ん

警け
い

察さ
つ

）
に

接せ
っ

近き
ん

し
て
行い

く
過か

程て
い

な
ど
、

非ひ

常じ
ょ
うに
参さ

ん

考こ
う

に
な
る
記き

述じ
ゅ
つも

あ
る
。

　

襲
し
ゅ
う

撃げ
き

事じ

件け
ん

に
関か

ん

し
て
は
、

臣し
ん

道ど
う

聯れ
ん

盟め
い

を
大お

お

き
く
紹

し
ょ
う

介か
い

、

聯れ
ん

盟め
い

の
特と

っ

攻こ
う

隊た
い

が
事じ

件け
ん

を
起お

こ
し
た
と
断だ

ん

定て
い

し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
記き

事じ

を
読よ

む
と
、
事じ

件け
ん

当と
う

時じ

の
ポ
語ご

の
新し

ん

聞ぶ
ん

記き

事じ

を
基も

と

に
し
て
通つ

う

説せ
つ

を
ま
と
め

た
だ
け
の
内な

い

容よ
う

で
あ
る
。

　

同ど
う

時じ

期き

、
ほ
か
の
邦ほ

う

字じ

新し
ん

聞ぶ
ん

も
、
十

じ
ゅ
う

周し
ゅ
う

年ね
ん

特と
く

集し
ゅ
う

号ご
う

を

出だ

し
襲

し
ゅ
う

撃げ
き

事じ

件け
ん

を
取と

り
上あ

げ

て
い
る
。
が
、
こ
れ
は
２
、３

頁ペ
ー
ジの
量り

ょ
う
で
あ
る
。
趣し

ゅ

旨し

は
パ

ウ
リ
ス
タ
と
変か

わ
ら
な
い
。

　

致ち

命め
い

的て
き

な
点て

ん

は
、
い
ず
れ

の
新し

ん

聞ぶ
ん

も
、
記き

者し
ゃ

が
自じ

分ぶ
ん

の

足あ
し

で
書か

い
て
い
な
い
＝
取し

ゅ

材ざ
い

を

し
て
い
な
い
＝
こ
と
で
あ
る
。

パ
ウ
リ
ス
タ
の
十

じ
ゅ
う

年ね
ん

史し

の
場ば

合あ
い

「『
臣し

ん

道ど
う

聯れ
ん

盟め
い

が
襲

し
ゅ
う

撃げ
き

事じ

件け
ん

は
聯れ

ん

盟め
い

と
は
関か

ん

係け
い

な
い
と

言い

っ
て
い
る
』
と
は
書か

い
て
い

る
。
つ
ま
り
、
そ
の
こ
と
は
知し

っ
て
い
た
の
に
、
聯れ

ん

盟め
い

員い
ん

の
言い

い
分ぶ

ん

を
詳く

わ

し
く
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
こ

と
は
し
て
い
な
い
。

　

そ
の
上う

え

、
事じ

件け
ん

後ご

の
経け

い

緯い

に
は
全ま

っ
た
く
触ふ

れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。

　

事じ

件け
ん

直ち
ょ
く

後ご

に
検け

ん

挙き
ょ

さ
れ
た

聯れ
ん

盟め
い

員い
ん

約や
く

４
０
０
名め

い

は
、
起き

訴そ

さ
れ
て
い
な
い
。
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

（
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

）
が
受う

け
付つ

け
な
か

っ
た
の
だ
。
検け

ん

察さ
つ

側が
わ

は
開か

い

廷て
い

に
値あ

た
い
す
る
だ
け
の
証

し
ょ
う

拠こ

を
提て

い

示じ

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
臣し

ん

道ど
う

聯れ
ん

盟め
い

は
「
シ

ロ
」
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と

こ
ろ
が
、
邦ほ

う

字じ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
、
そ

の
こ
と
を
全ま

っ
た
く
報ほ

う

じ
て
い
な

い
。

　
一い

っ

方ぽ
う

で
実じ

っ

際さ
い

の
襲

し
ゅ
う

撃げ
き

実じ
っ

行こ
う

者し
ゃ

た
ち
は
、
裁さ

い

判ば
ん

を
受う

け
て

服ふ
く

役え
き

し
て
い
る
。
彼か

れ

ら
は
臣し

ん

道ど
う

聯れ
ん

盟め
い

と
は
関か

ん

係け
い

な
く
決け

っ

起き

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

「
関か

ん

係け
い

な
か
っ
た
こ
と
」
も

邦ほ
う

字じ

新し
ん

聞ぶ
ん

は
一い

っ

切さ
い

触ふ

れ
て
い

な
い
。

　

と
も
か
く
新し

ん

聞ぶ
ん

の
基き

本ほ
ん

を

外は
ず

し
た
記き

事じ

の
作つ

く

り
方か

た

だ
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
、
そ
の

後ご

長な
が

く
コ
ロ
ニ
ア
に
定て

い

着ち
ゃ
く、
い

わ
ゆ
る
認に

ん

識し
き

派は

史し

観か
ん

と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

因ち
な

み
に
「
コ
ロ
ニ
ア
」
は

「
邦ほ

う

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

」
に
代か

わ
っ
て
、

戦せ
ん

前ぜ
ん

末ま
っ

期き

か
ら
一い

ち

部ぶ

で
使し

用よ
う

さ
れ
始は

じ

め
、
戦せ

ん

後ご

、
一い

っ

般ぱ
ん

化か

し
た
言こ

と

葉ば

で
あ
る
。

「
あ
い
ま
い
な
態た

い

度ど

と
っ
た
」

と
宮み

や

坂さ
か

国く
に

人と

を
批ひ

判は
ん

　

下し
も

元も
と

健け
ん

吉き
ち

は
、
も
う
一ひ

と
つ
、

対た
い

外が
い

関か
ん

係け
い

で
マ
ズ
い
こ
と
を
し

纐こ
う

纈け
つ

俊と
し

夫お

汎は
ん

ソ
ロ
カ
バ
ナ
日に

っ

伯ぱ
く

連れ
ん

合ご
う

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う

　
「
ク
ア
レ
ン
テ
ー
ナ
（
検け

ん

ま
し
た
。
得え

た
収

し
ゅ
う

益え
き

を
そ
れ

ぞ
れ
の
支し

部ぶ

の
管か

ん

理り

費ひ

に
充あ

て
て
お
り
、
連れ

ん

合ご
う

に
属ぞ

く

す
る

所し
ょ

属ぞ
く

団だ
ん

体た
い

は
今い

ま

の
と
こ
ろ
財ざ

い

政せ
い

的て
き

に
大お

お

き
な
問も

ん

題だ
い

は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
会か

い

員い
ん

間か
ん

や
団だ

ん

体た
い

間か
ん

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
ソ

ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
）
を
活か

つ

用よ
う

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ク
ア
レ
ン
テ
ー

ナ
（
検け

ん

疫え
き

）
が
長な

が

く
続つ

づ

け
ば
、

大お
お

き
な
悪あ

く

影え
い

響き
ょ
うが
出で

る
の
で

は
と
懸け

念ね
ん

し
て
い
ま
す
。
全す

べ

て
の
活か

つ

動ど
う

が
通つ

う

常じ
ょ
う

通と
お

り
出で

来き

る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
受う

け
た
経け

い

済ざ
い
へ
の
打だ

撃げ
き

や
、
日に

ち

常じ
ょ
う

的て
き

習
し
ゅ
う

慣か
ん

の
変へ

ん

化か

は
私わ

た
し
た
ち
の
こ
れ

ま
で
の
活か

つ

動ど
う

を
妨さ

ま
た
げ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

も
政せ

い

府ふ

の
指し

示じ

に
従し

た
が
い
、
活か

つ

動ど
う

を
停て

い

止し

し
て
お
り
、
他ほ

か

の

団だ
ん

体た
い

も
「
年ね

ん

内な
い

の
開か

い

催さ
い

は
不ふ

可か

能の
う

」
と
判は

ん

断だ
ん

し
て
イ
ベ
ン

ト
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
い
ま

す
。

　

活か
つ

動ど
う

停て
い

止し

に
よ
り
打だ

撃げ
き

を

受う

け
る
で
あ
ろ
う
と
考か

ん
が
え
た

結け
っ

果か

、
私わ

た
し
た
ち
の
団だ

ん

体た
い

で
は

管か
ん

理り

費ひ

を
維い

持じ

す
る
た
め
料

り
ょ
う

理り

宅た
く

配は
い

サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め

　

恐お
そ

ろ
し
い
疫え

き

病び
ょ
う、
新し

ん

型が
た

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
我わ

が
国く

に

に

も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
世せ

界か
い

保ほ

健け
ん

機き

関か
ん

は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

宣せ
ん

言げ
ん

を
出だ

し
、
ウ
イ
ル
ス
拡か

く

散さ
ん

を
防ふ

せ

ぐ
た
め
各か

く

地ち

の
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

は
ク
ア
レ
ン
テ
ー
ナ
（
検け

ん

疫え
き

）
を
発は

つ

令れ
い

し
、
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

は
企き

業ぎ
ょ
うや
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

へ
の
損そ

ん

失し
つ

を
軽け

い

減げ
ん

す
る
た
め
の
緊き

ん

急き
ゅ
う

援え
ん

助じ
ょ

措そ

置ち

を
実じ

っ

施し

し
ま
し
た
。

パ
ウ
ロ
市し

警け
い

備び

隊た
い

（
Ｇ
Ｃ
Ｍ
）

が
、
東と

う

洋よ
う

街が
い

の
あ
ち
こ
ち
に

立た

っ
て
見み

張は

っ
て
い
た
。
こ
の

日ひ

か
ら
は
、
な
ん
と
路ろ

上じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

者し
ゃ

の
大た

い

半は
ん

も
マ
ス
ク
を
着

ち
ゃ
く

用よ
う

！
？　

た
し
か
に
「
２
４

時じ

間か
ん

、
常つ

ね

に
外が

い

出し
ゅ
つ

中ち
ゅ
う」、
と

い
う
か
路ろ

上じ
ょ
うに
寝ね

蔵ぐ
ら

が
あ
る

人ひ
と

達た
ち

だ
け
に
、
法ほ

う

令れ
い

上じ
ょ
うは
寝ね

て
い
る
間あ

い
だも
…
。

　
　
　
　
　

◎

　

ブ
ラ
ジ
ル
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の

千ち

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは
現げ

ん

在ざ
い

、
一い

っ

昨さ
く

年ね
ん

か
ら
制せ

い

作さ
く

中ち
ゅ
うの
『
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

昼ひ
る

だ
け
で
な
く
、
夕ゆ

う

方が
た

（
午ご

後ご

５
時じ

半は
ん

～
８
時じ

半は
ん

）
に
拡か

く

大だ
い

す
る
と
か
。
１
０
日か

（
日に

ち

）

の
「
母は

は

の
日ひ

」
も
営え

い

業ぎ
ょ
うす
る

と
の
こ
と
。
こ
う
し
て
、
だ

ん
だ
ん
営え

い

業ぎ
ょ
うす
る
店て

ん

舗ぽ

が
増ふ

え
て
、
一い

ち

時じ

は
寂さ

び

し
か
っ
た
東と

う

洋よ
う

街が
い

に
少す

こ

し
ず
つ
活か

っ

気き

が
戻も

ど
っ

て
く
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

７
日か

か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

内な
い

で
外が

い

出し
ゅ
つ

時じ

の
マ
ス
ク
着

ち
ゃ
く

用よ
う

が
義ぎ

務む

化か

さ
れ
た
。
そ
の
た

め
か
、
８
日か

は
朝あ

さ

か
ら
サ
ン

　

東と
う

洋よ
う

街が
い

の
居い

酒ざ
か

屋や

「
一い

っ

茶さ

」（R
u

a B
arao d

e 
Ig

u
ap

e, 8
9

）
が
、
出で

前ま
え

配は
い

達た
つ

ア
プ
リ
Ｒ
ａ
ｐ
ｐ

ｉ
（w

w
w

.rappi.com
.

b
r/re

sta
u

ra
n

te
s/

izak
aya-issa

）
を
始は

じ

め

た
。
今い

ま

ま
で
は
店み

せ

ま
で
買か

い

に
行い

く
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
こ
こ
か
ら
注

ち
ゅ
う

文も
ん

し

て
配は

い

達た
つ

し
て
も
ら
え
る
。
な

お
、
８
日か

か
ら
営え

い

業ぎ
ょ
う

時じ

間か
ん

も

料り
ょ
う
り理
宅た

く

配は
い

開か
い

始し

、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連れ

ん

絡ら
く

維い

持じ

「
手て

を
取と

り
合あ

っ
て
一い

っ

緒し
ょ

に
！
」

コ
ロ
ナ
災さ

い

禍か 

連れ
ん

帯た
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
リ
レ
ー
　（
９
）

汎は
ん

ソ
ロ
カ
バ
ナ
日に

っ

伯ぱ
く

連れ
ん

合ご
う

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

　
会か

い

長ち
ょ
う

　
纐こ

う

纈け
つ

俊と
し

夫お

会か
い

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

・
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

誌し

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

名め
い

簿ぼ

』
を
調

ち
ょ
う

査さ

・
執し

っ

筆ぴ
つ

す
る
た
め
、
会か

い

館か
ん

に
毎ま

い

日に
ち

出し
ゅ
っ

勤き
ん

し
て
い
る
と
い
う
。「
図と

書し
ょ

室し
つ

も
使つ

か

え
ま
す
よ
。
シ
ャ
ッ

タ
ー
は
閉し

ま
っ
て
い
ま
す
が
、

入い

り
口ぐ

ち

で
呼よ

び
鈴り

ん

を
鳴な

ら
し

て
く
れ
れ
ば
開あ

け
ま
す
」
と

の
こ
と
。
ち
ょ
っ
と
し
た
気き

晴ば

ら
し
に
、
図と

書し
ょ

室し
つ

に
日に

本ほ
ん

語ご

の
本ほ

ん

を
借か

り
に
行い

く
の
も
い
い

か
も
。
た
だ
し
、
マ
ス
ク
を

し
て
気き

を
つ
け
て
。

　４月
が つ

２３日
に ち

に心
し ん

臓
ぞ う

麻
ま

痺
ひ

で亡
な

くなったオイスカ・ブラジル総
そ う

局
きょく

のゼネラルマネ
ージャーの高

た か

木
き

オズワルドさんへの弔
ちょう

文
ぶ ん

が、日
に

本
ほ ん

のオイスカ・インターナショナ
ルの中

な か

野
の

良
よ し

子
こ

総
そ う

裁
さ い

から届
と ど

いた。文
ぶ ん

面
め ん

は以
い

下
か

の通
と お

り。
　　　　　　☆
　オズワルドさんに捧

さ さ

げる思
お も

い
　８７歳

さ い

の私
わたし

の心
し ん

臓
ぞ う

に一
い ち

番
ば ん

悪
わ る

い知
し

らせを受
う

けました。私
わたし

の頭
あたま

の中
な か

には元
げ ん

気
き

なオ
ズワルドさんの姿

すがた

しか浮
う

かんできません。当
と う

時
じ

８５歳
さ い

だった私
わたし

を１年
ね ん

に二
に

度
ど

も
クーニャに駆

か

り立
た

てたのは植
しょく

林
り ん

に賭
か

けるあなたの強
つ よ

い思
お も

いでした。木
き

を植
う

えるこ
とは母

は は

なる地
ち

球
きゅう

への人
に ん

間
げ ん

の報
ほ う

恩
お ん

行
こ う

為
い

です。あなたは全
ぜ ん

身
し ん

全
ぜ ん

霊
れ い

をもってオイスカ

(250)

達た
っ

増そ

岩い
わ

手て

知ち

事じ

か
ら
県け

ん

人じ
ん

会か
い

へ

「
激げ

き

励れ
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
感か

ん

激げ
き

！
」

　

日に

本ほ
ん

で
働は

た
ら
く
デ
カ
セ
ギ
達た

ち

も
コ
ロ
ナ
に
よ
る
悪あ

く

影え
い

響き
ょ
うに
ひ

ど
く
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
心し

ん

配ぱ
い

を
募つ

の

ら
せ
、
日に

本ほ
ん

を
取と

り
巻ま

く
現げ

ん

状じ
ょ
うを
知し

る

た
め
に
メ
デ
ィ
ア
や
ソ
ー
シ

ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
追お

う

日ひ

び々

で
す
。

　

日に

本ほ
ん

で
も
ブ
ラ
ジ
ル
と
同ど

う

様よ
う

の
措そ

置ち

が
講こ

う

じ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
多お

お

く
の
災さ

い

害が
い

を
乗の

り
越こ

え
て
き
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

達た
ち

は

こ
の
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

に
対た

い

し
、
規き

律り
つ

を
も
っ
て
対た

い

応お
う

し
て
い
る
様よ

う

に
見み

え
ま
す
。

　

習
し
ゅ
う

慣か
ん

に
つ
い
て
も
日に

本ほ
ん

は
、

元も
と

々も
と

の
文ぶ

ん

化か

と
し
て
玄げ

ん

関か
ん

先さ
き

で
靴く

つ

を
脱ぬ

ぎ
、
予よ

防ぼ
う

の
た
め

に
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
こ
と

も
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
は
違ち

が

う
点て

ん

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
は
い

え
、
未い

ま

だ
渦か

中ち
ゅ
うに
あ
る
日に

っ

伯ぱ
く

間か
ん

の
違ち

が

い
を
比ひ

較か
く

し
、
断だ

ん

言げ
ん

す
る
に
は
ま
だ
難む

ず
かし
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

さ
て
私わ

た
し
た
ち
は
、
連れ

ん

合ご
う

で

こ
れ
か
ら
発は

っ

生せ
い

し
う
る
不ふ

利り

な
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
ど
の
よ
う
に
対た

い

面め
ん

し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？ 

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
過す

ぎ
去さ

っ
た

後あ
と

の
問も

ん

題だ
い

を
ど
う
解か

い

決け
つ

し
た

ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？ 

私わ
た
した

ち
が
こ
の
困こ

ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え

る
唯ゆ

い

一い
つ
の
手て

立だ

て
は
、
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

し
合あ

う
こ
と
で
あ
る
と
信し

ん

じ

て
い
ま
す
。

　
「
手て

を
と
り
あ
っ
て
、
一い

っ

緒し
ょ

に
進す

す

み
ま
し
ょ
う
」
―
サ
ン

パ
ウ
ロ
の
文ぶ

ん

協き
ょ
うの
考か

ん
が
え
に
沿そ

っ

て
、
よ
り
い
っ
そ
う
団だ

ん

結け
つ

し
、

先せ
ん

祖ぞ

か
ら
受う

け
継つ

が
れ
た
文ぶ

ん

化か

を
維い

持じ

し
な
が
ら
新あ

た
ら
し
い

持じ

続ぞ
く

可か

能の
う

な
道み

ち

を
再ふ

た
た
び
発は

っ

見け
ん

ＪＵＮＴＯＳ！中
ちゅう

南
なん

米
べい

対
たい

日
にち

理
り

解
かい

促
そく

進
しん

交
こう

流
りゅう

プログラム
で協

きょう

会
かい

と交
こう

流
りゅう

した青
せい

年
ねん

たちとともに記
き

念
ねん

写
しゃ

真
しん

て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

連れ
ん

続ぞ
く

殺さ
っ

傷し
ょ
う

事じ

件け
ん

が
終お

わ
っ

て
暫し

ば
ら
く
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

一い
ち

夜や

、
コ
ロ
ニ
ア
の
将

し
ょ
う

来ら
い

を
談だ

ん

ず
る
有ゆ

う

志し

の
集あ

つ

ま
り
が
開ひ

ら

か

れ
た
。

　

そ
こ
に
は
、
コ
ロ
ニ
ア
や
認に

ん

識し
き

運う
ん

動ど
う

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

格か
く

だ
っ
た

人ひ
と

々び
と

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
て
い
た
。
席せ

き

上じ
ょ
う、
下し

も

元も
と

が
開か

い

口こ
う

一い
ち

番ば
ん

「
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

こ
の
方か

た

、
あ
の
忌い

ま
わ
し
い

混こ
ん

乱ら
ん

の
さ
中な

か

を
通つ

う

じ
て
、
祖そ

国こ
く

の
実じ

つ

情じ
ょ
う

解か
い

明め
い

に
つ
い
て
極き

わ

め
て
あ
い
ま
い
な
態た

い

度ど

を
保た

も
っ

て
、
時じ

局き
ょ
くの
紛ふ

ん

糾き
ゅ
うを
防ぼ

う

止し

し

よ
う
と
し
な
か
っ
た
人ひ

と

が
、
こ

の
席せ

き

に
一ひ

と

人り

居い

る
。
こ
の
人ひ

と

は

今こ
ん

後ご

、
こ
の
様よ

う

な
コ
ロ
ニ
ア
の

将し
ょ
う

来ら
い

を
論ろ

ん

じ
る
場ば

に
出で

る
こ

と
は
、
一い

っ

切さ
い

遠え
ん

慮り
ょ

し
て
貰も

ら

い
た

い
」
と
言い

っ
て
一い

ち

座ざ

を
見み

回ま
わ

し

た
。

　

こ
の
発は

つ

言げ
ん

に
、
皆み

な

、
ビ
ッ

ク
リ
し
た
。
下し

も

元も
と

が
非ひ

難な
ん

し

て
い
る
の
は
宮み

や

坂さ
か

国く
に

人と

で
あ

っ
た
。
宮み

や

坂さ
か

は
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

系け
い

の
ブ
ラ
拓た

く

の
代だ

い

表
ひ
ょ
う

と
し
て
、
国こ

く

策さ
く

移い

住じ
ゅ
う

地ち

を

建け
ん

設せ
つ

し
た
人じ

ん

物ぶ
つ

で
あ
る
。
そ

の
宮み

や

坂さ
か

が
ブ
ラ
拓た

く

に
銀ぎ

ん

行こ
う

部ぶ

を
つ
く
っ
た
時と

き

、
日に

本ほ
ん

の
本ほ

ん

部ぶ

の
平ひ

ら

生お

釟は
ち

三さ
ぶ

郎ろ
う

理り

事じ

長ち
ょ
うか

ら
「
銀ぎ

ん

行こ
う

は
命い

の
ちが
け
の
仕し

事ご
と

、

そ
の
覚か

く

悟ご

が
あ
れ
ば
、
や
っ
て

も
よ
ろ
し
い
」
と
釘く

ぎ

を
さ
れ

て
い
た
。

　

幸さ
い
わい
銀ぎ

ん

行こ
う

部ぶ

は
上う

手ま

く
行い

き
、
独ど

く

立り
つ

、
南な

ん

米べ
い

銀ぎ
ん

行こ
う

と
改か

い

称し
ょ
うし
た
。
が
、
直

ち
ょ
く

後ご

、
戦せ

ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
り
バ
ン
コ
・
ド
・
ブ

ラ
ジ
ル
の
管か

ん

理り

下か

に
置お

か
れ

た
。
経け

い

営え
い

陣じ
ん

は
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

に
入い

れ
代か

え
と
な
り
、
資し

本ほ
ん

も
内な

い

国こ
く

化か

さ
せ
ら
れ
た
。

　

そ
の
南な

ん

銀ぎ
ん

の
経け

い

営え
い

は
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

時じ

に
は
破は

綻た
ん

状じ
ょ
う

態た
い

に
あ
っ
た
。

宮み
や

坂さ
か

は
、
そ
れ
を
買か

い
取と

っ

て
再さ

い

建け
ん

し
よ
う
と
し
、
出

し
ゅ
っ

資し

者し
ゃ

を
募ぼ

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
うで
あ
っ
た
。
が
、

募ぼ

集し
ゅ
う

対た
い

象し
ょ
うは
コ
ロ
ニ
ア
以い

外が
い

な
か
っ
た
。

　

し
か
し
コ
ロ
ニ
ア
は
、
こ
の

時じ

点て
ん

で
は
大だ

い

多た

数す
う

が
未い

ま

だ
戦せ

ん

勝し
ょ
う

派は

、
信し

ん

念ね
ん

派は

で
あ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
株か

ぶ

主ぬ
し

を
募つ

の

る
た
め

に
は
、
認に

ん

識し
き

運う
ん

動ど
う

に
は
目め

を

潰つ
ぶ

ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
平ひ

ら

生お

と
の
約や

く

束そ
く

を
守ま

も

る
た
め
に
は
命い

の
ち
を
か
け
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

　

が
、
下し

も

元も
と

は
鋭す

る
ど
す
ぎ
る
一ひ

と

言こ
と

を
吐は

い
て
し
ま
っ
た
。
し
か

も
コ
チ
ア
と
南な

ん

銀ぎ
ん

と
の
取と

り

引ひ
き

を
拒き

ょ

否ひ

し
た
。
絶ぜ

っ

交こ
う

し
た
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

疫え
き

）
の
影え

い

響き
ょ
うで
予よ

定て
い

し
て
い

た
イ
ベ
ン
ト
や
太た

い

鼓こ

チ
ー
ム

に
よ
る
会か

い

館か
ん

利り

用よ
う

な
ど
が
中

ち
ゅ
う

止し

に
な
り
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
収

し
ゅ
う

入
に
ゅ
う

が
無な

く
な
り
、
支し

払は
ら

い
に
頭

あ
た
ま

を
悩な

や

ま
せ
る
日ひ

び々

で
す
。
そ

ん
な
中な

か

、
こ
う
い
っ
た
県け

ん

知ち

事じ

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
戴い

た
だく

と
本ほ

ん

当と
う

に
嬉う

れ

し
い
気き

持も

ち
で

す
」
―
―
ブ
ラ
ジ
ル
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うの
千ち

田だ

曠ひ
ろ

曉あ
き

さ
ん

（
一い

っ

世せ
い

）
は
、
そ
う
感か

ん

激げ
き

し

た
様よ

う

子す

で
語か

た
っ
た
。

　

辛つ
ら

い
コ
ロ
ナ
禍か

の
真ま

っ
最さ

い

中ち
ゅ
う、
達た

っ

増そ

拓た
く

也や

知ち

事じ

か
ら
届と

ど

い
た
県け

ん

人じ
ん

会か
い
へ
の
激げ

き

励れ
い

メ
ッ
セ

ー
ジ
は
以い

下か

の
通と

お

り
。

　
　
　
　
　

☆

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うが
世せ

界か
い

的て
き

に
猛も

う

威い

を
振ふ

る
い
、
各か

っ

国こ
く

に
お
い
て
外が

い

出
し
ゅ
つ

制せ
い

限げ
ん

や
学が

っ

校こ
う

の
休

き
ゅ
う

校こ
う

な
ど
の

措そ

置ち

が
講こ

う

じ
ら
れ
て
い
る
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
あ
り
ま
す
。
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

の
活か

つ

動ど
う

や
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

に
も
様さ

ま

々ざ
ま

な
影え

い

響き
ょ
うが
生し

ょ
う
じ

て
い
る
も
の
と
推す

い

察さ
つ

し
て
お

り
ま
す
。

　

現げ
ん

下か

に
お
い
て
は
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

を
阻そ

止し

す
る
こ
と
が
喫き

っ

緊き
ん

の

課か

題だ
い

で
あ
り
、
世せ

界か
い

の
人ひ

と

々び
と

が
共と

も

に
手て

を
携た

ず
さ
え
連れ

ん

携け
い

し
て

対た
い

処し
ょ

し
て
い
く
こ
と
が
必ひ

つ

要よ
う

で
す
。

　

日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
も
新し

ん

型が
た

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

が
日ひ

び々

増ぞ
う

加か

し
続つ

づ

け
て
お
り
、

岩い
わ

手て

県け
ん

に
お
い
て
も
県け

ん

民み
ん

の

社し
ゃ

会か
い

・
経け

い

済ざ
い

活か
つ

動ど
う

に
多た

大だ
い

な

支し

障し
ょ
うを
も
た
ら
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引ひ

き
続つ

づ

き
感か

ん

染せ
ん

防ぼ
う

止し

対た
い

策さ
く

に
努つ

と

め
県け

ん

民み
ん

の
命い

の
ち
と

健け
ん

康こ
う

を
守ま

も

る
こ
と
を
最さ

い

優ゆ
う

先せ
ん

に
し
つ
つ
、
社し

ゃ

会か
い

・
経け

い

済ざ
い
へ
の

負ふ

の
影え

い

響き
ょ
うを
抑お

さ

え
る
た
め
の

対た
い

策さ
く

を
講こ

う

じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うが
１
日に

ち

も
早は

や

く
終

し
ゅ
う

息そ
く

し
、
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

や
国こ

っ

境き
ょ
うを
越こ

え
た
往お

う

来ら
い

が
再さ

い

開か
い

さ
れ
、
岩い

わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

と
ふ
る
さ

と
岩い

わ

手て

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うを
更さ

ら

に
深ふ

か

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ

の
困こ

ん

難な
ん

な
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
共と

も

に
乗の

り

越こ

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

令れ
い

和わ

２
年ね

ん

５
月が

つ

１
日に

ち

　

岩い
わ

手て

県け
ん

知ち

事じ　

達た
っ

増そ

拓た
く

也や

　

州し
ゅ
う
な
ど
の
自じ

治ち

体た
い

の
要よ

う

請せ
い

で

学が
っ

校こ
う

が
休

き
ゅ
う

校こ
う

し
、
商

し
ょ
う

業ぎ
ょ
う

施し

設せ
つ

の
一い

ち

時じ

閉へ
い

鎖さ

な
ど
社し

ゃ

会か
い

の

様さ
ま

々ざ
ま

な
分ぶ

ん

野や

の

活か
つ

動ど
う

が
停て

い

止し

し

て
い
ま
す
。

　

当と
う

連れ
ん

合ご
う

会か
い

活
か つ

動
ど う

を実
じ っ

践
せ ん

してきました。心
こころ

か
ら称

しょう

賛
さ ん

します。ブラジルでオズ
ワルドの志

こころざし

が継
け い

承
しょう

されることを
祈
い の

ります。天
て ん

国
ご く

でゆっくり休
や す

み、
それからオイスカ活

か つ

動
ど う

を見
み

守
ま も

っ
てください。

中
なか

野
の

オイスカ総
そう

裁
さい

から弔
ちょう

文
ぶん

ブラジル総
そう

局
きょく

の故
こ

高
たか

木
き

氏
し

へ

す
る
た
め
に
！



　

日に

本ほ
ん

の
２
０
１
９
年ね

ん

の
出し

ゅ
っ

生し
ょ
う

数す
う

が
年ね

ん

間か
ん

９
０
万ま

ん

人に
ん

割わ

れ

し
た
こ
と
が
確か

く

実じ
つ

に
な
っ
た
。
９
０
万ま

ん

人に
ん

割わ

れ
は
政せ

い

府ふ

予よ

想そ
う

よ
り
も
２
年ね

ん

早は
や

く
、
人じ

ん

口こ
う

減げ
ん

少し
ょ
う

が
一い

ち

段だ
ん

と
鮮せ

ん

明め
い

に
な
っ

た
。
我わ

が
国く

に

の
出し

ゅ
っ

生し
ょ
う

数す
う

は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
時じ

、
昭し

ょ
う

和わ

２
４

（
１
９
４
９
）
年ね

ん

の
２
７
０
万ま

ん

人に
ん

か
ら
減げ

ん

少し
ょ
う

を
続つ

づ

け
、
昭し

ょ
う

和わ

５
８
（
１
９
８
３
）
年ね

ん

ま
で
は
１
５
０
万ま

ん

人に
ん

、
平へ

い

成せ
い

２
７

（
２
０
１
５
）
年ね

ん

ま
で
は
１
０
０
万ま

ん

人に
ん

を
維い

持じ

し
て
い
た
が
、

い
よ
い
よ
次つ

ぎ

の
段だ

ん

階か
い

に
入は

い

っ
た
。

　

近き
ん

年ね
ん

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
未み

来ら
い

の
年ね

ん

表ぴ
ょ
う 

人じ
ん

口こ
う

減げ
ん

少し
ょ
う

日に

本ほ
ん

で
こ
れ
か
ら
起お

き
る
こ
と
』
で
は
、
こ
ん
な
未み

来ら
い

図ず

が
描え

が

か
れ
て
い
る
。

　
２
０
１
５
年ね

ん

時じ

点て
ん

に
お
い
て
１
億お

く

２
７
０
０
万ま

ん

人に
ん

を
数か

ぞ

え

た
日に

本ほ
ん

の
総そ

う

人じ
ん

口こ
う

が
、
４
０
年ね

ん

後ご

に
は
９
０
０
０
万ま

ん

人に
ん

を
下し

た

回ま
わ

り
、
１
０
０
年ね

ん

も
経た

た
ぬ
う
ち
に
５
０
０
０
万ま

ん

人に
ん

ほ
ど
に

減へ

る
。・
・
・
こ
ん
な
に
急き

ゅ
う

激げ
き

に
人じ

ん

口こ
う

が
減へ

る
の
は
世せ

界か
い

史し

に
お
い
て
類る

い

例れ
い

が
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
長な

が

い
歴れ

き

史し

に
あ
っ

て
極き

わ

め
て
特と

く

異い

な
時じ

代だ
い

を
生い

き
て
い
る
の
で
あ
る
。［
河か

わ

合い

、

３
３
］

　
こ
う
い
う
予よ

測そ
く

を
読よ

む
た
び
に
、「
ち
ょ
っ
と
待ま

っ
て
」
と
言い

い
た
く
な
る
。
こ
の
予よ

測そ
く

は
正た

だ

し
い
と
し
て
も
、
江え

戸ど

末ま
っ

期き

に

は
３
千ぜ

ん

２
百ひ

ゃ
く

万ま
ん

だ
っ
た
日に

本ほ
ん

の
人じ

ん

口こ
う

は
、
こ
の
１
５
０
年ね

ん

ほ
ど

で
９
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

も
増ふ

え
た
の
で
あ
る
。［
ａ
］

　

幕ば
く

末ま
つ

の
開か

い

国こ
く

以い

来ら
い

、
我わ

が
国く

に

は
近き

ん

代だ
い

西せ
い

洋よ
う

文ぶ
ん

明め
い

の
優ゆ

う

等と
う

生せ
い

と
し
て
人じ

ん

口こ
う

を
急き

ゅ
う

激げ
き

に
伸の

ば
し
つ
つ
、
経け

い

済ざ
い

大た
い

国こ
く

を
築き

ず

き
あ
げ

て
き
た
。
し
か
し
、
自し

然ぜ
ん

環か
ん

境き
ょ
う

か
ら
見み

れ
ば
、
相そ

う

当と
う

な
無む

理り

を
し
て
い
る
。

　

９
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

も
増ふ

え
た
人じ

ん

口こ
う

を
養や

し
な

う
た
め
に
、
厖ぼ

う

大だ
い

な
食し

ょ
く

料り
ょ
う

を
輸ゆ

入に
ゅ
う

し
て
お
り
、
食し

ょ
く

糧り
ょ
う

自じ

給き
ゅ
う

率り
つ

は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
は
楽ら

っ

観か
ん

的て
き

に
計け

い

算さ
ん

し
て
も
５
４
％
ほ
ど
だ
［
ｂ
］。
そ
の
一い

っ

方ぽ
う

で
年ね

ん

間か
ん

６
０
０
万ま

ん

ト
ン
規き

模ぼ

も
の
食し

ょ
く

品ひ
ん

ロ
ス
を
出だ

し
て
い
る
。
さ
ら

に
荒こ

う

廃は
い

農の
う

地ち

・
耕こ

う

作さ
く

放ほ
う

棄き

地ち

と
し
て
無む

駄だ

に
な
っ
て
い
る
土と

地ち

が
７
０
万ま

ん

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
ピ
ー
ク
時じ

の
１
１
．
５
％
。
ま
さ

に「
も
っ
た
い
な
い
」「
天て

ん

地ち

に
申も

う

し
訳わ

け

な
い
」状じ

ょ
う

態た
い

な
の
で
あ
る
。

　

世せ

界か
い

に
目め

を
向む

け
れ
ば
、
現げ

ん

在ざ
い

の
７
７
億お

く

人に
ん

が
今こ

ん

後ご

３
０

人じ
ん

口こ
う

適て
き

正せ
い

化か

と
新し

ん

技ぎ

術じ
ゅ
つ

で

　
　
　
　

築き
ず

く
「
和わ

の
文ぶ

ん

明め
い

」

２０２０年
ねん

２月
がつ

２日
か

版
ばん

年ね
ん

で
２
０
億お

く

人に
ん

も
増ふ

え
る
と
予よ

想そ
う

さ
れ
て
い
る
。
発は

っ

展て
ん

途と

上じ
ょ
う

国こ
く

で
の
食し

ょ
く

事じ

の
改か

い

善ぜ
ん

を
考か

ん
が

え
る
と
、
今こ

ん

後ご

の
食し

ょ
く

糧り
ょ
う

供き
ょ
う

給き
ゅ
う

は
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
、
価か

格か
く

も
上あ

が
っ
て
い
く
。
今い

ま

の
う
ち
に
、
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

内な
い

で
持じ

続ぞ
く

可か

能の
う

な
生せ

い

活か
つ

を
築き

ず

い
て
い
く
事こ

と

が
安あ

ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
う

上じ
ょ
う

も
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
る
。

　

１
０
０
年ね

ん

後ご

に
５
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

と
い
う
人じ

ん

口こ
う

規き

模ぼ

は
、
農の

う

林り
ん

水す
い

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

を
再さ

い

建け
ん

し
つ
つ
、
食し

ょ
く

料り
ょ
う

自じ

給き
ゅ
う

を
確か

く

立り
つ

し
、
か
つ
都と

市し

の
過か

密み
つ

と
地ち

方ほ
う

の
過か

疎そ

を
解か

い

消し
ょ
う

し
て
、
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

の
自し

然ぜ
ん

と
調ち

ょ
う

和わ

し
た
「
和わ

の
文ぶ

ん

明め
い

」
を
築き

ず

く
に
は
、
適て

き

正せ
い

な
水す

い

準じ
ゅ
ん

か
も
し
れ

な
い
。
近き

ん

年ね
ん

始は
じ

ま
っ
た
人じ

ん

口こ
う

減げ
ん

少し
ょ
う

は
、
そ
ろ
そ
ろ
近き

ん

代だ
い

西せ
い

洋よ
う

文ぶ
ん

明め
い

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

し
て
こ
う
し
た
「
和わ

の
文ぶ

ん

明め
い

」
を
築き

ず

く
時と

き

だ
と
、

八や

百お

万よ
ろ
ず

の
神か

み

々が
み

が
促う

な
が

し
て
い
る
の
か
の
よ
う
だ
。

　
「
人じ

ん

口こ
う

減げ
ん

少し
ょ
う

」
と
い
う
と
暗く

ら

い
ム
ー
ド
に
包つ

つ

ま
れ
て
し
ま
う

が
、
ま
ず
押お

さ
え
て
お
く
べ
き
大だ

い

前ぜ
ん

提て
い

は
、
人じ

ん

口こ
う

減げ
ん

少し
ょ
う

が
必か

な
ら

ず
し
も
経け

い

済ざ
い

の
縮し

ゅ
く

小し
ょ
う

と
貧ひ

ん

困こ
ん

化か

に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
過か

去こ

の
歴れ

き

史し

を
見み

て
も
、
人じ

ん

口こ
う

は
経け

い

済ざ
い

発は
っ

展て
ん

の
主し

ゅ

要よ
う

因い
ん

で
は
な
か
っ
た
。

　

例た
と

え
ば
高こ

う

度ど

成せ
い

長ち
ょ
う

期き

〈
昭し

ょ
う

和わ

３
０
（
１
９
５
５
）
～
昭し

ょ
う

和わ

４
５
（
１
９
７
０
）
年ね

ん

〉
の
実じ

っ

質し
つ

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国こ

く

民み
ん

総そ
う

生せ
い

産さ
ん

）

は
年ね

ん

率り
つ

９
．
６
％
も
伸の

び
た
が
、
こ
の
間か

ん

の
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
く

人じ
ん

口こ
う

の

増ぞ
う

加か

は
１
．
２
％
に
過す

ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後ご

、
第だ

い

一い
ち

次じ

オ
イ

ル
シ
ョッ
ク
の
昭し

ょ
う

和わ

５
０
（
１
９
７
５
）
年ね

ん

以い

降こ
う

の
１
５
年ね

ん

間か
ん

の
成せ

い

長ち
ょ
う

率り
つ

は
４
．
６
％
に
落お

ち
た
が
、
こ
の
間か

ん

の
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
く

人じ
ん

口こ
う

の
増ぞ

う

加か

率り
つ

は
１
．
２
％
と
同ど

う

程て
い

度ど

で
あ
っ
た
。

　

実じ
っ

質し
つ

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成せ

い

長ち
ょ
う

率り
つ

と
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
く

人じ
ん

口こ
う

伸の

び
率り

つ

の
差さ

は
労ろ

う

働ど
う

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

の
伸の

び
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
高こ

う

度ど

成せ
い

長ち
ょ
う

期き

に
は
労ろ

う

働ど
う

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

が
８
．
３
％
伸の

び
た
の
に
対た

い

し
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以い

降こ
う

は
３
．
４
％
に
落お

ち
て
し
ま
っ
た
。［
吉よ

し

川か
わ

、
９
０
１
］

　

高こ
う

度ど

成せ
い

長ち
ょ
う

が
始は

じ

ま
る
直ち

ょ
く

前ぜ
ん

、
昭し

ょ
う

和わ

２
５
（
１
９
５
０
）
年ね

ん

の
日に

本ほ
ん

の
就し

ゅ
う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

の
半は

ん

分ぶ
ん

近ち
か

く
は
農の

う

林り
ん

水す
い

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

に
従じ

ゅ
う

事じ

し
て
い

た
。
そ
の
後ご

、
工こ

う

業ぎ
ょ
う

化か

が
進す

す

み
、
多お

お

く
の
人ひ

と

々び
と

が
地ち

方ほ
う

か
ら

都と

会か
い

へ
出で

て
き
た
。
こ
の
工こ

う

業ぎ
ょ
う

化か

と
都と

市し

化か

の
進し

ん

展て
ん

に
よ
り
労ろ

う

働ど
う

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

は
急き

ゅ
う

速そ
く

に
向こ

う

上じ
ょ
う

し
、
そ
れ
が
高こ

う

度ど

成せ
い

長ち
ょ
う

を
招ま

ね

い
た

の
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
代だ

い

償し
ょ
う

と
し
て
、
都と

市し

の
過か

密み
つ

化か

、
地ち

方ほ
う

の
過か

疎そ

化か

が
進し

ん

展て
ん

し
た
。
農の

う

林り
ん

水す
い

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

の
疲ひ

弊へ
い

、
食し

ょ
く

料り
ょ
う

自じ

給き
ゅ
う

率り
つ

低て
い

下か

も
進す

す

ん
だ
。
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

が
抱か

か

え
る
こ
れ
ら
の
課か

題だ
い

は
、
我わ

が
国く

に

が
急き

ゅ
う

速そ
く

に
進す

す

め
た
近き

ん

代だ
い

西せ
い

洋よ
う

文ぶ
ん

明め
い

の
副ふ

く

産さ
ん

物ぶ
つ

な
の
で
あ

る
。

　

石せ
き

油ゆ

シ
ョッ
ク
以い

降こ
う

は
、
国こ

く

内な
い

の
人じ

ん

件け
ん

費ひ

高こ
う

騰と
う

に
伴と

も
な

い
、
生せ

い

産さ
ん

の
海か

い

外が
い

移い

転て
ん

が
進す

す

ん
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
工こ

う

業ぎ
ょ
う

に
お
け
る
労ろ

う

働ど
う

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

向こ
う

上じ
ょ
う

と
い
う
果か

実じ
つ

は
海か

い

外が
い

に
移う

つ

っ
て
し
ま
っ
た
。
一い

っ

方ぽ
う

、
製せ

い

品ひ
ん

の
開か

い

発は
つ

・設せ
っ

計け
い

、
販は

ん

売ば
い

、
管か

ん

理り

な
ど
の
生せ

い

産さ
ん

性せ
い

の
は
っ

き
り
し
な
い
ス
タ
ッ
フ
業ぎ

ょ
う

務む

や
サ
ー
ビ
ス
業ぎ

ょ
う

は
国こ

く

内な
い

、
そ
れ
も

都と

市し

内な
い

に
残の

こ

っ
た
。
結け

っ

果か

的て
き

に
国こ

く

内な
い

に
は
工こ

う

業ぎ
ょ
う

化か

の
果か

実じ
つ

は
残の

こ

ら
ず
、
都と

市し

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
うの
負ふ

担た
ん

ば
か
り
が
残の

こ

っ
た
の
で
あ
る
。

　

今い
ま

や
こ
れ
ら
の
課か

題だ
い

を
解か

い

決け
つ

し
つ
つ
、
労ろ

う

働ど
う

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

向こ
う

上じ
ょ
う

に

努つ
と

め
る
べ
き
時じ

代だ
い

な
の
で
あ
る
。

　

人じ
ん

口こ
う

減げ
ん

少し
ょ
う

に
伴と

も
な

っ
て
「
２
０
２
５
年ね

ん

に
は
介か

い

護ご

人じ
ん

材ざ
い

が

３
８
万ま

ん

人に
ん

不ふ

足そ
く

す
る
」
と
の
予よ

測そ
く

が
あ
る
。
い
か
に
も
人じ

ん

口こ
う

減げ
ん

少し
ょ
う

に
よ
っ
て
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

力り
ょ
く

の
導ど

う

入に
ゅ
う

が
不ふ

可か

避ひ

だ
と
訴う

っ
た

え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
か
ら
く
り
は
単た

ん

純じ
ゅ
ん

だ
。

　
こ
の
「
３
８
万ま

ん

人に
ん

不ふ

足そ
く

」
と
は
、
単た

ん

純じ
ゅ
ん

に
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
増ぞ

う

加か

に
よ
る
介か

い

護ご

需じ
ゅ

要よ
う

増ぞ
う

と
、
減げ

ん

少し
ょ
う

す
る
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
く

人じ
ん

口こ
う

の
ギ
ャ
ッ
プ

か
ら
算さ

ん

出し
ゅ
つ

さ
れ
て
い
る
。
介か

い

護ご

業ぎ
ょ
う

界か
い

の
賃ち

ん

金ぎ
ん

、
生せ

い

産さ
ん

性せ
い

、
企き

業ぎ
ょ
うの
参さ

ん

入に
ゅ
う

撤て
っ

退た
い

、
公こ

う

的て
き

規き

制せ
い

な
ど
は
変か

わ
ら
な
い
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。［
小こ

林ば
や
し

峰み
ね

夫お

「
無む

意い

味み

な
人ひ

と

手で

不ぶ

足そ
く

の
人に

ん

数ず
う

推す
い

計け
い

」

『
週し

ゅ
う

刊か
ん

東と
う

洋よ
う

経け
い

済ざ
い

』
Ｈ
３
１
０
１
１
９
］

　

し
か
し
、
日に

本ほ
ん

の
サ
ー
ビ
ス
業ぎ

ょ
う

全ぜ
ん

体た
い

の
労ろ

う

働ど
う

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

は
、

米べ
い

国こ
く

の
半は

ん

分ぶ
ん

（
５
０
．
７
％
）
だ
［
日に

本ほ
ん

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

本ほ
ん

部ぶ

「
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

別べ
つ

労ろ
う

働ど
う

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

水す
い

準じ
ゅ
ん

の
国こ

く

際さ
い

比ひ

較か
く

」
２
０
１
８
．
４
］。

介か
い

護ご

業ぎ
ょ
う

界か
い

の
労ろ

う

働ど
う

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

も
せ
い
ぜ
い
そ
の
程て

い

度ど

、
あ
る
い
は

そ
れ
以い

下か

で
あ
ろ
う
。
介か

い

護ご

職し
ょ
く

員い
ん

数す
う

は
１
８
３
万ま

ん

人に
ん

も
い
る

か
ら
、
そ
の
労ろ

う

働ど
う

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

が
米べ

い

国こ
く

の
半は

ん

分ぶ
ん

か
ら
、
せ
め
て
２

／
３
の
水す

い

準じ
ゅ
ん

に
向こ

う

上じ
ょ
う

し
た
ら
、
約や

く

６
０
万ま

ん

人に
ん

分ぶ
ん

の
人ひ

と

手で

増ぞ
う

と

な
る
。

　

３
８
万ま

ん

人に
ん

の
不ふ

足そ
く

は
こ
れ
で
充じ

ゅ
う

分ぶ
ん

お
釣つ

り
が
来く

る
し
、
労ろ

う

働ど
う

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

の
向こ

う

上じ
ょ
う

に
よ
り
介か

い

護ご

業ぎ
ょ
う

界か
い

の
賃ち

ん

金ぎ
ん

も
上じ

ょ
う

昇し
ょ
う

す
れ
ば
、

求き
ゅ
う

人じ
ん

も
楽ら

く

に
な
る
。
企き

業ぎ
ょ
う

の
収し

ゅ
う

益え
き

も
向こ

う

上じ
ょ
う

す
る
だ
ろ
う
か
ら
、

新し
ん

規き

参さ
ん

入に
ゅ
う

も
期き

待た
い

で
き
る
。
そ
う
な
れ
ば
介か

い

護ご

サ
ー
ビ
ス
の

供き
ょ
う

給き
ゅ
う

も
増ふ

え
て
、
入に

ゅ
う

所し
ょ

待ま

ち
も
解か

い

消し
ょ
う

す
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に

は
医い

療り
ょ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つ

の
進し

ん

展て
ん

に
よ
り
、
健け

ん

康こ
う

寿じ
ゅ

命み
ょ
う

を
伸の

ば
し
、
介か

い

護ご

需じ
ゅ

要よ
う

そ
の
も
の
を
減へ

ら
す
こ
と
も
目め

指ざ

す
べ
き
で
あ
る
。

　

逆ぎ
ゃ
く

に
３
８
万ま

ん

人に
ん

分ぶ
ん

の
不ふ

足そ
く

を
外が

い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

で
埋う

め
よ
う

と
し
た
ら
、
介か

い

護ご

業ぎ
ょ
う

界か
い

の
低て

い

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

と
低て

い

賃ち
ん

金ぎ
ん

は
そ
の
ま
ま

で
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
従じ

ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

は
減へ

る
一い

っ

方ぽ
う

で
あ
り
、
せ
っ
か
く
雇や

と

っ

た
外が

い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

も
、
よ
り
賃ち

ん

金ぎ
ん

の
高た

か

い
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

に
逃に

げ
て
い
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
こ
れ
で
は
何な

ん

の
解か

い

決け
つ

に
も
な
ら
な
い
。
労ろ

う

働ど
う

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

や
技ぎ

術じ
ゅ
つ

革か
く

新し
ん

を
無む

視し

し
た
経け

い

済ざ
い

論ろ
ん

議ぎ

が
い
か
に
無む

意い

味み

か
、
よ
く
分わ

か
る
事じ

例れ
い

で
あ
る
。

　

現げ
ん

在ざ
い

の
日に

本ほ
ん

の
一ひ

と

人り

当あ

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国こ

く

民み
ん

総そ
う

生せ
い

産さ
ん

）
は

３
９
，
３
０
０
ド
ル
（
２
０
１
８
年ね

ん

）、
世せ

界か
い

で
２
６
位い

に

転て
ん

落ら
く

し
て
い
る
。
上じ

ょ
う

位い

国こ
く

に
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ス
イ
ス
な

ど
小し

ょ
う

国こ
っ

家か

が
並な

ら

ぶ
が
、
こ
れ
ら
は
金き

ん

融ゆ
う

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

中ち
ゅ
う

心し
ん

な
ど
性せ

い

格か
く

が
異こ

と

な
る
た
め
、
比ひ

較か
く

は
適て

き

当と
う

で
な
い
。
例た

と

え
ば
工こ

う

業ぎ
ょ
う

の
み
な

ら
ず
農の

う

林り
ん

水す
い

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

な
ど
を
含ふ

く

め
た
フ
ル
セ
ッ
ト
の
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

構こ
う

造ぞ
う

を
持も

つ
ド
イ
ツ
は
１
８
位い

、
４
７
，
７
０
０
ド
ル
で
、
日に

本ほ
ん

よ
り
２
０
％
以い

上じ
ょ
う

高た
か

い
。

　

ド
イ
ツ
の
人じ

ん

口こ
う

は
８
２
９
０
万ま

ん

人に
ん

、
日に

本ほ
ん

の
３
分ぶ

ん

の
２
ほ

ど
の
規き

模ぼ

で
あ
る
。
我わ

が
国く

に

の
労ろ

う

働ど
う

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

を
上あ

げ
て
、
一ひ

と

人り

当あ

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
２
０
％
増ふ

や
せ
ば
、
人じ

ん

口こ
う

が
２
０
％
減へ

っ

て
も
、
ド
イ
ツ
と
同ど

う

程て
い

度ど

に
豊ゆ

た

か
で
、
か
つ
経け

い

済ざ
い

規き

模ぼ

と
し
て

も
ド
イ
ツ
の
１
．
５
倍ば

い

ほ
ど
、
現げ

ん

状じ
ょ
う

水す
い

準じ
ゅ
ん

で
は
世せ

界か
い

第だ
い

３
位い

の
経け

い

済ざ
い

大た
い

国こ
く

が
維い

持じ

で
き
る
。

　

国こ
く

立り
つ

社し
ゃ

会か
い

保ほ

障し
ょ
う

・
人じ

ん

口こ
う

問も
ん

題だ
い

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

の
『
日に

本ほ
ん

の
将し

ょ
う

来ら
い

推す
い

計け
い

人じ
ん

口こ
う

（
平へ

い

成せ
い

２
９
年ね

ん

推す
い

計け
い

）』
に
よ
れ
ば
、
２
０
５
３
年ね

ん

に

は
１
億お

く

人に
ん

を
割わ

っ
て
９
，
９
２
４
万ま

ん

人に
ん

と
な
る
。「
３
３
年ね

ん

後ご

に
２
２
％
減げ

ん

に
な
る
」
と
悲ひ

観か
ん

し
て
い
る
よ
り
、
こ
の
３
３
年ね

ん

間か
ん

に
生せ

い

産さ
ん

性せ
い

を
２
０
％
ほ
ど
あ
げ
て
、
せ
め
て
ド
イ
ツ
並な

み
と

し
、
国く

に

全ぜ
ん

体た
い

の
経け

い

済ざ
い

規き

模ぼ

は
維い

持じ

し
つ
つ
も
、
生せ

い

活か
つ

水す
い

準じ
ゅ
ん

を

２
０
％
向こ

う

上じ
ょ
う

さ
せ
る
事こ

と

を
目も

く

標ひ
ょ
う

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
て
「
日に

本ほ
ん

の
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
く

人じ
ん

口こ
う

は
今こ

ん

後ご

十じ
ゅ
う

数す
う

年ね
ん

で

１
０
０
０
万ま

ん

人に
ん

近ち
か

く
も
少す

く

な
く
な
る
と
見み

込こ

ま
れ
る
。
そ
の

す
べ
て
を
機き

械か
い

や
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
置お

き
換か

え
る
こ
と
に
は
と
う
て
い

無む

理り

が
あ
ろ
う
」［
河か

わ

合い

、
３
３
］
と
心し

ん

配ぱ
い

す
る
向む

き
が
あ

る
。
そ
の
一い

っ

方ぽ
う

で
、Ａ
Ｉ
（
人じ

ん

工こ
う

知ち

能の
う

）
な
ど
の
普ふ

及き
ゅ
う

に
よ
り
、

「
全ぜ

ん

体た
い

の
３
０
％
に
及お

よ

ぶ
仕し

事ご
と

が
、
２
０
３
０
年ね

ん

ま
で
に
消き

え
て
し
ま
う
危き

険け
ん

に
あ
る
」
な
ど
と
い
う
研け

ん

究き
ゅ
う

も
発は

っ

表ぴ
ょ
う

さ
れ
て

い
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

自し

然ぜ
ん

と
調ち

ょ
う

和わ

し
た
「
和わ

の
文ぶ

ん

明め
い

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
築き

ず

く
べ
き
時と

き

が
来き

た
。

（３） ２０２０年第５４８４号 	 ５月	 ９日	（土曜日）

　

日に

本ほ
ん

の
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
く

人じ
ん

口こ
う

６
７
２
０
万ま

ん

人に
ん

（
２
０
１
７
年ね

ん

）
の

３
０
％
な
ら
２
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

だ
。
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
く

人じ
ん

口こ
う

が
１
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

減へ

っ

て
も
、
Ａ
Ｉ
で
２
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

浮う

い
て
く
れ
ば
、
１
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

の
お

釣つ

り
が
来く

る
。
こ
れ
が
事じ

実じ
つ

な
ら
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

な
ど
入い

れ
て
い
る
場ば

合あ
い

で
は
な
い
。
そ
の
１
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

を
新し

ん

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

の
創そ

う

造ぞ
う

や
農の

う

林り
ん

水す
い

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

の
再さ

い

生せ
い

に
生い

か
す
道み

ち

を
考か

ん
が

え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

急き
ゅ
う

速そ
く

に
進す

す

み
出だ

し
た
情じ

ょ
う

報ほ
う

通つ
う

信し
ん

革か
く

命め
い

は
、
急き

ゅ
う

速そ
く

な
人じ

ん

口こ
う

減げ
ん

少し
ょ
う

へ
の
天て

ん

の
配は

い

剤ざ
い

か
も
知し

れ
な
い
。

　

お
り
し
も
金き

ん

融ゆ
う

業ぎ
ょ
う

界か
い

で
は
、み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
が
１
万ま

ん

９
０
０
０
人に

ん

の
人じ

ん

員い
ん

削さ
く

減げ
ん

、
三み

つ

井い

住す
み

友と
も

フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
が
５
０
０
０
人に

ん

弱じ
ゃ
く

相そ
う

当と
う

の
業ぎ

ょ
う

務む

量り
ょ
う

削さ
く

減げ
ん

と
、

最さ
い

新し
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

通つ
う

信し
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つ

や
Ａ
Ｉ
の
活か

つ

用よ
う

で
、人じ

ん

員い
ん

削さ
く

減げ
ん

が
急き

ゅ
う

ピ
ッ

チ
で
進す

す

め
ら
れ
て
い
る
。

　
コ
ン
ビ
ニ
で
も
セ
ル
フ
・
レ
ジ
で
清せ

い

算さ
ん

し
、
電で

ん

子し

マ
ネ
ー
で

支し

払は
ら

っ
て
し
ま
え
ば
、
店て

ん

舗ぽ

の
人じ

ん

員い
ん

も
大お

お

幅は
ば

削さ
く

減げ
ん

で
き
る
。
そ

れ
以い

外が
い

の
買か

い
物も

の

も
ア
マ
ゾ
ン
や
楽ら

く

天て
ん

な
ど
の
電で

ん

子し

シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
で
注ち

ゅ
う

文も
ん

し
、
駅え

き

や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
宅た

く

配は
い

ボ
ッ
ク
ス
で
商し

ょ
う

品ひ
ん

で
受う

け
取と

れ
ば
、
店て

ん

員い
ん

や
配は

い

達た
つ

員い
ん

も
少す

く

な
く
て
済す

む
。
自じ

動ど
う

運う
ん

転て
ん

が
普ふ

及き
ゅ
う

す
れ
ば
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運う

ん

転て
ん

手し
ゅ

も
削さ

く

減げ
ん

で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
情じ

ょ
う

報ほ
う

通つ
う

信し
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つ

の
革か

く

新し
ん

を
テ
コ
に
、
人じ

ん

口こ
う

減げ
ん

少し
ょ
う

に
対た

い

応お
う

し
つ
つ
、
新あ

た
ら

し
い
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

構こ
う

造ぞ
う

の
建け

ん

設せ
つ

を
進す

す

め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

吉よ
し

川か
わ

洋ひ
ろ
し

・
東と

う

大だ
い

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

に
よ
れ
ば
、

　
伝で

ん

統と
う

的て
き

に
人に

ん

間げ
ん

が
や
っ
て
い
た
仕し

事ご
と

の
多お

お

く
は
機き

械か
い

に
よ
っ

て
代だ

い

替た
い

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
結け

っ

果か

、
人に

ん

間げ
ん

は
「
お
払は

ら

い
箱ば

こ

」
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
労ろ

う

働ど
う

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

が
上あ

が

り
、
賃ち

ん

金ぎ
ん

は
上じ

ょ
う

昇し
ょ
う

し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
人ひ

と

々び
と

は
機き

械か
い

の
お

か
げ
で
豊ゆ

た

か
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。［
吉よ

し

川か
わ

、
９
８
３
］

　

例た
と

え
ば
か
つ
て
は
会か

い

社し
ゃ

の
給き

ゅ
う

料り
ょ
う

も
現げ

ん

金き
ん

で
支し

給き
ゅ
う

さ
れ
て
い

た
。
経け

い

理り

の
担た

ん

当と
う

者し
ゃ

が
銀ぎ

ん

行こ
う

か
ら
お
金か

ね

を
お
ろ
し
、
社し

ゃ

員い
ん

一ひ
と

人り

ひ
と
り
の
給き

ゅ
う

料り
ょ
う

袋ぶ
く
ろに
現げ

ん

金き
ん

を
入い

れ
、
そ
の
袋ふ

く
ろ

を
手て

で
配く

ば

っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
銀ぎ

ん

行こ
う

振ふ

り
込こ

み
に
な
る
と
、
こ
の
よ

う
な
作さ

業ぎ
ょ
う

は
全す

べ

て
不ふ

要よ
う

と
な
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の

作さ

業ぎ
ょ
う

し
て
い
た
人ひ

と

た
ち
が
お
払は

ら

い
箱ば

こ

に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
は
で
き
な
い
仕し

事ご
と

に
振ふ

り
向む

け
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
オ
フ
ィ
ス
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化か

が
で
き
る
仕し

事ご
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
特と

く

に
日に

本ほ
ん

は
欧お

う

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

に
比く

ら

べ
て
こ
の
分ぶ

ん

野や

で
の
労ろ

う

働ど
う

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

が
低ひ

く

い
。
そ
れ
だ
け
稼か

せ

ぎ
代だ

い

も
大お

お

き
い
わ

け
で
、
労ろ

う

働ど
う

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

を
上あ

げ
る
余よ

地ち

は
大お

お

い
に
あ
る
と
考か

ん
が

え

ら
れ
る
。

　

新し
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つ

の
中な

か

で
も
特と

く

に
社し

ゃ

会か
い

的て
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
が
大お

お

き
い
の

１
．
近き

ん

代だ
い

の
１
５
０
年ね

ん

で
９
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

　
　

 

も
増ふ

え
た
日に

本ほ
ん

の
人じ

ん

口こ
う

２
．
人じ

ん

口こ
う

減げ
ん

少し
ょ
う

が
必か

な
ら

ず
し
も
経け

い

済ざ
い

の
縮し

ゅ
く

小し
ょ
う

　

 

と
貧ひ

ん

困こ
ん

化か

に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い

８
．
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

　
　

な
適て

き

応お
う

力り
ょ
く

が
、
最さ

い

近き
ん

話わ

題だ
い

の
５
Ｇ
（
第だ

い

５
世せ

代だ
い

移い

動ど
う

通つ
う

信し
ん

シ
ス
テ
ム
）

で
あ
る
。

　

例た
と

え
ば
離り

島と
う

に
い
る
患か

ん

者じ
ゃ

の
手し

ゅ

術じ
ゅ
つ

を
、
本ほ

ん

土ど

に
い
る
医い

者し
ゃ

が

行お
こ
なう
遠え

ん

隔か
く

医い

療り
ょ
う

が
実じ

つ

現げ
ん

し
よ
う
。
高こ

う

速そ
く

大だ
い

容よ
う

量り
ょ
う

通つ
う

信し
ん

に
よ
り

検け
ん

査さ

機き

器き

の
デ
ー
タ
を
見み

な
が
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
で
メ
ス

を
操あ

や
つ

る
。
ま
た
対た

い

面め
ん

診し
ん

療り
ょ
う

も
、
高こ

う

精せ
い

度ど

の
テ
レ
ビ
電で

ん

話わ

と
検け

ん

査さ

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
遠え

ん

隔か
く

地ち

か
ら
で
も
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

ア
バ
タ
ー
（
電で

ん

子し

的て
き

分ぶ
ん

身し
ん

）
の
技ぎ

術じ
ゅ
つ

が
確か

く

立り
つ

す
れ
ば
、
ド

ラ
え
も
ん
の
「
ど
こ
で
も
ド
ア
」
が
実じ

つ

現げ
ん

す
る
。
自じ

宅た
く

に
い
な

が
ら
、
遠と

お

く
の
会か

い

社し
ゃ

の
オ
フ
ィ
ス
に
分ぶ

ん

身し
ん

を
送お

く

っ
て
、
会か

い

議ぎ

に

参さ
ん

加か

で
き
る
。
仕し

事ご
と

の
後あ

と

の
一い

っ

杯ぱ
い

飲の

み
も
、
互た

が

い
に
自じ

宅た
く

で
好す

き
な
酒さ

け

を
飲の

み
な
が
ら
、
ワ
イ
ワ
イ
騒さ

わ

げ
る
。
学が

く

生せ
い

は
地ち

方ほ
う

に

い
な
が
ら
遠と

お

く
の
大だ

い

学が
く

で
講こ

う

義ぎ

を
受う

け
た
り
、
ス
タ
ジ
ア
ム
で

サ
ッ
カ
ー
の
試し

合あ
い

を
見み

た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

近き
ん

代だ
い

西せ
い

洋よ
う

文ぶ
ん

明め
い

で
は
情じ

ょ
う

報ほ
う

通つ
う

信し
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つ

の
制せ

い

約や
く

か
ら
、
従じ

ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

が
共き

ょ
う

同ど
う

作さ

業ぎ
ょ
う

を
す
る
た
め
に
は
、
一い

っ

カ
所し

ょ

に
集あ

つ

ま
ら
ざ
る
を

得え

な
か
っ
た
。
ま
た
都と

市し

に
集し

ゅ
う

中ち
ゅ
う

し
た
消し

ょ
う

費ひ

者し
ゃ

に
販は

ん

売ば
い

や
サ
ー

ビ
ス
を
提て

い

供き
ょ
う

す
る
こ
と
で
、
大た

い

量り
ょ
う

生せ
い

産さ
ん

、
大た

い

量り
ょ
う

輸ゆ

送そ
う

、
大た

い

量り
ょ
う

販は
ん

売ば
い

の
効こ

う

率り
つ

を
追つ

い

求き
ゅ
う

し
て
き
た
。

　

新あ
た
ら

し
い
情じ

ょ
う

報ほ
う

通つ
う

信し
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つ

、
自じ

動ど
う

運う
ん

転て
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つ

な
ど
に
よ
り
、

こ
う
し
た
近き

ん

代だ
い

西せ
い

洋よ
う

文ぶ
ん

明め
い

の
制せ

い

約や
く

は
相そ

う

当と
う

程て
い

度ど

、
取と

り
払は

ら

わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
従じ

ゅ
う

来ら
い

の
都と

市し

で
し
か
受う

け
ら
れ
な
か
っ
た
教き

ょ
う

育い
く

、
医い

療り
ょ
う

、
娯ご

楽ら
く

、
行ぎ

ょ
う

政せ
い

、
金き

ん

融ゆ
う

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
地ち

方ほ
う

で
も
同ど

う

様よ
う

に
受う

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

と
な
れ
ば
、
生せ

い

活か
つ

費ひ

や
住じ

ゅ
う

居き
ょ

費ひ

の
安や

す

い
地ち

方ほ
う

で
暮く

ら
し
な

が
ら
、
都と

会か
い

の
魅み

力り
ょ
く

も
十じ

ゅ
う

分ぶ
ん

に
味あ

じ

わ
う
と
言い

う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
可か

能の
う

と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
従じ

ゅ
う

来ら
い

の
都と

市し

の
過か

密み
つ

化か

、

地ち

方ほ
う

の
過か

疎そ

化か

を
大お

お

き
く
改か

い

善ぜ
ん

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し

て
、
多お

お

く
の
人ひ

と

々び
と

が
地ち

方ほ
う

の
恵め

ぐ

ま
れ
た
自し

然ぜ
ん

の
中な

か

で
、
地じ

元も
と

の
新し

ん

鮮せ
ん

な
農の

う

産さ
ん

物ぶ
つ

・
水す

い

産さ
ん

物ぶ
つ

を
い
た
だ
き
な
が
ら
暮く

ら
す
と

い
う
、
自し

然ぜ
ん

と
調ち

ょ
う

和わ

し
た
生い

き
方か

た

が
実じ

つ

現げ
ん

で
き
る
。

　
わ
が
国く

に

の
自し

然ぜ
ん

は
多た

様よ
う

化か

分ぶ
ん

散さ
ん

化か

し
て
い
る
の
が
特と

く

徴ち
ょ
う

で
あ

り
、
そ
の
中な

か

で
人に

ん

間げ
ん

も
分ぶ

ん

散さ
ん

化か

し
て
住す

む
こ
と
が
、
自し

然ぜ
ん

と

調ち
ょ
う和わ

し
た
生い

き
方か

た

と
な
る
。
近き

ん

代だ
い

西せ
い

洋よ
う

文ぶ
ん

明め
い

は
、
自し

然ぜ
ん

を
無む

視し

し
て
発は

っ

展て
ん

し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
人じ

ん

口こ
う

の
地ち

方ほ
う

分ぶ
ん

散さ
ん

化か

に
よ
り
、
自し

然ぜ
ん

と
の
調ち

ょ
う

和わ

を
も
う
一い

ち

度ど

回か
い

復ふ
く

す
べ
き
時と

き

で
あ
る
。

　

ま
た
地ち

方ほ
う

の
広ひ

ろ

い
住じ

ゅ
う

居き
ょ

で
の
祖そ

父ふ

母ぼ

と
の
３
世せ

代だ
い

居き
ょ

住じ
ゅ
う

に

よ
り
、
子こ

供ど
も

を
産う

み
育そ

だ

て
や
す
く
な
る
と
言い

う
効こ

う

果か

も
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
都と

会か
い

で
は
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
子こ

供ど
も

を
産う

み
た
く
て
も
産う

め

な
か
っ
た
人ひ

と

々び
と

が
、
子こ

供ど
も

を
産う

み
育そ

だ

て
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
が
人じ

ん

口こ
う

減げ
ん

少し
ょ
う

の
ス
ピ
ー
ド
を
緩ゆ

る

め
、
そ
の
対た

い

応お
う

に
よ
り
時じ

間か
ん

を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

弊へ
い

誌し

７
１
０
号ご

う

「
日に

本ほ
ん

を
作つ

く

っ
た
人じ

ん

口こ
う

の
波な

み

」［
ａ
］
で
述の

べ
た
よ
う
に
、
縄じ

ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

以い

来ら
い

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
環か

ん

境き
ょ
う

変へ
ん

化か

や
技ぎ

術じ
ゅ
つ

進し
ん

歩ぽ

に
対た

い

応お
う

し
つ
つ
、
４
つ
の
人じ

ん

口こ
う

の
波な

み

を
乗の

り
越こ

え
て
き

た
。

　

直ち
ょ
っ

近き
ん

で
は
「
江え

戸ど

の
平へ

い

和わ

」
の
も
と
で
、
新し

ん

田で
ん

開か
い

発は
つ

と
全ぜ

ん

国こ
く

の
流り

ゅ
う

通つ
う

発は
っ

展て
ん

に
よ
り
、
江え

戸ど

中ち
ゅ
う

期き

に
は
３
千ぜ

ん

万ま
ん

人に
ん

に
達た

っ

し

た
。
し
か
し
稲い

な

作さ
く

が
北ほ

く

限げ
ん

に
達た

っ

し
た
と
こ
ろ
で
１
０
０
年ね

ん

間か
ん

の
小し

ょ
う

氷ひ
ょ
う

河が

期き

を
迎む

か

え
、
宝ほ

う

暦れ
き

（
１
７
５
３
―
６
３
年ね

ん

）、
天て

ん

明め
い

（
１
７
８
２
―
８
７
年ね

ん

）、
天て

ん

保ぽ
う

（
１
８
３
３
―
３
６
年ね

ん

）

の
凶き

ょ
う

作さ
く

と
飢き

饉き
ん

を
迎む

か

え
た
。

　

開か
い

国こ
く

後ご

は
、
近き

ん

代だ
い

西せ
い

洋よ
う

文ぶ
ん

明め
い

を
急き

ゅ
う

速そ
く

に
吸き

ゅ
う

収し
ゅ
う

し
つ
つ
、
経け

い

済ざ
い

大た
い

国こ
く

を
築き

ず

い
た
。
人じ

ん

口こ
う

は
急き

ゅ
う

速そ
く

に
伸の

び
た
が
、
同ど

う

時じ

に
世せ

界か
い

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長ち

ょ
う

寿じ
ゅ

社し
ゃ

会か
い

を
実じ

つ

現げ
ん

し
た
の
は
、
大お

お

き
な
成せ

い

果か

で
あ
っ
た
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
そ
れ
だ
け
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
適て

き

応お
う

力り
ょ
くを
持も

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
適て

き

応お
う

力り
ょ
く

を
再さ

い

度ど

発は
っ

揮き

し
て
少し

ょ
う

子し

化か

と
技ぎ

術じ
ゅ
つ

革か
く

新し
ん

を
テ

コ
に
、
自し

然ぜ
ん

環か
ん

境き
ょ
う

に
適て

き

し
た
持じ

続ぞ
く

可か

能の
う

な
「
和わ

の
文ぶ

ん

明め
い

」
を

築き
ず

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人じ

ん

口こ
う

爆ば
く

発は
つ

と
自し

然ぜ
ん

破は

壊か
い

に
直ち

ょ
く

面め
ん

す

る
人じ

ん

類る
い

全ぜ
ん

体た
い

へ
の
良よ

き
お
手て

本ほ
ん

と
な
る
だ
ろ
う
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

ａ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
７
１
０
） 

日に

本ほ
ん

を
作つ

く

っ
た
人じ

ん

口こ
う

の
波な

み

　

我わ

が
国く

に

は
４
つ
の
波な

み

を
乗の

り
越こ

え
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
発は

っ

展て
ん

し
て
き
た
。

h
ttp://blog.jog-n

et.jp/2
0

1
1

0
8

/article_1
.

htm
l

ｂ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
６
９
７
） 

日に

本ほ
ん

は
す
で
に
農の

う

業ぎ
ょ
う

大た
い

国こ
く

　

日に

本ほ
ん

の
農の

う

業ぎ
ょ
う

生せ
い

産さ
ん

額が
く

は
世せ

界か
い

５
位い

。「
高こ

う

齢れ
い

化か

す
る
零れ

い

細さ
い

農の
う

家か

」
は
「
農の

う

業ぎ
ょ
う

版ば
ん

自じ

虐ぎ
ゃ
く

史し

観か
ん

」。

h
ttp://blog.jog-n

et.jp/2
0

1
1

0
5

/article_2
.

htm
l

ｃ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
１
２
９
） 「
ロ
ー
カ
ル
経け

い

済ざ
い

圏け
ん

」
の
復ふ

っ

興こ
う

が

「
和わ

の
国く

に

」
を
支さ

さ

え
る

　

雇こ

用よ
う

で
８
割わ

り

を
占し

め
る
「
ロ
ー
カ
ル
経け

い

済ざ
い

圏け
ん

」
が
活か

っ

性せ
い

化か

す
れ
ば
、
明あ

か

る
い
明あ

日す

の
日に

本ほ
ん

が
創つ

く

れ
る
。

h
ttp://blog.jog-n

et.jp/2
0

1
9

0
9

/article_1
.

htm
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【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

・
河か

わ

合い

雅ま
さ

司し

『
未み

来ら
い

の
年ね

ん

表ぴ
ょ
う 

人じ
ん

口こ
う

減げ
ん

少し
ょ
う

日に

本ほ
ん

で
こ
れ
か
ら
起お

き
る
こ
と
』
★
★
、講こ

う

談だ
ん

社し
ゃ

現げ
ん

代だ
い

新し
ん

書し
ょ

（
Ｋ
ｉ
ｎ
ｄ
ｌ
ｅ
版ば

ん

）、

Ｈ
２
９

h
ttp

://w
w

w
.am

azo
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//ja-

３
．「
介か

い

護ご

人じ
ん

材ざ
い

が
３
８
万ま

ん

人に
ん

不ふ

足そ
く

」？

４
．
日に

本ほ
ん

の
一ひ

と

人り

当あ

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

　
　
が
ド
イ
ツ
並な

み
に
な
れ
ば

６
．
人ひ

と

々び
と

は
機き

械か
い

の
お
か
げ
で

　
　

豊ゆ
た

か
に
な
っ
て
き
た

５
．
労ろ

う

働ど
う

人じ
ん

口こ
う

１
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

不ふ

足そ
く

か
、

　
　
２
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

余よ

剰じ
ょ
う

か
？

７
．
都と

市し

と
地ち

方ほ
う

の
格か

く

差さ

を

　
　

解か
い

消し
ょ
う

す
る
５
Ｇ
技ぎ

術じ
ゅ
つ

panontheg0
1
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2

/

・
吉よ

し

川か
わ

洋ひ
ろ
し

『
人じ

ん

口こ
う

と
日に

っ

本ぽ
ん

経け
い

済ざ
い 

― 

長ち
ょ
う

寿じ
ゅ

、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
経け

い

済ざ
い

成せ
い

長ち
ょ
う

』
★
★
★
、

中ち
ゅ
う公こ
う

新し
ん

書し
ょ

（
Ｋ
ｉ
ｎ
ｄ
ｌ
ｅ

版ば
ん

）、
Ｈ
２
８

h
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者し
ゃ

数す
う

が
、
通つ

う

常じ
ょ
うの

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
年ね

ん

間か
ん

死し

者し
ゃ

数す
う

で
あ
る

世せ

界か
い

で
２
５
～
５
０
万ま

ん

人に
ん

を

越こ

え
る
の
は
時じ

間か
ん

の
問も

ん

題だ
い

だ

ろ
う
。

　

と
い
う
か
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うで

都と

市し

封ふ
う

鎖さ

や
ら
外が

い

出し
ゅ
つ

禁き
ん

止し

令れ
い

な
ど
を
実じ

っ

施し

し
て
世せ

界か
い

経け
い

済ざ
い

を
大だ

い

破は

壊か
い

し
て
、
万ま

ん

が
一い

ち

に

も
通つ

う

年ね
ん

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
大た

い

差さ

な
い
被ひ

害が
い

し
か
な
か

っ
た
ら
、
そ
の
方ほ

う

が
大だ

い

問も
ん

題だ
い

だ
。「
外が

い

出し
ゅ
つ

禁き
ん

止し

し
た
か
ら
、

そ
れ
だ
け
の
被ひ

害が
い

で
済す

ん
だ
」

と
な
る
の
だ
ろ
う
。

外が
い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

は
断だ

ん

続ぞ
く

的て
き

に

２
０
２
２
年ね

ん

ま
で
続つ

づ

く
？

　

前ぜ
ん

記き

の
デ
ー
タ
を
調し

ら

べ
て
い

て
感か

ん

じ
た
の
は
、
毎ま

い

年と
し

世せ

界か
い

で
５
０
万ま

ん

人に
ん

が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
で
死し

ん
で
い
た
が
、
我わ

れ

々わ
れ

は
普ふ

通つ
う

に
生せ

い

活か
つ

し
て
い
た
と

い
う
こ
と
だ
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
我わ

れ

々わ
れ

は
、
す
で
に
共

き
ょ
う

生せ
い

関か
ん

係け
い

に
あ
る
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
は
、
通つ

う

常じ
ょ
うの

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
も
死し

亡ぼ
う

率り
つ

が
高た

か

い
。「
そ
の
危き

険け
ん

な
分ぶ

ん

だ
け
気き

を
付つ

け
て
同お

な

じ
よ
う

に
生せ

い

活か
つ

す
る
」
と
い
う
選せ

ん

択た
く

肢し

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
―
と

い
う
疑ぎ

問も
ん

が
湧わ

い
た
。

　

共
き
ょ
う

同ど
う

通つ
う

信し
ん

４
月が

つ

１
５
日に

ち

付づ
け

配は
い

信し
ん

《
２
０
２
２
年ね

ん

ま
で
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くが

必ひ
つ

要よ
う　

米べ
い

ハ
ー
バ

ー
ド
大だ

い

の
論ろ

ん

文ぶ
ん

》
記き

事じ

に
も

考か
ん
がえ

さ
せ
ら
れ
た
。

　

い
わ
く
《
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うの

特と
っ

効こ
う

薬や
く

や

ワ
ク
チ
ン
が
開か

い

発は
つ

で
き
な
け

れ
ば
、
米べ

い

国こ
く

は
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛
し
ゅ
く

措そ

置ち

な
ど
を
２
０
２
２
年ね

ん

ま

で
断だ

ん

続ぞ
く

的て
き

に
行お

こ
な

う
こ
と
に
な

る
と
分ぶ

ん

析せ
き

し
た
論ろ

ん

文ぶ
ん

を
、
米べ

い

ハ
ー
バ
ー
ド
大だ

い

の
チ
ー
ム
が

１
５
日に

ち

ま
で
に
ま
と
め
た
。

　

重
じ
ゅ
う

症し
ょ
う

患か
ん

者じ
ゃ

を
受う

け
入い

れ
る

救き
ゅ
う

命め
い

救き
ゅ
う

急き
ゅ
う

施し

設せ
つ

の
不ふ

足そ
く

を

防ふ
せ

ぐ
た
め
、
⼈ひ

と

と
⼈ひ

と

の
接せ

っ

触
し
ょ
く

を
⼤お

お

幅は
ば

に
減へ

ら
す
必ひ

つ

要よ
う

に
迫せ

ま

ら
れ
る
と
い
う
。
最さ

い

短た
ん

で
も

２
２
年ね

ん

１
月が

つ

ま
で
１
回か

い

１
カ

月げ
つ

程て
い

度ど

の
自じ

粛し
ゅ
く

期き

間か
ん

を
計け

い

５

回か
い

設も
う

け
る
必ひ

つ

要よ
う

が
生し

ょ
うじ

る
。

　

感か
ん

染せ
ん

し
た
⼈ひ

と

が
持も

つ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
免め

ん

疫え
き

が
、
ど
れ
ぐ
ら

い
の
期き

間か
ん

維い

持じ

さ
れ
る
か
は

分わ

か
っ
て
い
な
い
。
免め

ん

疫え
き

が
１

年ね
ん

程て
い

度ど

で
消き

え
る
と
す
る
と
、

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
は
今こ

ん

後ご

何な
ん

年ね
ん

に

も
わ
た
り
、
定て

い

期き

的て
き

に
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

⼤だ
い

を
繰く

り
返か

え

す
可か

能の
う

性せ
い

が

あ
る
と
し
て
い
る
》

　

も
ち
ろ
ん
数す

う

カ
月げ

つ

で
特と

っ

効こ
う

薬や
く

が
見み

つ
か
る
と
い
う
可か

能の
う

性せ
い

も
あ
る
。
だ
が
、
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

に
は
ワ
ク
チ
ン
開か

い

発は
つ

に
は
「
数す

う

年ね
ん

か
か
る
」と
言い

わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
研け

ん

究き
ゅ
う

発は
っ

表ぴ
ょ
うを

み

る
限か

ぎ

り
、「
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
と
の

戦た
た
かい

は
長

ち
ょ
う

期き

戦せ
ん

に
な
る
」
と

い
う
印い

ん

象し
ょ
うを

受う

け
る
。

短た
ん

期き

決け
っ

戦せ
ん

で
は
な
く

長ち
ょ
う

期き

戦せ
ん

と
し
て
の
戦た

た
かい
方か

た

に

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国く

に

々ぐ
に

の
中な

か

に

は
「
こ
れ
は
戦せ

ん

争そ
う

だ
！
」
と

元げ
ん

首し
ゅ

が
勇い

さ

ま
し
く
発は

つ

言げ
ん

し
て
、

国こ
く

民み
ん

を
奮ふ

る

い
立た

た
せ
、
ウ
イ

ル
ス
に
宣せ

ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

を
し
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
時と

き

は
２
、

３
カ
月げ

つ

の
短た

ん

期き

決け
っ

戦せ
ん

の
つ
も

り
で
宣せ

ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

し
た
が
、
実じ

つ

は
数す

う

年ね
ん

が
か
り
の
消

し
ょ
う

耗も
う

戦せ
ん

、

長ち
ょ
う

期き

戦せ
ん

だ
と
分わ

か
っ
た
―
―

と
い
う
の
が
現げ

ん

在ざ
い

で
は
な
い
だ

ウ
イ
ル
ス
と
戦た

た
か

う
の
で
な
く
、

                      

共き
ょ
う

生せ
い

す
る
生い

き
方か

た

　

日に

本ほ
ん

の
厚こ

う

生せ
い

労ろ
う

働ど
う

省
し
ょ
う

サ
イ
ト
に
《
新し

ん

型が
た

イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
関か

ん

す
る
Ｑ
＆

Ａ
》（h

ttp
s://w

w
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.
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k
u
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h
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l

）
と
い
う
ペ
ー
ジ
が
あ

っ
た
の
で
、
の
ぞ
い
て
み
た
。

　
《
通つ

う

常じ
ょ
うの

季き

節せ
つ

性せ
い

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
は
、
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

と

死し

亡ぼ
う

者し
ゃ

数す
う

は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
》
と
い
う
問と

い
に
対た

い

し

て
、《
直

ち
ょ
く

接せ
つ

的て
き

及お
よ

び
間か

ん

接せ
つ

的て
き

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

り
ゅ
う

行こ
う

に

よ
っ
て
生し

ょ
う

じ
た
死し

亡ぼ
う

を
推す

い

計け
い

す
る
超

ち
ょ
う

過か

死し

亡ぼ
う

概が
い

念ね
ん

と
い
う

も
の
が
あ
り
、
こ
の
推す

い

計け
い

に
よ

り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
年ね

ん

間か
ん

死し

亡ぼ
う

者し
ゃ

数す
う

は
、
世せ

界か
い

で
約や

く

２
５
～
５
０
万ま

ん

人に
ん

、
日に

本ほ
ん

で

約や
く

１
万ま

ん

人に
ん

と
推す

い

計け
い

さ
れ
て
い

ま
す
》
と
あ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
通つ

う

常じ
ょ
うで

も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
死し

亡ぼ
う

は
、

世せ

界か
い

で
５
０
万ま

ん

人に
ん

、
日に

本ほ
ん

で

１
万ま

ん

人に
ん

い
る
の
だ
。

　

ま
た
、
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
・

オ
ン
ラ
イ
ン
２
月が

つ

１
８
日に

ち

付づ
け

《
な
ん
と
１
日に

ち

５
０
人に

ん

以い

上
じ
ょ
う

｢

イ
ン
フ
ル
死し

者し
ゃ｣

が
日に

本ほ
ん

で
急

き
ゅ
う

増ぞ
う

す
る
不ぶ

気き

味み

／
怖こ

わ

い

の
は
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
だ
け
じ
ゃ

な
い
》（h

ttp
s://p

resi-
d
e
n
t.jp
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rticle
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3
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）
に

よ
れ
ば
、
２
０
１
９
年ね

ん

１
月が

つ

に
は
、
日に

本ほ
ん

で
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
よ
っ
て
１
６
８
５
人に

ん

が

亡な

く
な
っ
て
い
る
。
１
日に

ち

平へ
い

均き
ん

で
死し

者し
ゃ

５
４
人に

ん

だ
。

　

ち
な
み
に
１
７
日に

ち

現げ
ん

在ざ
い

、

１
日に

ち

に
日に

本ほ
ん

で
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ

が
原げ

ん

因い
ん

で
亡な

く
な
っ
た
人ひ

と

は

１
７
人に

ん

。
現げ

ん

時じ

点て
ん

で
は
去き

ょ

年ね
ん

の
普ふ

通つ
う

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ

り
も
低ひ

く

い
。

　

と
は
い
え
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
死し

新し
ん
型が
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
電で
ん
子し

顕け
ん
微び

鏡き
ょ
う
写し
ゃ
真し
ん
（Crédito: NIAID

）

ミナス 州
しゅう

ベロオリゾンテ。医
い

療
りょう

防
ぼう

護
ご

服
ふく

で葬
そう

儀
ぎ

する墓
ぼ

地
ち

職
しょく

員
いん

（Adão de Souza-PBH）

予よ

防ぼ
う

衛え
い

生せ
い

協き
ょ
う

会か
い

の
サ
イ
ト
で
紹し
ょ
う

介か
い

さ
れ
て
い
た
『
ウ
イ
ル
ス
の
意い

味み

論ろ
ん

―
―
生せ
い

命め
い

の
定て
い

義ぎ

を
超こ

え
た
存そ
ん

在ざ
い

』（
山や
ま

内う
ち

一か
ず

也や

著ち
ょ
、
み
す
ず
書し
ょ

房ぼ
う
、

２
０
１
８
年ね
ん
）

数か
ず

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
性せ

い

質し
つ

の
中な

か

で
、
と
く
に
悪あ

く

質し
つ

だ
と
思お

も

わ

れ
る
の
は
「
無む

症し
ょ
う

状じ
ょ
うの

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
感か

ん

染せ
ん

を
広ひ

ろ

げ
る
」
と
い

る
。

　

新し
ん

保ほ

健け
ん

相し
ょ
うに

は
、
は
や
く

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
免め

ん

疫え
き

が
ど
の
く

ら
い
の
期き

間か
ん

、
有ゆ

う

効こ
う

な
の
か

を
実じ

っ

験け
ん

で
科か

学が
く

的て
き

に
証

し
ょ
う

明め
い

し

て
ほ
し
い
。
抗こ

う

体た
い

検け
ん

査さ

を
幅は

ば

広ひ
ろ

く
実じ

っ

施し

し
て
、
公

お
お
や
けの

団だ
ん

体た
い

に
抗こ

う

体た
い

所し
ょ

持じ

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

を
発は

っ

行こ
う

し
て
も
ら
い
、
持も

っ
て
い
る
人ひ

と

は
経け

い

済ざ
い

活か
つ

動ど
う

に
戻も

ど

れ
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。

最さ
い

初し
ょ

か
ら
持じ

久き
ゅ
う

戦せ
ん

の
構か

ま

え
を

と
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
例れ

い

　

独ど
く

自じ

の
コ
ロ
ナ
対た

い

策さ
く

を
と

る
国く

に

に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
あ

る
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う

が
外が

い

出
し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

措そ

置ち

を
解か

い

除じ
ょ

す
る
際さ

い

に
、
ぜ
ひ
参さ

ん

考こ
う

に
し
て
ほ
し
い

事じ

例れ
い

で
は
な
い
か
。

　

東と
う

洋よ
う

経け
い

済ざ
い

サ
イ
ト
４
月が

つ

１
５
日に

ち

付づ
け

記き

事じ

《
封ふ

う

鎖さ

な
し

｢

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン｣

異い

色し
ょ
くの

緩ゆ
る

考か
ん
がえ

で
は
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
の
新あ

た
ら

し
い
伝で

ん

染せ
ん

病
び
ょ
う

は
短た

ん

期き

間か
ん

に
終

し
ゅ
う

息そ
く

す
る
と
は

考か
ん
がえ

難が
た

い
の
で
、
常

じ
ょ
う

識し
き

的て
き

な

対た
い

策さ
く

を
国こ

く

民み
ん

が
日に

ち

常じ
ょ
う

的て
き

に
行

お
こ
な

う
こ
と
以い

外が
い

に
対た

い

策さ
く

は
あ
り

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
中な

か

で
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

や
死し

者し
ゃ

は
出で

ま
す

が
、
人じ

ん

口こ
う

の
５
７
％
の
人ひ

と

々び
と

が
抗こ

う

体た
い

を
持も

て
ば
、
重

じ
ゅ
う

篤と
く

化か

し
や
す
い
人ひ

と

々び
と

も
救す

く

い
や
す

く
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
》

と
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

説せ
つ

を

実じ
っ

践せ
ん

し
て
い
る
。

　
《
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
や
大だ

い

学が
く

、
高こ

う

校こ
う

は
基き

本ほ
ん

的て
き

に
閉へ

い

鎖さ

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政せ

い

府ふ

は
国こ

く

民み
ん

に
対た

い

し
て
基き

礎そ

疾し
っ

患か
ん

の
あ
る
人ひ

と

と
の
接せ

っ

触し
ょ
くを

避さ

け
る
よ
う
求も

と

め
て
い
る
ほ
か
、

７
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うの

国こ
く

民み
ん

に
は
自じ

己こ

隔か
く

離り

を
勧す

す

め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
５
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うの

会か
い

な
感か

ん

じ
が
す
る
。
そ
の
方ほ

う

が
、

精せ
い

神し
ん

衛え
い

生せ
い

上じ
ょ
うよ

ろ
し
い
の
で

は
な
い
か
―
と
思お

も

う
。

　

予よ

防ぼ
う

衛え
い

生せ
い

協き
ょ
う

会か
い

（
茨

い
ば
ら

城き

県け
ん

つ
く
ば
市し

所し
ょ

在ざ
い

）
の
サ
イ
ト

（
１
７
日に

ち

閲え
つ

覧ら
ん

、h
ttp

s://
w
w
w
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．「-

ウ
イ
ル
ス
と
共と

も

に
生い

き
る
」/

）

の
０
８
年ね

ん

１
２
月が

つ

２
２
日に

ち

掲け
い

載さ
い

「
ウ
イ
ル
ス
と
共と

も

に
生い

き

る
」
と
い
う
一い

ち

文ぶ
ん

に
深ふ

か

く
考か

ん
がえ

さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
一い

ち

部ぶ

を
抜ば

っ

粋す
い

す
る
。

　
　
　
　
　

☆

　

ウ
イ
ル
ス
が
自し

然ぜ
ん

界か
い

で
存そ

ん

続ぞ
く

す
る
場ば

を
提て

い

供き
ょ
うし

て
い
る

動ど
う

物ぶ
つ

は
、
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

と
呼よ

ば
れ
て
い
ま
す
。
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

で
は
一い

っ

般ぱ
ん

に
ウ
イ
ル
ス
は
平へ

い

和わ

共き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
い
ま
す
。
キ
ラ
ー

（〝
殺こ

ろ

し
屋や

〟）
ウ
イ
ル
ス
は

ウ
イ
ル
ス
の
本ほ

ん

来ら
い

の
姿す

が
たで

は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
、
現げ

ん

在ざ
い

、
大お

お

き

な
問も

ん

題だ
い

に
な
っ
て
い
る
ト
リ
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

は
カ
モ
で
、
カ
モ
に

は
ほ
と
ん
ど
病

び
ょ
う

気き

を

起お

こ
し
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
が
キ
ラ
ー
ウ

イ
ル
ス
の
姿す

が
た

を
見み

せ

て
い
る
の
は
、
カ
モ

の
ウ
イ
ル
ス
が
ニ
ワ

ト
リ
に
感か

ん

染せ
ん

し
、
ニ

ワ
ト
リ
の
免め

ん

疫え
き

機き

構こ
う

で
排は

い

除じ
ょ

さ
れ
る
の
に

対た
い

抗こ
う

し
て
毒ど

く

性せ
い

を
増ぞ

う

加か

さ
せ
、
一い

っ

方ぽ
う

、
大だ

い

規き

模ぼ

養よ
う

鶏け
い

の
お
か
げ

で
、
ウ
イ
ル
ス
は
ニ

ワ
ト
リ
か
ら
ニ
ワ
ト

ろ
う
か
。

　

都と

市し

封ふ
う

鎖さ

、
外が

い

出し
ゅ
つ

禁き
ん

止し

な
ど
の
短た

ん

期き

決け
っ

戦せ
ん

的て
き

な
戦た

た
かい

方か
た

を
長

ち
ょ
う

期き

間か
ん

続つ
づ

け
れ
ば
、
仮か

り

に
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
に
勝

し
ょ
う

利り

し
た
と

し
て
も
、
そ
の
国く

に

の
国こ

っ

家か

財ざ
い

政せ
い

、
し
い
て
は
世せ

界か
い

経け
い

済ざ
い

に

甚じ
ん

大だ
い

な
犠ぎ

牲せ
い

を
強し

い
る
。
長

ち
ょ
う

期き

の
外が

い

出し
ゅ
つ

禁き
ん

止し

に
よ
る
精せ

い

神し
ん

的て
き

ス
ト
レ
ス
に
大だ

い

不ふ

況き
ょ
うに

よ

る
失し

つ

業ぎ
ょ
うや

貧ひ
ん

困こ
ん

が
加く

わ

わ
っ
た

死し

者し
ゃ

数す
う

は
、
と
ん
で
も
な
い

う
特と

く

性せ
い

だ
。
そ
し
て
「
無む

症
し
ょ
う

状じ
ょ
うの

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
ど
れ
だ
け
い

る
か
が
分わ

か
ら
な
い
」
の
が

現げ
ん

実じ
つ

だ
。
公こ

う

表ひ
ょ
うさ

れ
て
い
る

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

の
１
０
倍ば

い

、
１
５

倍ば
い

と
い
う
説せ

つ

も
あ
る
。

　

医い

療り
ょ
う

崩ほ
う

壊か
い

し
そ
う
に
な
る

た
び
に
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

令れ
い

を
出だ

し
て
防ふ

せ

ぎ
、
ス
レ
ス
レ
の
と
こ

ろ
で
か
わ
し
て
な
が
ら
、
ワ

ク
チ
ン
が
開か

い

発は
つ

さ
れ
る
の
を

待ま

つ
し
か
な
い
。
あ
ま
り
に
開か

い

発は
つ

に
時じ

間か
ん

が
か
か
れ
ば
、
先さ

き

に
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
数す

う

年ね
ん

間か
ん

は
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
の
た
め
に
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛
し
ゅ
く

と
解か

い

除じ
ょ

を
繰く

り
返か

え

す
生せ

い

活か
つ

に

な
り
そ
う
だ
。
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くが

解と

け
た
時と

き

で
す
ら
外が

い

出し
ゅ
つ

時じ

に

は
マ
ス
ク
を
し
、
帰き

宅た
く

し
た

ら
衣い

服ふ
く

を
ア
ル
コ
ー
ル
消

し
ょ
う

毒ど
く

、

し
っ
か
り
と
手て

洗あ
ら

い
、
う
が
い

を
励れ

い

行こ
う

す
る
の
が
日に

ち

常じ
ょ
うに

な
い
対た

い

策さ
く

の
ワ
ケ
》（h

ttps://
to

y
o
k
eizai.n

et/ar-
ticles/-/3

4
4
1
1
4

）
に

は
、
驚お

ど
ろ

か
さ
れ
た
。
の
っ
け

か
ら
《
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
今い

ま

も
レ
ス
ト
ラ
ン
は
カ
フ
ェ
が
通つ

う

常じ
ょ
う

営え
い

業ぎ
ょ
うを

し
て
い
ま
す
し
、

小し
ょ
う・

中
ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

は
学が

っ

校こ
う

に
通か

よ

っ

て
い
ま
す
》
と
あ
る
。

　

１
４
日か

時じ

点て
ん

で
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

に
よ
る
死し

者し
ゃ

数す
う

は
９
１
９
人に

ん

と
い
う
か

ら
、
日に

本ほ
ん

よ
り
は
る
か
に
多お

お

い
。
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

は
１
万ま

ん

９
４
８

人に
ん

で
、
重

じ
ゅ
う

篤と
く

者し
ゃ

も
８
５
９
人に

ん

い
る
と
い
う
。

　

１
９
９
５
年ね

ん

に
エ
ボ
ラ
が

発は
っ

生せ
い

し
た
と
き
に
ザ
イ
ー
ル

に
派は

遣け
ん

さ
れ
、
そ
こ
で
の
功こ

う

績せ
き

を
高た

か

く
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
た
疫え

き

学が
く

専せ
ん

門も
ん

家か

の
ア
ン
デ
シ
ュ
・
タ
グ

ネ
ル
氏し

が
対た

い

策さ
く

責せ
き

任に
ん

者し
ゃ

に
な

っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

い
わ
く
《
タ
グ
ネ
ル
氏し

の
合ご

う

の
禁き

ん

止し

、
基き

礎そ

疾し
っ

患か
ん

や
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

向む

け
の
買か

い
物も

の

を
手て

伝つ
だ

う
際さ

い

は
、
商

し
ょ
う

品ひ
ん

を
外そ

と

に
置お

き
、

直ち
ょ
く

接せ
つ

の
接せ

っ

触し
ょ
くを

避さ

け
る
と
い

っ
た
こ
と
も
ル
ー
ル
化か

さ
れ
て

い
る
》

　

ど
こ
か
の
国く

に

の
大だ

い

統と
う

領
り
ょ
う

の
よ
う
に
「
ち
ょ
っ
と
し
た
風か

邪ぜ

だ
か
ら
大た

い

し
た
こ
と
な
い
」

と
か
「
自じ

分ぶ
ん

は
運う

ん

動ど
う

選せ
ん

手し
ゅ

だ

っ
た
か
ら
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

だ
」
と

か
「
す
ぐ
に
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くを

解と

け
」
と
言い

わ
れ
た
ら
反は

ん

発ぱ
つ

し

た
く
な
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
理り

論ろ
ん

と
裏う

ら

付づ

け
を
説せ

つ

明め
い

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。

　

た
と
え
方ほ

う

向こ
う

性せ
い

が
悪わ

る

く
な

く
て
も
、
言い

い
方か

た

、
説せ

っ

得と
く

し

方か
た

の
問も

ん

題だ
い

は
大お

お

き
い
。

平へ
い

和わ

な
ウ
イ
ル
ス
が
、

な
ぜ
殺こ

ろ

し
屋や

に
変か

わ
る
の
か

　

コ
ラ
ム
子し

的て
き

に
は
、
ウ
イ

ル
ス
も
自し

然ぜ
ん

現げ
ん

象し
ょ
うの

一い
ち

部ぶ

で
あ

り
、
そ
れ
を
「
撲ぼ

く

滅め
つ

す
る
ま

で
戦た

た
か

う
」
と
い
う
考か

ん
が

え
方か

た

自じ

体た
い

に
、
天て

ん

に
ツ
バ
す
る
よ
う

な
部ぶ

分ぶ
ん

を
感か

ん

じ
る
。

　

力ち
か
ら

こ
ぶ
を
作つ

く

っ
て
相あ

い

手て

を

脅お
ど

し
、「
お
前ま

え

を
殺こ

ろ

す
ま
で

徹て
っ

底て
い

的て
き

に
戦た

た
か

う
」
と
脅お

ど

し
上あ

げ
る
よ
り
も
、
ど
こ
か
で
折お

り
合あ

い
を
つ
け
て
、
少

し
ょ
う

々し
ょ
う

居い

心ご
こ

地ち

の
悪わ

る

い
思お

も

い
を
我が

慢ま
ん

し

な
が
ら
「
気き

を
付つ

け
て
一い

っ

緒し
ょ

に
暮く

ら
す
」
＝
「
共

き
ょ
う

生せ
い

す
る
」

と
い
う
心

こ
こ
ろ

構が
ま

え
の
方
が
自し

然ぜ
ん

リ
へ
と
広ひ

ろ

が
り
つ
づ
け
て
、
さ

ら
に
毒ど

く

性せ
い

を
増ぞ

う

加か

さ
せ
た
結け

っ

果か

で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
生う

ま

れ
て
き

た
ウ
イ
ル
ス
が
、
ニ
ワ
ト
リ
に

対た
い

す
る
キ
ラ
ー
ウ
イ
ル
ス
と

な
り
、
一い

ち

部ぶ

の
人ひ

と

で
も
キ
ラ
ー

ウ
イ
ル
ス
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

　

キ
ラ
ー
ウ
イ
ル
ス
の
代だ

い

表
ひ
ょ
う

的て
き

な
も
の
に
ラ
ッ
サ
ウ
イ
ル
ス

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
マ
ス
ト

ミ
ス
と
呼よ

ば
れ
る
大お

お

型が
た

の
ネ

ズ
ミ
を
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

と
し
て
平へ

い

和わ

共き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
い
ま
す
。
都と

市し

化か

が
進す

す

み
、
マ
ス
ト
ミ
ス
が

人じ
ん

家か

の
周ま

わ

り
で
生せ

い

息そ
く

す
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
マ
ス
ト
ミ

ス
の
尿に

ょ
うに

排は
い

出し
ゅ
つさ

れ
て
い
る
ウ

イ
ル
ス
に
人ひ

と

が
感か

ん

染せ
ん

す
る
機き

会か
い

が
増ふ

え
て
、
時と

き

に
致ち

死し

的て
き

な
感か

ん

染せ
ん

を
起お

こ
し
て
い
る
の
で

す
。

　

す
な
わ
ち
、
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

で

は
キ
ラ
ー
で
は
な
く
、
別べ

つ

の

動ど
う

物ぶ
つ

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

に
感か

ん

染せ
ん

を
起お

こ
し

た
際さ

い

に
キ
ラ
ー
に
変へ

ん

身し
ん

し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

　

現げ
ん

代だ
い

社し
ゃ

会か
い

は
ウ
イ
ル
ス
に

と
っ
て
も
激げ

き

動ど
う

の
時じ

代だ
い

に
な
っ

て
い
ま
す
。
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

の
動ど

う

物ぶ
つ

と
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス

で
は
、
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

の
免め

ん

疫え
き

反は
ん

応の
う

で

排は
い

除じ
ょ

さ
れ
る
機き

会か
い

が
少す

く

な
く
、

変へ
ん

異い

の
必ひ

つ

要よ
う

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

★　

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
も
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

は
コ
ウ
モ
リ
だ
っ
た
と
言い

わ
れ

る
。
コ
ウ
モ
リ
の
中な

か

で
は
悪わ

る

さ

を
し
な
い
で
共

き
ょ
う

生せ
い

し
て
い
た
。

で
も
人に

ん

間げ
ん

が
コ
ウ
モ
リ
の
生せ

い

活か
つ

環か
ん

境き
ょ
うに

足あ
し

を
踏ふ

み
入い

れ
て

侵し
ん

害が
い

し
、
市し

場じ
ょ
うで

売う

る
な
ど

し
て
人に

ん

間げ
ん

社し
ゃ

会か
い

に
持も

ち
込こ

ん

で
、
人に

ん

間げ
ん

に
感か

ん

染せ
ん

す
る
よ
う

に
な
っ
た
。「
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
は

人に
ん

間げ
ん

の
体か

ら
だ

の
中な

か

で
免め

ん

疫え
き

と
戦

た
た
か

う
た
め
に
キ
ラ
ー
化か

し
た
」

と
読よ

め
る
。

人じ
ん

類る
い

と
ウ
イ
ル
ス
が

共き
ょ
う

存ぞ
ん

す
る
に
は

　

さ
ら
に
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
の
は
、

次つ
ぎ

の
部ぶ

分ぶ
ん

だ
。

　
　
　
　
　

☆

　

ウ
イ
ル
ス
の
も
っ
と
も
効こ

う

果か

的て
き

な
生せ

い

存ぞ
ん

戦せ
ん

略り
ゃ
くは

、
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

と

共き
ょ
う

存ぞ
ん

す
る
こ
と
で
す
。
ウ
イ

ル
ス
と
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

の
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

関か
ん

係け
い

は

長な
が

い
年ね

ん

月げ
つ

を
か
け
て
作つ

く

ら
れ

て
き
た
も
の
で
す
が
、
２
０

世せ
い

紀き

に
な
っ
て
人じ

ん

為い

的て
き

に
そ
の

状じ
ょ
う

態た
い

を
作つ

く

り
出だ

し
た
有ゆ

う

名め
い

な

例れ
い

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
ウ
サ
ギ
粘ね

ん

液え
き

腫し
ゅ

ウ
イ
ル
ス

と
ウ
サ
ギ
の
間あ

い
だ

で
起お

き
た
も

の
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
１
９
世せ

い

紀き

終お

わ
り
に
偶ぐ

う

然ぜ
ん

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
持も

ち
込こ

ま
れ

た
野の

ウ
サ
ギ
が
、
天て

ん

敵て
き

の
い

な
い
新し

ん

天て
ん

地ち

で
猛も

う

烈れ
つ

な
勢い

き
お

い

で
繁は

ん

殖し
ょ
くし

ま
し
た
。

　

ウ
サ
ギ
の
被ひ

害が
い

が
ひ
ど
く

な
っ
た
た
め
、
１
９
５
０
年ね

ん

、

野の

ウ
サ
ギ
退た

い

治じ

の
た
め
に
ウ

サ
ギ
粘ね

ん

液え
き

腫し
ゅ

ウ
イ
ル
ス
が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸ゆ

出し
ゅ
つさ

れ
放ほ

う

出し
ゅ
つさ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

蚊か

が
媒ば

い

介か
い

す
る
ウ
イ
ル
ス
で
、

ウ
サ
ギ
で
は
１
０
０
％
近ち

か

い

死し

亡ぼ
う

率り
つ

を
示し

め

し
ま
す
。

　
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
放ほ

う

出し
ゅ
つさ

れ

た
最さ

い

初し
ょ

の
年と

し

に
野の

ウ
サ
ギ
の

ほ
と
ん
ど
が
全ぜ

ん

滅め
つ

し
、
生い

き

残の
こ

っ
た
の
は
０
・
２
％
足た

ら
ず

で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）

６
年ね

ん

後ご

に
は
死し

亡ぼ
う

率り
つ

は
２
０
％

近ち
か

く
ま
で
低て

い

下か

し
ま
し
た
。

８
０
％
位く

ら
いが

生い

き
残の

こ

る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ウ

イ
ル
ス
に
抵て

い

抗こ
う

性せ
い

を
示し

め

す
ウ

サ
ギ
が
増ふ

え
た
の
で
す
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
実じ

っ

験け
ん

室し
つ

で
隔か

く

離り

飼し

育い
く

し
て
い
て
ウ
イ
ル
ス
に
ま
っ

た
く
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
の
な

い
野の

ウ
サ
ギ
に
、
６
年ね

ん

後ご

に

流り
ゅ
う

行こ
う

し
て
い
た
ウ
イ
ル
ス
を

接せ
っ

種し
ゅ

し
て
み
る
と
、
ウ
イ
ル
ス

の
毒ど

く

性せ
い

も
変へ

ん

化か

し
て
い
ま
し

た
。
ウ
イ
ル
ス
の
毒ど

く

性せ
い

は
最さ

い

初し
ょ

１
０
０
％
近ち

か

い
死し

亡ぼ
う

率り
つ

を

示し
め

し
た
の
に
対た

い

し
て
、
２
年ね

ん

後ご

に
は
８
０
％
位く

ら
いに

低て
い

下か

し

て
い
た
の
で
す
。

 

結け
っ

局き
ょ
く、

宿
し
ゅ
く

主し
ゅ

で
あ
る
ウ
サ

ギ
は
抵て

い

抗こ
う

性せ
い

を
獲か

く

得と
く

し
、
一い

っ

方ぽ
う

、
ウ
イ
ル
ス
の
毒ど

く

性せ
い

も
低て

い

下か

し
て
い
っ
た
た
め
、
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

と
ウ
イ
ル
ス
は
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

す
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で

す
。

　

進し
ん

化か

生せ
い

物ぶ
つ

学が
く

で
は
、
赤あ

か

の

女じ
ょ

王お
う

仮か

説せ
つ

と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
ル
イ
ス
・
キ
ャ

ロ
ル
の
有ゆ

う

名め
い

な
物も

の

語が
た
り「

鏡か
が
み

の

国く
に

の
ア
リ
ス
」
の
中な

か

で
、
赤あ

か

の

女じ
ょ

王お
う

が
い
く
ら
走は

し
っ
て
も
、
景け

色し
き

が
追お

い
か
け
て
く
る
た
め

に
、
女じ

ょ

王お
う

は
永え

い

遠え
ん

に
同お

な

じ
場ば

所し
ょ

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う

話は
な

し
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
、

複ふ
く

数す
う

の
集

し
ゅ
う

団だ
ん

が
い
っ
し
ょ
に

競き
そ

い
あ
っ
て
存そ

ん

在ざ
い

す
る
場ば

合あ
い

、

適て
き

応お
う

と
、
そ
れ
に
対た

い

す
る
適て

き

応お
う

は
、
両

り
ょ
う

方ほ
う

が
存そ

ん

続ぞ
く

で
き
る

よ
う
に
起お

こ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
示し

め

し
た
も
の
で

す
。

　

ウ
サ
ギ
粘ね

ん

液え
き

腫し
ゅ

ウ
イ
ル
ス

と
ウ
サ
ギ
は
、
こ
う
し
て
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

の
道み

ち

を
選え

ら

ん
だ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
自し

然ぜ
ん

界か
い

で
は
昔む

か
し

か

ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰く

り
返か

え

さ
れ
て
、
ウ
イ
ル
ス
と

動ど
う

物ぶ
つ

は
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
き
た
と
考

か
ん
が

え
ら
れ
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
が
自し

然ぜ
ん

界か
い

で
存そ

ん

続ぞ
く

す
る
場ば

を
提て

い

供き
ょ
うし

て
い
る

動ど
う

物ぶ
つ

は
、
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

と
呼よ

ば
れ
て
い
ま
す
。
自し

然ぜ
ん

宿し
ゅ
く

主し
ゅ

で
は
一い

っ

般ぱ
ん

に
ウ
イ
ル
ス
は
平へ

い

和わ

共き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
い
ま
す
。
キ
ラ
ー

ウ
イ
ル
ス
は
ウ
イ
ル
ス
の
本ほ

ん

来ら
い

の
姿す

が
たで

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

☆

　

ウ
イ
ル
ス
が
１
０
０
％
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

を
殺こ

ろ

す
と
、
自じ

分ぶ
ん

も
生い

き

残の
こ

れ
な
い
。
自じ

分ぶ
ん

が
繁は

ん

栄え
い

す

リオのファベーラを 消
しょう

毒
どく

する 職
しょく

員
いん

（PMRJ- via Fotos Publicas）

樹  

海

じ
ゅ
　
　
　
　
　
　
　
か
い

拡
か く

大
だ い

版
ば ん

４ 月
がつ

21 日
にち

付
づけ

PDF
版
ばん

よ り 再
さい

掲
けい

載
さい

（４）２０２０年 第５４８４号	 ５月	 ９日	（土曜日）

る
た
め
に
は
、
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

に
も
増ふ

え
て
も
ら
わ
な
い
と
困こ

ま

る
―

と
い
う
の
が
、
自し

然ぜ
ん

界か
い

に
お

け
る
本ほ

ん

来ら
い

の
ウ
イ
ル
ス
と
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

の
共

き
ょ
う

生せ
い

関か
ん

係け
い

だ
。

　

キ
ラ
ー
化か

し
た
ウ
イ
ル
ス

は
、
宿

し
ゅ
く

主し
ゅ

以い

外が
い

の
動ど

う

物ぶ
つ

の
体た

い

内な
い

環か
ん

境き
ょ
うで

出で

会あ

っ
た
強

き
ょ
う

力り
ょ
くな

免め
ん

疫え
き

と
戦た

た
か

う
た
め
に
凶

き
ょ
う

暴ぼ
う

化か

し
た
姿す

が
た

だ
。
ウ
イ
ル
ス
に
と
っ

て
人に

ん

間げ
ん

の
体か

ら
だ

に
は
免め

ん

疫え
き

に
加く

わ

え
て
、
医い

療り
ょ
うと

い
う
強

き
ょ
う

敵て
き

が

い
る
。
ウ
イ
ル
ス
は
自じ

分ぶ
ん

を

撲ぼ
く

滅め
つ

し
よ
う
と
い
う
強つ

よ

い
淘と

う

汰た

圧あ
つ

を
感か

ん

じ
る
ほ
ど
凶

き
ょ
う

暴ぼ
う

化か

し
て
感か

ん

染せ
ん

爆ば
く

発は
つ

し
、
逆ぎ

ゃ
く

に
し

っ
か
り
と
社し

ゃ

会か
い

的て
き

隔か
く

離り

を
し

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
免め

ん

疫え
き

（
ワ

ク
チ
ン
も
含ふ

く

め
て
）
で
抑お

さ

え
て

い
く
よ
う
に
す
れ
ば
、
ウ
イ

ル
ス
が
ど
ん
ど
ん
弱

じ
ゃ
く

毒ど
く

化か

し

て
い
く
と
い
う
研け

ん

究き
ゅ
う

成せ
い

果か

も

あ
る
と
い
う
。

繰く

り
返か

え

し
襲お

そ

う
か
も
し
れ
な
い

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

　

今こ
ん

回か
い

の
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
で
は

数す
う

十じ
ゅ
う

万ま
ん

人に
ん

が
死し

ぬ
か
も
し
れ

な
い
。
た
と
え
そ
れ
で
収お

さ

ま
っ

た
と
し
て
も
、
今い

ま

の
文ぶ

ん

明め
い

の

在あ

り
方か

た

を
続つ

づ

け
て
い
く
以い

上じ
ょ
う、

次つ
ぎ

々つ
ぎ

に
別べ

つ

の
ウ
イ
ル
ス
が
キ

ラ
ー
化か

し
て
襲お

そ

い
掛か

か
っ
て
来く

る
と
予よ

想そ
う

さ
れ
る
。

　
《｢

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
は
幕ま

く

下し
た

級き
ゅ
う

…｣

こ
れ
か
ら
来く

る
〝

横よ
こ

綱づ
な

ウ
イ
ル
ス
〟
の
出

し
ゅ
つ

現げ
ん

に
備そ

な

え
ろ
／
世せ

界か
い

的て
き

ｉ
Ｐ

Ｓ
研け

ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ｢

都と

市し

封ふ
う

鎖さ

は

過か

剰じ
ょ
う｣

》（
大お

お

越こ
し

裕
ラ
イ

タ
ー
、h

ttp
s://p

resi-
d
e
n
t.jp

/a
rticle

s/-
/3

4
3
7
0
?p

age=4

）
に

は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
一い

っ

節せ
つ

も
あ

る
。

　
《
ウ
イ
ル
ス
学が

く

者し
ゃ

・
根ね

路じ

銘め

氏し

の
見み

立た

て
に
よ
れ
ば
「
幕ま

く

下し
た

ク
ラ
ス
」
で
あ
る
は
ず
の

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
人じ

ん

類る
い

社し
ゃ

会か
い

に
も
た
ら
し
て
い
る
大だ

い

規き

模ぼ

な
災さ

い

厄や
く

。
高た

か

橋は
し

氏し

は
こ

れ
を
、
や
が
て
起お

こ
り
う
る
、

よ
り
深し

ん

刻こ
く

な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

予よ

行こ
う

演え
ん

習し
ゅ
うと

と
ら
え
る
べ
き

だ
と
訴う

っ
た

え
る
》
と
い
う
も
の

だ
。

　

さ
ら
に
同ど

う

記き

事じ

で
は
、
京

き
ょ
う

都と

大だ
い

学が
く

医い

学が
く

部ぶ

同ど
う

付ふ

属ぞ
く

病
び
ょ
う

院い
ん

の
高た

か

橋は
し

政ま
さ

代よ

助じ
ょ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

に

取し
ゅ

材ざ
い

し
、「
根ね

路じ

銘め

先せ
ん

生せ
い

は

『
５
億お

く

年ね
ん

前ま
え

に
誕た

ん

生じ
ょ
うし

た
さ

ま
ざ
ま
な
種し

ゅ

類る
い

の
ウ
イ
ル
ス

が
今い

ま

も
微び

細さ
い

な
生せ

い

物ぶ
つ

の
中な

か

に

隠か
く

れ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
も

次つ
ぎ

々つ
ぎ

に
人じ

ん

類る
い

を
襲お

そ

う
だ
ろ
う
』

と
予よ

言げ
ん

さ
れ
て
い
ま
す
。
医い

療り
ょ
うが

発は
っ

達た
つ

し
た
現げ

ん

代だ
い

で
も
強

き
ょ
う

毒ど
く

性せ
い

の
ウ
イ
ル
ス
が
蔓ま

ん

延え
ん

す

れ
ば
、
国く

に

の
人じ

ん

口こ
う

の
何な

ん

割わ
り

か

の
命い

の
ち

が
失う

し
な

わ
れ
る
可か

能の
う

性せ
い

は

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
と

き
に
備そ

な

え
て
、
私わ

た
し

た
ち
の
社し

ゃ

会か
い

は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
対た

い

策さ
く

を
練ね

っ
て

お
く
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
り
ま
す
」
と

の
コ
メ
ン
ト
を
記き

事じ

の
締し

め

く
く
り
と
し
て
入い

れ
た
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
が
お
さ
ま
っ
て

も
、
次つ

ぎ

な
る
《
横よ

こ

綱づ
な

ク
ラ
ス

の
凶

き
ょ
う

悪あ
く

ウ
イ
ル
ス
》
が
い
つ
出

し
ゅ
つ

現げ
ん

し
て
襲お

そ
っ
て
く
る
か
分わ

か
ら

な
い
の
が
現げ

ん

代だ
い

社し
ゃ

会か
い

だ
。
そ

の
度た

び

に
、
世せ

界か
い

経け
い

済ざ
い

を
今こ

ん

回か
い

並な
み

に
破は

壊か
い

す
る
こ
と
は
現げ

ん

実じ
つ

的て
き

で
は
な
い
。

　
「
居い

心ご
こ

地ち

が
悪わ

る

く
て
も
、
ウ

イ
ル
ス
と
共

き
ょ
う

生せ
い

す
る
」
と
い

う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
な
取と

り
組く

み
を
さ
ら
に
工く

夫ふ
う

す
る

と
い
う
方ほ

う

向こ
う

性せ
い

が
も
っ
と
注

ち
ゅ
う

目も
く

を
浴あ

び
て
も
い
い
。
不ふ

思し

議ぎ

な
こ
と
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
ほ

ぼ
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
共

き
ょ
う

生せ
い

」
と
は
、
何な

ん

世せ

代だ
い

も

か
け
て
ウ
イ
ル
ス
に
適て

き

応お
う

し

た
人じ

ん

類る
い

が
生い

き
残の

こ
っ
て
い
く
―

と
い
う
気き

が
遠と

お

く
な
る
よ
う

な
話は

な
し

で
も
あ
る
。
で
も
、
人に

ん

間げ
ん

も
生せ

い

物ぶ
つ

で
あ
る
以い

上じ
ょ
う、

そ

の
よ
う
な
ス
パ
ン
で
も
の
ご
と

を
考か

ん
がえ

る
べ
き
部ぶ

分ぶ
ん

も
あ
る
。

　

世せ

界か
い

の
ど
こ
か
で
ウ
イ
ル
ス

が
感か

ん

染せ
ん

爆ば
く

発は
つ

し
た
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
が
流な

が

れ
た
ら
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うが

身み

構が
ま

え
る
。
そ
ん
な
生せ

い

活か
つ

ス
タ
イ
ル
を
「
日に

ち

常じ
ょ
う」

と

し
て
受う

け
止と

め
る
し
か
な
い
。

そ
れ
が
「
コ
ロ
ナ
後ご

」
の
ウ
イ

ル
ス
と
の
共

き
ょ
う

生せ
い

生せ
い

活か
つ

で
は
な

い
か
。　
　
　
　
　
　
（
深ふ

か

）



界か
い

一い
ち

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
４

月が
つ

３
日か

時じ

点て
ん

で
、
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

は
２
４
万ま

ん

人に
ん

、
死し

者し
ゃ

は

５
０
０
０
人に

ん

を
超こ

え
て
い
る
。

　

恐お
そ

ろ
し
い
こ
と
に
、
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

も
死し

者し
ゃ

も
、
ど
こ
ま
で
増ふ

え
て
い
く
か
わ
か
ら
な
い
。

経け
い

済ざ
い

的て
き

打だ

撃げ
き

も
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
後ご

の
０
８
〜
０
９

年ね
ん

を
上う

わ

回ま
わ

る
こ
と
は
確か

く

実じ
つ

だ
。
破は

産さ
ん

、
倒と

う

産さ
ん

が
日に

ち

常
じ
ょ
う

化か

し
、
町ま

ち

は
失し

つ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

で
あ
ふ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

国こ
く

民み
ん

の
怒い

か

り
は
普ふ

通つ
う

な

ら
、
為い

政せ
い

者し
ゃ

で
あ
る
ト
ラ
ン

プ
に
向む

か
う
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
は
言い

う
。

　
「
こ
れ
は
、
私わ

た
しの

責せ
き

任に
ん

で
は

な
い
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

が
、
初し

ょ

期き

の
段だ

ん

階か
い

で
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
隠い

ん

蔽ぺ
い

し
た

こ
と
が
今い

ま

の
惨さ

ん

状じ
ょ
うの

原げ
ん

因い
ん

だ
。

我わ
れ

々わ
れ

は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

の
責せ

き

任に
ん

を
厳き

び

し
く
追つ

い

及き
ゅ
うし

て
い
く
」

と
。

　
こ
う
し
て
彼か

れ

は
、
見み

事ご
と

に
責せ

き

任に
ん

を
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
転て

ん

嫁か

す
る
こ

と
に
成せ

い

功こ
う

す
る
（「
転て

ん

嫁か

す

る
」
と
い
う
か
、
事じ

実じ
つ

で
あ

る
が
）》
と
書か

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
は
、

「
予よ

想そ
う

通ど
お

り
」
に
動う

ご

き
は
じ

め
ま
し
た
。

　

４
月が

つ

２
８
日に

ち　

Ａ
Ｆ
Ｐ
＝

時じ

事じ

。《
ト
ラ
ン
プ
氏し

は
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の
会か

い

見け
ん

で
、

「
わ
れ
わ
れ
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
不ふ

満ま
ん

だ
。
状

じ
ょ
う

況き
ょ
う

全ぜ
ん

体た
い

に
つ
い
て
不ふ

満ま
ん

だ
。
な
ぜ
な
ら
ウ
イ
ル
ス

の
発は

っ

生せ
い

源げ
ん

で
（
感か

ん

染せ
ん

を
）
止と

め
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
だ

か
ら
だ
」
と
述の

べ
、「
素す

早ば
や

く

食く

い
止と

め
ら
れ
た
は
ず
だ
し
、

そ
う
し
て
い
れ
ば
世せ

界か
い

中
じ
ゅ
う

に
拡か

く

大だ
い

し
な
か
っ
た
は
ず
だ
」

と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし

た
》

　
こ
れ
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
、

皆み
な

さ
ん
。

　

ト
ラ
ン
プ
さ
ん
は
、「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

発は
っ

生せ
い

し
た
こ
と
」
に
つ
い
て

批ひ

判は
ん

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

が
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
隠い

ん

蔽ぺ
い

し
た
た
め
に
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うに

広ひ
ろ

ま
っ
た
こ
と
を
非ひ

難な
ん

し
て
い
る

の
で
す
。

　

客
き
ゃ
っ

観か
ん

的て
き

に
考か

ん
が

え
れ
ば
「
そ

の
通と

お

り
」
で
し
ょ
う
。

　

２
０
２
０
年ね

ん

の
春

し
ゅ
ん

節せ
つ

は
、

１
月が

つ

２
４
日か

か
ら
３
０
日に

ち

で
し
た
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
Ｗ
Ｈ
Ｏ

に
「
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

に
つ
い
て
報ほ

う

告こ
く

し
た
の
は
、

２
０
１
９
年ね

ん

１
２
月が

つ

３
１
日に

ち

で
す
。

　

１
月が

つ

１
３
日に

ち

、
タ
イ
で
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

確か
く

認に
ん

。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

以い

外が
い

に

感か
ん

染せ
ん

が
拡か

く

大だ
い

し
は
じ
め
ま
し

た
。

　

１
月が

つ

２
２
日に

ち

、
２
３
日に

ち

、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
「
公こ

う

衆し
ゅ
う

衛え
い

生せ
い

上
じ
ょ
う

の
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

宣せ
ん

言げ
ん

」
を
出だ

す
か
ど
う
か
の
会か

い

議ぎ

を
開ひ

ら

き

ま
し
た
。
テ
ド
ロ
ス
事じ

務む

局
き
ょ
く

長ち
ょ
うは

、
宣せ

ん

言げ
ん

に
反は

ん

対た
い

し
た
。

「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
圧あ

つ

力り
ょ
くが

か
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
疑ぎ

惑わ
く

が
浮ふ

上じ
ょ
うし

て
い
ま
す
。

　

同お
な

じ
１
月が

つ

２
３
日に

ち

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

は
、
武ぶ

漢か
ん

市し

を
封ふ

う

鎖さ

し
ま
し
た
。
封ふ

う

鎖さ

前ま
え

に
、
数す

う

百ひ
ゃ
く

万ま
ん

人に
ん

が
脱だ

っ

出し
ゅ
つし

た
と
い
う

情じ
ょ
う

報ほ
う

も
あ
り
ま
す
。

　

少す
く

な
く
と
も
、
こ
の
時じ

点て
ん

で
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

は
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
「
大だ

い

都と

市し

を

封ふ
う

鎖さ

す
る
ほ
ど
危き

険け
ん

な
存そ

ん

在ざ
い

」
で
あ
る
こ
と
に
気き

が
つ
い

て
い
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翌よ

く

２
４
日か

か
ら
は
じ
ま
っ
た
春

し
ゅ
ん

節せ
つ

で
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

が
大た

い

挙き
ょ

し
て

国こ
く

外が
い

に
出で

る
の
を
許ゆ

る

し
た
。

　
こ
れ
で
、
一い

っ

気き

に
世せ

界か
い

中
じ
ゅ
う

に
ウ
イ
ル
ス
が
ば
ら
ま
か
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
専せ

ん

門も
ん

家か

で
な
く
て
も
想そ

う

像ぞ
う

で
き
ま
す
。

　

１
月が

つ

３
０
日に

ち

、
春

し
ゅ
ん

節せ
つ

最さ
い

後ご

の
日ひ

、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
「
公こ

う

衆
し
ゅ
う

衛え
い

生せ
い

上じ
ょ
うの

緊き
ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

宣せ
ん

言げ
ん

」

を
出だ

し
ま
し
た
。

　

も
し
、
１
月が

つ

２
２
日に

ち

に
Ｗ

Ｈ
Ｏ
が
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

宣せ
ん

言げ
ん

を

し
て
い
れ
ば
？

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

が
、
春

し
ゅ
ん

節せ
つ

時じ

の

外が
い

国こ
く

へ
の
渡と

航こ
う

を
禁き

ん

止し

し
て

い
れ
ば
？

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
防ふ

せ

げ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
、
時じ

系け
い

列れ
つ

で
振ふ

り

返か
え

っ
て
み
れ
ば
、「
明め

い

白は
く

な
事じ

実じ
つ

」
で
あ
る
よ
う
に
思お

も

え
ま

す
。

　

ト
ラ
ン
プ
は
、
さ
ら
に
い

い
ま
す
。

　
《
さ
ら
に
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
「
責せ

き

任に
ん

を
負お

わ
せ
る
方ほ

う

法ほ
う

は
た
く

さ
ん
あ
る
」
と
述の

べ
、「
知し

っ

て
の
通と

お

り
、
わ
れ
わ
れ
は
非ひ

常じ
ょ
うに

重
じ
ゅ
う

要よ
う

な
調

ち
ょ
う

査さ

を
行

お
こ
な

っ
て

い
る
」
と
続つ

づ

け
た
》（
同ど

う

上じ
ょ
う）

　
「
責せ

き

任に
ん

を
負お

わ
せ
る
方ほ

う

法ほ
う

」

と
は
何な

に

で
し
ょ
う
か
？

　
《
最さ

い

近き
ん

ド
イ
ツ
の
新し

ん

聞ぶ
ん

が
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
経け

い

済ざ
い

的て
き

損そ
ん

失し
つ

に
対た

い

し

て
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
ド
イ
ツ
に
賠ば

い

償
し
ょ
う

金き
ん

１
６
５
０
億お

く

ド
ル
（
約や

く

１
８
兆

ち
ょ
う

円え
ん

）
を
支し

払は
ら

う
べ
き

だ
と
す
る
論ろ

ん

説せ
つ

を
掲け

い

載さ
い

。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
米べ

い

国こ
く

も

同ど
う

様よ
う

の
こ
と
を
検け

ん

討と
う

す
る
か

問と

わ
れ
た
ト
ラ
ン
プ
氏し

は
、

「
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
簡か

ん

単た
ん

な
こ
と
が
で
き
る
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

米べ
い

国こ
く

が
情じ

ょ
う

報ほ
う

隠い
ん

蔽ぺ
い

の
責せ

き

任に
ん

問と

う
５月

がつ

６日
か

版
ばん

賠ば
い

償し
ょ
う

金き
ん

が
中ち

ゅ
う

国ご
く

を
破は

産さ
ん

さ
せ
る
？

（５） ２０２０年第５４８４号 	 ５月	 ９日	（土曜日）

トランプ大
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領
りょう
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Branca por Shealah Craighead)

北き

た

野の

幸よ

し

伯の

り

昨さ
く

年ね
ん

末ま
つ

に
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
を
予よ

測そ
く

？

臨り
ん

床し
ょ
う

医い

に
よ
る
現げ

ん

場ば

か
ら
の
視し

点て
ん

５
月が

つ

６
日か

版ば

ん《その２》

　
「
ド
イ
ツ
は
検け

ん

討と
う

し
て
い
る

し
、
わ
れ
わ
れ
も
検け

ん

討と
う

し
て

い
る
」「
米べ

い

国こ
く

は
ド
イ
ツ
が
考

か
ん
が

え
て
い
る
金き

ん

額が
く

よ
り
も
は
る

か
に
高た

か

い
額が

く

を
話は

な

し
合あ

っ
て
い

る
」
と
明あ

か
し
、
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

な

金き
ん

額が
く

は
ま
だ
決け

っ

定て
い

し
て
い
な

い
が
、
か
な
り
の
額が

く

だ
と
述の

べ
た
》（
同ど

う

上じ
ょ
う）

　

要よ
う

す
る
に
、
ト
ラ
ン
プ
さ

ん
は
、「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
賠ば

い

償し
ょ
う

金き
ん

を

払は
ら

わ
せ
よ
う
」
と
考か

ん
が

え
て
い

る
。
そ
の
額が

く

は
、
１
８
兆

ち
ょ
う

円え
ん

よ
り
は
る
か
に
多お

お

い
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
、

ア
メ
リ
カ
経け

い

済ざ
い

が
こ
う
む
っ

た
金き

ん

額が
く

を
含ふ

く

む
と
、
莫ば

く

大だ
い

な

額が
く

に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、

容よ
う

易い

に
想そ

う

像ぞ
う

で
き
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国こ

く

内な
い

総そ
う

生せ
い

産さ
ん

）
は
、
ざ
っ
く
り

２
０
兆ち

ょ
う

ド
ル
（
２
２
０
０
兆

ち
ょ
う

円え
ん

）。
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影え

い

響き
ょ
うで

、
た
と
え
ば
Ｇ
Ｄ

Ｐ
が
５
％
減げ

ん

少し
ょ
うし

た
。

　
「
こ
れ
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
せ
い
だ
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
賠ば

い

償し
ょ
うの

額が
く

は
１
１
０
兆

ち
ょ
う

円え
ん

に

な
る
。
も
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

１
０
％
減げ

ん

少し
ょ
うし

た
な
ら
、
賠ば

い

償し
ょ
う

請せ
い

求き
ゅ
う

額が
く

は
２
２
０
兆

ち
ょ
う

円え
ん

に
な
る
。

　
「
・・・・・
そ
ん
な
こ
と
い
っ

て
も
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
払は

ら

わ
な
い
で

し
ょ
う
。
請せ

い

求き
ゅ
うす

る
意い

味み

あ

る
ん
で
す
か
？
」

　
こ
う
考か

ん
が

え
る
人ひ

と

が
ほ
と
ん

ど
だ
と
思お

も

い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

は
、
責せ

き

任に
ん

を

認み
と

め
る
こ
と
も
、
進す

す

ん
で
賠ば

い

さ
せ
る
に
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うで

し

た
。

　

惜お

し
む
ら
く
は
、
私わ

た
し

ど
も

現げ
ん

場ば

の
人に

ん

間げ
ん

の
発は

っ

信し
ん

力り
ょ
くや

影え
い

響き
ょ
う

力り
ょ
くが

無な

く
、
こ
れ
を
社し

ゃ

会か
い

的て
き

に
伝つ

た

え
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
だ
と
思お

も
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
私わ

た
し

は
厚こ

う

労ろ
う

省し
ょ
う、

法ほ
う

務む

省し
ょ
うな

ど
の
知し

り
合あ

い
の

官か
ん

僚り
ょ
うな

ど
、
出で

来き

る
範は

ん

囲い

の

知ち

人じ
ん

に
、
防ぼ

う

疫え
き

を
す
る
よ
う
、

動う
ご

い
て
も
ら
う
よ
う
に
は
頼た

の

ん
で
み
ま
し
た
が
、
当あ

た
り

前ま
え

で
す
が
官か

ん

僚り
ょ
う

組そ

織し
き

が
一い

ち

官か
ん

僚り
ょ
うの

一い
ち

存ぞ
ん

で
動う

ご

く
は
ず
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

結け
っ

局き
ょ
く、

１
月が

つ

か
ら
猛も

う

烈れ
つ

な

勢い
き
おい

で
発は

っ

生せ
い

し
た
日に

本ほ
ん

で
の

蔓ま
ん

延え
ん

を
た
だ
呆ぼ

う

然ぜ
ん

と
見み

守ま
も

る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今い
ま

更さ
ら

何な
に

を
言い

う
か
と
思お

も

わ

れ
る
か
も
知し

れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
事じ

態た
い

を

察さ
っ

知ち

し
、
知し

っ
て
お
き
な
が

ら
何な

に

も
出で

来き

な
か
っ
た
こ
と

が
何な

に

よ
り
も
無む

念ね
ん

で
な
り
ま

せ
ん
。

　

起お

き
て
し
ま
っ
た
蔓ま

ん

延え
ん

は

ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
こ
こ
に
来き

て
、

中ち
ゅ
う

国ご
く

も
ア
メ
リ
カ
に
対た

い

抗こ
う

し

て
カ
ウ
ン
タ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
を
仕し

掛か

け
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
起き

源げ
ん

に
「
コ
ウ
モ
リ
説せ

つ

」

を
Ｗ
Ｈ
Ｏ
等な

ど

も
抱だ

き
込こ

ん
で

吹ふ
い

聴ち
ょ
うし

て
い
ま
す
。

　
一い

っ

方ぽ
う

で
、
イ
ン
ド
の
研け

ん

究
き
ゅ
う

者し
ゃ

な
ど
が
出だ

し
た
「
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ
な
ど
か
ら
の
改か

い

変へ
ん

説せ
つ

」
な

ど
の
論ろ

ん

文ぶ
ん

を
全す

べ

て
取と

り
下さ

げ

さ
せ
ま
し
た
（
現げ

ん

在ざ
い

閲え
つ

覧ら
ん

す

ら
出で

来き

ま
せ
ん
）。

　

そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
「
フ
ラ
ン
ス
で
は
１
２
月が

つ

に
原げ

ん

因い
ん

不ふ

明め
い

の
肺は

い

炎え
ん

が
発は

っ

生せ
い

し
て
い
た
」（h
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）
な
ど
を
今い

ま

更さ
ら

の
よ

う
に
出だ

し
て
お
り
ま
す
。

　

な
に
よ
り
も
、
今こ

ん

回か
い

の
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１
９
と
言い

う
命め

い

名め
い

に
関か

ん

す
る
経け

い

緯い

も
不ふ

自し

然ぜ
ん

で
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
疾し

っ

患か
ん

の
命め

い

名め
い

は

通つ
う

例れ
い

、「
最さ

い

初し
ょ

に
報ほ

う

告こ
く

さ
れ

た
発は

っ

生せ
い

地ち

ま
た
は
発は

っ

生せ
い

地ち

域い
き

に
近ち

か

い
川か

わ

の
名な

前ま
え

を
と
る
」

と
言い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

（
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
、
マ
ー

ル
ブ
ル
グ
ウ
イ
ル
ス
、
ク
リ

ミ
ア
・
コ
ン
ゴ
出

し
ゅ
っ

血け
つ

熱ね
つ

ウ
イ

ル
ス
、
ラ
ッ
サ
熱ね

つ

、
ハ
ン
タ
ウ

イ
ル
ス
、
日に

本ほ
ん

脳の
う

炎え
ん

ウ
イ
ル

ス
な
ど
）。

　
こ
の
通つ

う

例れ
い

に
従し

た
が

え
ば
、
今こ

ん

回か
い

の
ウ
イ
ル
ス
は
「
武ぶ

漢か
ん

ウ

イ
ル
ス
」
と
な
る
の
が
最も

っ
と

も

自し

然ぜ
ん

で
す
。

　
こ
れ
に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
激は

げ

し
く
抗こ

う

議ぎ

し
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
と
名な

が

付つ

い
た
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
一い

ち

連れ
ん

の
行こ

う

動ど
う

は

中ち
ゅ
う

国ご
く

に
よ
る
コ
ロ
ナ
中

ち
ゅ
う

国ご
く

起き

源げ
ん

説せ
つ

を
否ひ

定て
い

す
る
た
め
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

だ
と
思お

も

い
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

が
こ
こ
に

来き

て
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

を
し
て

い
る
こ
と
が
今こ

ん

回か
い

の
一い

ち

連れ
ん

の

ニ
ュ
ー
ス
の
根こ

ん

底て
い

だ
と
思お

も

い

ま
す
。

　

問も
ん

題だ
い

は
、
日に

本ほ
ん

が
こ
の
流な

が

れ
に
乗の

れ
る
の
か
ど
う
か
、

今い
ま

ま
で
の
対た

い

応お
う

や
中

ち
ゅ
う

国ご
く

へ
の

忖そ
ん

度た
く

の
仕し

方か
た

な
ど
見み

て
る

と
、下へ

手た

す
れ
ば
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
「
コ

ロ
ナ
を
蔓ま

ん

延え
ん

さ
せ
た
の
は
日に

本ほ
ん

」
と
い
う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に

よ
り
、
全ぜ

ん

責せ
き

任に
ん

を
日に

本ほ
ん

に
押お

し
つ
け
る
よ
う
に
動う

ご

く
こ
と

も
危き

惧ぐ

し
て
お
り
ま
す
。

　

長
ち
ょ
う

文ぶ
ん

で
す
み
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今こ

ん

回か
い

の

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
１
２

月が
つ

中ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
んの

段だ
ん

階か
い

で
現げ

ん

場ば

の
人に

ん

間げ
ん

の
間あ

い
だ

で
は
予よ

測そ
く

で
き
て
い

た
こ
と
を
ど
う
し
て
も
お
伝つ

た

え
し
た
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
そ
れ
と
同ど

う

時じ

に
予よ

測そ
く

で
き
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
を
発は

っ

信し
ん

・
警け

い

告こ
く

し
、

●
Ｐ
Ｓ
＝
他ほ

か

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

（
１
）
激げ

き

化か

す
る
オ
イ
ル
三さ

ん

国ご
く

志し

（
動ど

う

画が

）
↓
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（
２
）
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
下か

の
ロ
シ

ア
人じ

ん

の
生せ

い

活か
つ

（
動ど

う

画が

）
↓
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（
３
）
北き

た

野の

の
生い

き
方か

た

本ほ
ん

【
新し

ん

日に

本ほ
ん

人じ
ん

道ど
う

】
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
↓

h
ttps://am

zn
.to/2

T 
pvdQ

p

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

な
ど
を
動う

ご

か
す
た

め
の
力ち

か
ら

に
全ま

っ
た

く
な
れ
な
か
っ

た
と
言い

う
意い

味み

で
の
現げ

ん

場ば

の

責せ
き

任に
ん

も
痛つ

う

感か
ん

し
て
お
り
、
ど

う
し
て
も
知し

っ
て
い
た
だ
き

た
く
、
メ
ー
ル
を
さ
せ
て
頂

い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今こ
ん

後ご

と
も
先せ

ん

生せ
い

の
メ
ル
マ

ガ
や
著ち

ょ

書し
ょ

を
楽た

の

し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

【
転て

ん

載さ
い

こ
こ
ま
で
▲
】

　
こ
こ
か
ら
北き

た

野の

で
す
。

　

Ｋ
様さ

ま

、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。「
力

ち
か
ら

不ぶ

足そ
く

を
嘆な

げ

く
」

の
は
、
私わ

た
し

も
同お

な

じ
で
す
。

　

表お
も
て

メ
ル
マ
ガ
で
は
２
月が

つ

５

日か

か
ら
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

全ぜ
ん

土ど

か
ら
の

渡と

航こ
う

を
止や

め
て
く
れ
」
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

読ど
く

者し
ゃ

の
皆み

な

さ
ま
に
「
官か

ん

邸て
い

に

メ
ー
ル
を
書か

い
て
く
だ
さ
い
」

と
呼よ

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実じ

っ

際さ
い

に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

全ぜ
ん

土ど

か
ら
の
入

に
ゅ
う

国こ
く

制せ
い

限げ
ん

が
は
じ

ま
っ
た
の
は
３
月が

つ

９
日か

で
す
。

私わ
た
した

ち
は
「
力

ち
か
ら

不ぶ

足そ
く

」
で
す

が
、
そ
れ
で
も
、
で
き
る
こ

と
を
し
つ
づ
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
「
雨あ

ま

だ
れ
石い

し

を
穿う

が

つ
」

　

私わ
た
し

た
ち
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

は
「
雨あ

ま

だ
れ
」
で
す
。
し
か
し
、
い

つ
か
石い

し

に
穴あ

な

を
開ひ

ら

け
る
で

し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ン
プ
は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
莫ば

く

大だ
い

な
賠ば

い

償し
ょ
う

金き
ん

を
請せ

い

求き
ゅ
うす

る

そ
う
で
す
。

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、

全ぜ
ん

世せ

界か
い

の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

は
３
６ 

５
万ま

ん

人に
ん

を
超こ

え
ま
し
た
。

　

死し

者し
ゃ

数す
う

は
、
２
５
万ま

ん

６
０ 

０
０
人に

ん

。
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

が
一い

ち

番ば
ん

多お
お

い
の
は
、
ア
メ
リ
カ
。
１ 

２
０
万ま

ん

人に
ん

を
突と

っ

破ぱ

し
て
い
ま

す
。

　

死し

者し
ゃ

数す
う

は
７
万ま

ん

人に
ん

を
超こ

え
、
こ
れ
も
世せ

界か
い

一い
ち

。

　

１
カ
月げ

つ

前ま
え

（
４
月が

つ

７
日か

）、

私わ
た
しは

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
オ
ン
ラ

イ
ン
に
、「
米べ

い

中ち
ゅ
う『

コ
ロ
ナ
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

』
は
米べ

い

国こ
く

の
圧あ

っ

勝し
ょ
うか

、

中ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

が
今こ

ん

後ご

迎む
か

え

る
危き

機き

」
と
い
う
記き

事じ

を
書か

き
ま
し
た
。
ま
だ
読よ

ん
で
な

い
方ほ

う

は
こ
ち
ら
か
ら
ご
一い

ち

読ど
く

く
だ
さ
い
。
↓
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そ
の
中な

か

で
、《
米べ

い

国こ
く

は
、
い

つ
の
間ま

に
か
、
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

世せ

新
しん

型
がた

コロナ

き
、
ま
た
、
そ
の
拡か

く

散さ
ん

の
速そ

く

度ど

を
当と

う

時じ

見み

て
い
た
私わ

た
し

が
感か

ん

じ
た
の
は
、
一ひ

と

言こ
と

「
や
ば
い
、

ス
ペ
イ
ン
風か

邪ぜ

と
似に

た
広ひ

ろ

が

り
方か

た

だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

折お
り

し
も
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
は
春

し
ゅ
ん

節せ
つ

が

始は
じ

ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
だ
と
大だ

い

移い

動ど
う

に
乗

じ
ょ
う

じ
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起お

き
る

と
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

で
発は

っ

生せ
い

し
た
ペ
ス
ト

が
モ
ン
ゴ
ル
軍ぐ

ん

の
遠え

ん

征せ
い

と
と

も
に
西に

し

へ
と
拡か

く

大だ
い

し
た
の
と

全ま
っ
たく

同お
な

じ
シ
ナ
リ
オ
で
す
。

　

皮ひ

肉に
く

に
も
同お

な

じ
事こ

と

に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
。

　

つ
ま
り
、「
公こ

う

式し
き

」
に
は

２
０
１
９
年ね

ん

１
２
月が

つ

３
１
日に

ち

に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
対た

い

し
て
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が

公こ
う

表ひ
ょ
うし

た
と
さ
れ
て
い
る
よ

り
前ま

え

に
、
既す

で

に
武ぶ

漢か
ん

肺は
い

炎え
ん

は

存そ
ん

在ざ
い

し
、
ニ
ュ
ー
ス
で
も
ベ
タ

記き

事じ

扱あ
つ
かい

で
出で

て
お
り
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
疑う

た
が

わ

し
い
と
聞き

い
た
と
き
、
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
う

医い

学が
く

を
知し

っ
て
い
る
人に

ん

間げ
ん

な
ら
ば
、
誰だ

れ

も
が
エ
ア
ロ
ゾ

ル
／
飛ひ

沫ま
つ

感か
ん

染せ
ん

が
想そ

う

定て
い

で
き

た
の
で
す
。

　

か
つ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
違ち

が

っ
て
特と

っ

効こ
う

薬や
く

も
ワ
ク
チ

ン
も
あ
り
ま
せ
ん
。
１
４
世せ

い

紀き

の
ペ
ス
ト
流

り
ゅ
う

行こ
う

を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と

１
８
日に

ち

の
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
発は

っ

表ぴ
ょ
うに

よ
る
と
、
２
１
日に

ち

時じ

点て
ん

で
同お

な

じ
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うの

患か
ん

者じ
ゃ

は
３
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うい

た
）」

　

同ど
う

様よ
う

の
内な

い

容よ
う

は
、
肺は

い

炎え
ん

で

殉じ
ゅ
ん

職し
ょ
くし

た
李り

医い

師し

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投と

う

稿こ
う

し
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

に
訓く

ん

戒か
い

さ
れ
た
と
言い

う

ニ
ュ
ー
ス
か
ら
も
同ど

う

様よ
う

で
す
。

　

ま
た
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

情じ
ょ
う

報ほ
う

局
き
ょ
く

の
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

ja
p

a
n

e
s

e
.c

ri.c
n 

/2
0

2
0

0
4

1
9

/3
a

c
c 

c9
c2

-4
0

b
f-b

0
 f0

-
6

1
6

c
-1

d
1

9
2

4
e

e 
7

7
7

5
.h

tm
l

）
に
も
あ
る

よ
う
に
、
診し

ん

療り
ょ
う

録ろ
く

も
残の

こ

っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
は
ヤ

フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ニ
ュ
ー
ス
に
も
出で

て
お
り
ま

す
。
か
つ
こ
れ
ら
が
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ
ら
し
い
と
い
う
事こ

と

が
当と

う

時じ

か
ら
出で

て
い
ま
し
た
（
実じ

っ

際さ
い

は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
よ
り
も
っ
と

や
っ
か
い
で
し
た
が
）

　

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見み

た
と

　

１
２
日に

ち

に
も
卸

お
ろ
し

売う
り

市し

場じ
ょ
うで

働は
た
らく

４
９
歳さ

い

男だ
ん

性せ
い

に
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うが

出で

て
、
家か

族ぞ
く

３
人に

ん

に
も
感か

ん

染せ
ん

し
た
と
い
う
。

　

武ぶ

漢か
ん

中ち
ゅ
う

心し
ん

病び
ょ
う

院い
ん

で
は

１
６
日に

ち

、
卸

お
ろ
し

売う
り

市し

場じ
ょ
うで

働は
た
ら

く

６
５
歳さ

い

男だ
ん

性せ
い

に
Ｃ
Ｔ
検け

ん

査さ

を

実じ
っ

施し

し
た
と
こ
ろ
、
両

り
ょ
う

肺は
い

に

感か
ん

染せ
ん

が
あ
る
こ
と
が
判は

ん

明め
い

。

　

抗こ
う

生せ
い

物ぶ
っ

質し
つ

や
抗こ

う

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
薬や

く

を
投と

う

与よ

し
て
も
改か

い

善ぜ
ん

し
な
か
っ
た
。

　

２
７
日に

ち

に
も
同ど

う

様よ
う

の
症

し
ょ
う

状
じ
ょ
う

の
あ
る
患か

ん

者じ
ゃ

が
来き

た
こ
と
か

ら
、
検け

ん

体た
い

を
精せ

い

密み
つ

検け
ん

査さ

に
出だ

し
た
。

　

２
８
日に

ち

に
は
患か

ん

者じ
ゃ

７
人に

ん

が

原げ
ん

因い
ん

不ふ

明め
い

の
肺は

い

炎え
ん

と
判は

ん

明め
い

。

　

う
ち
４
人に

ん

が
卸

お
ろ
し

売う
り

市し

場
じ
ょ
う

と
関か

ん

係け
い

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

同ど
う

病び
ょ
う

院い
ん

が
翌よ

く

日じ
つ

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

疾し
っ

病ぺ
い

対た
い

策さ
く

予よ

防ぼ
う

セ
ン
タ
ー
（
Ｃ

Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
の
出で

先さ
き

機き

関か
ん

に

連れ
ん

絡ら
く

す
る
と
「
武ぶ

漢か
ん

の
他ほ

か

の

地ち

域い
き

か
ら
も
同ど

う

様よ
う

の
報ほ

う

告こ
く

が

あ
っ
た
」と
伝つ

た

え
ら
れ
た
。（
Ｗ

Ｓ
Ｊ
が
引い

ん

用よ
う

し
た
今こ

年と
し

２
月が

つ

た
で
し
ょ
う
か
？
？
？
」
と
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。（
こ
れ

自じ

体た
い

は
誰だ

れ

に
も
予よ

測そ
く

で
き
な

い
こ
と
が
起お

き
う
る
と
言い

う

こ
と
の
た
と
え
と
し
て
い
る

だ
け
だ
と
は
理り

解か
い

し
て
お
り

ま
す
が
）

　

実じ
つ

は
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
自じ

体た
い

、
現げ

ん

場ば

に
い
る
人に

ん

間げ
ん

の
結け

っ

構こ
う

な
数か

ず

は
予よ

測そ
く

で
き
て

お
り
ま
し
た
。

　

１
２
月が

つ

１
６
日に

ち

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の

新し
ん

聞ぶ
ん

を
皮か

わ

切き

り
に
、
ウ
ォ
ー

ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー

ナ
ル
を
始は

じ

め
、
複ふ

く

数す
う

の
メ
デ
ィ

ア
に
お
い
て
、
次つ

ぎ

の
内な

い

容よ
う

が

出で

て
お
り
ま
し
た
。

　
「
米べ

い

紙し

ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト

リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
Ｗ

Ｓ
Ｊ
）
が
検け

ん

証し
ょ
うし

た
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
問も

ん

題だ
い

と
な
っ
た

「
武ぶ

漢か
ん

華か

南な
ん

海か
い

鮮せ
ん

卸お
ろ
し

売う
り

市し

場じ
ょ
う」（

武ぶ

漢か
ん

市し

江こ
う

漢か
ん

区く

）
で

働は
た
らく

あ
る
人じ

ん

物ぶ
つ

が
昨さ

く

年ね
ん

１
２

月が
つ

１
０
日か

、「
気き

管か
ん

支し

炎え
ん

の

症し
ょ
う

状じ
ょ
う」

と
診し

ん

断だ
ん

さ
れ
、
そ
の

後ご

容よ
う

体だ
い

が
悪あ

っ

化か

し
た
。

　

２
０
１
９
年ね

ん

１
２
月が

つ

時じ

点て
ん

で
、「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
を
予よ

測そ
く

し
た
人ひ

と

が
い
ま
し
た
。

　

臨り
ん

床し
ょ
う

医い

の
Ｋ
様さ

ま

か
ら
大た

い

変へ
ん

興き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
メ
ー
ル
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
シ
ェ
ア
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
転て

ん

載さ
い

こ
こ
か
ら
▼
】

　

北き
た

野の

先せ
ん

生せ
い

　

度た
び

々た
び

メ
ー
ル
す
み
ま
せ
ん
。

い
つ
も
メ
ル
マ
ガ
や
パ
ワ
ー

ゲ
ー
ム
、
著ち

ょ

書し
ょ

を
楽た

の

し
み
に

拝は
い

読ど
く

し
て
お
り
ま
す
。

　

現げ
ん

場ば

で
臨り

ん

床し
ょ
う

医い

を
し
て
い

る
Ｋ
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感か
ん

染せ
ん

症し
ょ
うに

関か
ん

す
る
ア
メ
リ
カ

の
動う

ご

き
、
大た

い

変へ
ん

興き
ょ
う

味み

を
持も

っ

て
み
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
関か

ん

連れ
ん

し
て
、
先せ

ん

生せ
い

も
ご
存ぞ

ん

じ
か
も
知し

れ
な
い
こ

と
を
い
く
つ
か
と
と
も
に
一い

ち

医い

師し

と
し
て
の
見け

ん

解か
い

も
ど
う
し

て
も
お
伝つ

た

え
し
た
い
と
思お

も

い

ま
す
。

　

メ
ル
マ
ガ
内な

い

で
「
年ね

ん

初し
ょ

の

時じ

点て
ん

で
、
誰だ

れ

が
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
予よ

想そ
う

で
き

償し
ょ
うに

応お
う

じ
る
こ
と
も
な
い
で

し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
に
は
、

「
強

き
ょ
う

制せ
い

的て
き

に
賠ば

い

償し
ょ
う

金き
ん

を
徴

ち
ょ
う

収し
ゅ
うす

る
手し

ゅ

段だ
ん

」
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
、
ア

メ
リ
カ
国こ

く

債さ
い

を
約や

く

１
兆ち

ょ
う

ド
ル

（
１
１
０
兆

ち
ょ
う

円え
ん

）
保ほ

有ゆ
う

し
て

い
る
。

　
こ
れ
を
、「
帳

ち
ょ
う

消け

し
」
に
す

れ
ば
、「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
５
％
減げ

ん

少
し
ょ
う

分ぶ
ん

の
賠ば

い

償し
ょ
う

金き
ん

」
に
相そ

う

当と
う

し
ま

す
ね
。

　
「
・
・
・
・
そ
ん
な
バ
カ

な
こ
と
し
な
い
で
し
ょ
う
」

　

普ふ

通つ
う

は
そ
う
思お

も

い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
私わ

た
し

も
ア
メ
リ
カ

政せ
い

府ふ

が
そ
う
す
る
可か

能の
う

性せ
い

は

低ひ
く

い
と
思お

も

い
ま
す
。

　

で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
政せ

い

府ふ

は
こ
れ
ま
で
、「
経け

い

済ざ
い

制せ
い

裁さ
い

の

一い
っ

環か
ん

と
し
て
、
〇ま

る

〇ま
る

国こ
く

の
ア

メ
リ
カ
国こ

く

内な
い

資し

産さ
ん

を
凍と

う

結け
つ

す

る
」
と
い
う
こ
と
を
し
て
い

ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

、
戦せ

ん

中ち
ゅ
う、

日に

本ほ
ん

の
資し

産さ
ん

も
凍と

う

結け
つ

さ

れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年ね

ん

３
月が

つ

の
ク
リ

ミ
ア
併へ

い

合ご
う

後ご

、
ア
メ
リ
カ
は
、

対た
い

ロ
経け

い

済ざ
い

制せ
い

裁さ
い

の
一い

っ

環か
ん

と
し

て
、「
ア
メ
リ
カ
国こ

く

内な
い

に
あ
る

ロ
シ
ア
資し

産さ
ん

の
凍と

う

結け
つ

」
を
実じ

っ

行こ
う

し
て
い
ま
す
。

　

順
じ
ゅ
ん

番ば
ん

で
い
う
と
、

（
１
）
ア
メ
リ
カ
政せ

い

府ふ

は
、

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
経け

い

済ざ
い

的て
き

打だ

撃げ
き

に
つ
い
て
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

に
賠ば

い

償し
ょ
うを

請せ
い

求き
ゅ
うす

る
。

（
２
）
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

が
こ
れ
を

拒き
ょ

否ひ

す
る
。

（
３
）
ア
メ
リ
カ
政せ

い

府ふ

は
、「
で

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

保ほ

有ゆ
う

の
米べ

い

国こ
く

債さ
い

で

払は
ら

っ
て
も
ら
う
」
と
宣せ

ん

言げ
ん

す

る
。

　

こ
う
な
る
と
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

も
、

も
ち
ろ
ん
報ほ

う

復ふ
く

に
で
る
で

し
ょ
う
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

国こ
く

内な
い

に
あ
る
ア
メ
リ

カ
企き

業ぎ
ょ
うの

資し

産さ
ん

が
差さ

し
押お

さ

え
ら
れ
る
可か

能の
う

性せ
い

が
で
て
く

る
。

　

ト
ラ
ン
プ
さ
ん
は
、「
別べ

つ

に
構か

ま

わ
な
い
」
と
思お

も

う
か
も

し
れ
な
い
。
企き

業ぎ
ょ
うに

、「
ア
メ

リ
カ
に
戻も

ど

っ
て
き
て
生せ

い

産さ
ん

し

ろ
！
ア
メ
リ
カ
人じ

ん

を
雇こ

用よ
う

し

ろ
！
」
と
。

　

こ
こ
に
書か

い
た
こ
と
、
現げ

ん

時じ

点て
ん

で
は
、「
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィッ
ク
な
想そ

う

像ぞ
う

」
に
過す

ぎ
ま

せ
ん
。

　

で
す
が
、
ト
ラ
ン
プ
さ
ん

は
「
有ゆ

う

言げ
ん

実じ
っ

行こ
う

」
の
人ひ

と

。
か

な
り
の
確か

く

率り
つ

で
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

に
莫ば

く

大だ
い

な
賠ば

い

償し
ょ
う

金き
ん

を
要よ

う

求
き
ゅ
う

す
る
で
し
ょ
う
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

は
拒き

ょ

否ひ

す
る
の

で
、
米べ

い

中ち
ゅ
う

関か
ん

係け
い

は
さ
ら
に
悪あ

っ

化か

し
ま
す
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

に
賠ば

い

償し
ょ
う

金き
ん

を
求も

と

め

る
動う

ご

き
は
、
全ぜ

ん

世せ

界か
い

に
波は

及
き
ゅ
う

す
る
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
り
ま
す
。

　

世せ

界か
い

に
は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
借

し
ゃ
っ

金き
ん

し
て
い
る
国く

に

が
た
く
さ
ん

あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
国く

に

々ぐ
に

は
、「
う

ち
の
国く

に

で
も
、
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

、
死し

者し
ゃ

が
た
く
さ
ん
出で

た
。
経け

い

済ざ
い

的て
き

打だ

撃げ
き

も
計は

か

り
知し

れ
な
い
。

だ
か
ら
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
の
借

し
ゃ
っ

金き
ん

は
、
返へ

ん

済さ
い

し
ま
せ
ん
。
逆ぎ

ゃ
く

に

賠ば
い

償し
ょ
う

金き
ん

払は
ら

え
！
」
と
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

そ
う
な
る
と
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
、

「
不ふ

良り
ょ
う

債さ
い

権け
ん

の
山や

ま

を
抱か

か

え
て

破は

産さ
ん

」
で
す
ね
。

　

繰く

り
返か

え

し
ま
す
が
、
こ

こ
ま
で
の
話は

な
し、

現げ
ん

時じ

点て
ん

で
は

「
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
想そ

う

像ぞ
う

」
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
今い

ま

は
「
誰だ

れ

に
も

想そ
う

像ぞ
う

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

起お

こ
る
時じ

代だ
い

」
で
す
。

　

年ね
ん

初し
ょ

の
時じ

点て
ん

で
、
誰だ

れ

が

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

を
予よ

想そ
う

で
き
た
で
し
ょ
う

か
？
？
？



ワ
ク
チ
ン
や
人
工
呼
吸
器

　
【
共
同
】
政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
を
受
け
、
重
要
な
医
薬
品

や
医
療
機
器
の
国
産
化
を
推
進
す
る
方
針
を
固
め
た
。
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
、
人
工

呼
吸
器
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
原
材
料
・
部
品
の
調
達
・
供
給
網
）
を
調
べ
、

必
要
に
応
じ
戦
略
物
資
と
位
置
付
け
て
輸
出
も
制
限
す
る
。
医
療
用
マ
ス
ク
や
防
護

服
の
備
蓄
も
強
化
す
る
。
政
府
関
係
者
が
８
日
、
明
ら
か
に
し
た
。
国
家
安
全
保
障

局
経
済
班
が
取
り
ま
と
め
る
経
済
安
全
保
障
の
新
戦
略
に
盛
り
込
む
見
通
し
だ
。

政
府
、戦
略
物
資
位
置
付
け
も

ル
ー
・
グ
ル
ー
プ
に
続
き
２

例
目
。
百
貨
店
で
は
Ｊ
Ｃ
ペ

ニ
ー
や
ロ
ー
ド
・
ア
ン
ド
・

テ
イ
ラ
ー
も
破
産
法
申
請
を

検
討
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　

実
店
舗
が
中
心
の
事
業
は

営
業
規
制
の
影
響
が
大
き

く
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム

「
ゴ
ー
ル
ド
ジ
ム
」
を
運
営

す
る
Ｇ
Ｇ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
も
破
綻
し
た
。
需
要
が

激
減
し
、
レ
ン
タ
カ
ー
大
手

の
ハ
ー
ツ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
も
破
産

法
申
請
の
可
能
性
が
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
る
。

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

米
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
直
撃
を
受
け
経

営
破
綻
す
る
企
業
が
相
次
い

で
い
る
。
７
日
に
は
、
高
級

百
貨
店
ニ
ー
マ
ン
・
マ
ー
カ

ス
が
連
邦
破
産
法
１
１
条

（
日
本
の
民
事
再
生
法
に
相

当
）
の
適
用
を
裁
判
所
に
申

請
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販
と
の
競
争
激
化
で
か
ね

て
業
績
が
低
迷
し
て
お
り
、

外
出
制
限
に
よ
る
営
業
停
止

が
追
い
打
ち
と
な
っ
た
。

　

全
米
規
模
の
小
売
業
者
の

破
綻
は
衣
料
品
大
手
Ｊ
ク

外
出
制
限
が
追
い
打
ち

　

戦
略
物
資
に
は
、
治
療
薬

と
し
て
期
待
さ
れ
る
抗
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
薬
「
ア
ビ
ガ
ン
」

も
含
ま
れ
る
見
込
み
。
原
料

を
中
国
に
頼
っ
て
お
り
、
今

回
、
生
産
体
制
の
整
備
が
遅

れ
た
。
政
府
関
係
者
は
「
洗

い
出
し
か
ら
始
め
る
必
要
が

あ
る
」
と
述
べ
、
物
資
の
供

給
体
制
を
調
べ
、
国
内
生
産

拠
点
を
整
備
す
る
か
、
備
蓄

す
る
か
な
ど
を
振
り
分
け
る
。

改
正
外
為
法
に
基
づ
き
、
医

療
分
野
に
お
け
る
日
本
企
業

へ
の
外
資
規
制
の
厳
格
化
も

進
め
る
。

　

経
済
安
保
の
戦
略
は
年
内

に
も
策
定
す
る
。
現
行
の
国

家
安
保
戦
略
の
改
定
や
新
た

な
指
針
作
成
の
選
択
肢
が
あ

る
。
４
月
に
正
式
発
足
し
た

経
済
班
は
準
備
段
階
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に

追
わ
れ
、出
入
国
管
理
も
担
っ

　

ニ
ー
マ
ン
は
テ
キ
サ
ス
州

ダ
ラ
ス
で
１
９
０
０
年
代
に

創
業
。
富
裕
層
向
け
の
高
級

ブ
ラ
ン
ド
の
品
ぞ
ろ
え
に
強

み
が
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

中
心
部
の
大
規
模
再
開
発
地

区
「
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
」
に

昨
年
開
業
し
た
大
型
商
業
施

設
に
も
出
店
し
た
。
だ
が
資

金
繰
り
が
悪
化
し
、
従
業
員

約
１
万
４
千
人
の
多
く
を
一

時
帰
休
に
し
て
い
た
。

　

負
債
を
４
０
億
ド
ル
（
約

４
２
０
０
億
円
）
圧
縮
す
る

な
ど
法
的
手
続
き
の
下
で
再

建
を
目
指
す
が
、
市
街
地
の

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

米
企
業
、コ
ロ
ナ
破
綻
相
次
ぐ

近畿大がツイッターで公開した本物そっくりのマグロ型マス
クカバー（共同）

学
生
の
８
割
が
将
来
に
不
安

経
済
的
心
配
も
、
生
協
連
調
査

与
党
提
言
、
月
額
最
大
５
０
万
円７

年
ぶ
り
、
鋼
材
需
要
減
少

首
相
、
迅
速
な
家
賃
支
援
指
示

日
鉄
、赤
字
４
３
１
５
億
円

　

２
次
補
正
予
算
案
は
、

２
兆
円
弱
を
見
込
む
特
別
家

賃
支
援
給
付
金
な
ど
へ
の
対

応
が
柱
と
な
り
そ
う
だ
。
６

月
１
７
日
に
会
期
末
と
な
る

今
国
会
中
の
成
立
を
視
野
に

検
討
す
る
。

　

業
績
悪
化
し
た
企
業
が
従

業
員
を
休
ま
せ
た
場
合
に
支

給
す
る
「
雇
用
調
整
助
成

金
」
の
日
額
上
限
８
３
３
０

円
も
引
き
上
げ
る
方
向
。
自

民
党
の
岸
田
文
雄
政
調
会
長

は
１
万
４
千
〜
１
万
５
千
円

を
例
示
し
て
い
る
。

　

政
府
は
、
休
業
に
追
い
込

ま
れ
た
人
を
失
業
者
と
見
な

し
雇
用
保
険
の
失
業
手
当
を

支
給
で
き
る
特
例
措
置
の
適

用
検
討
に
入
っ
た
。

　

家
賃
支
援
の
与
党
提
言

は
、
岸
田
氏
と
公
明
党
の
石

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
で
、
人
工
呼
吸
器

や
医
療
用
マ
ス
ク
な
ど
の
需

要
が
急
増
し
、
各
国
に
よ
る

奪
い
合
い
や
輸
出
制
限
に
よ

る
囲
い
込
み
が
表
面
化
。
政

府
は
中
国
へ
の
警
戒
感
を
高

め
、
安
全
保
障
の
観
点
か
ら

将
来
的
な
感
染
症
に
備
え
る

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

感
染
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
た

と
さ
れ
る
中
国
は
、
イ
タ
リ

ア
な
ど
に
マ
ス
ク
や
検
査
機

器
を
提
供
。「
健
康
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
」（
習
近
平
国
家
主

席
）
と
称
し
て
影
響
力
拡
大

を
狙
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
安

倍
晋
三
首
相
は
４
月
１
７
日

の
記
者
会
見
で
「
マ
ス
ク
や

医
療
用
ガ
ウ
ン
な
ど
が
不
足

し
、
十
分
に
供
給
で
き
て
い

な
い
こ
と
は
申
し
訳
な
い
。
中

国
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た

問
題
点
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で

将
来
や
進
路
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
大
学
生
や
大
学
院
生

は
８
割
に
上
る
こ
と
が
８

日
、
全
国
大
学
生
協
連
の
調

査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ア

ル
バ
イ
ト
収
入
の
減
少
な
ど

で
経
済
的
な
心
配
が
あ
る
学

生
も
７
割
だ
っ
た
。
調
査

は
４
月
２
０
〜
３
０
日
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
実
施
し
、

３
万
５
５
４
２
件
の
回
答
が

あ
っ
た
。

　

結
果
に
よ
る
と
、
将
来

や
進
路
に
不
安
が
あ
る

か
ど
う
か
の
質
問
に
は

３
万
４
９
３
５
件
の
回
答

が
あ
り
、「
と
て
も
感
じ
て

「コロナ後」の世界激変
米中対立、日本に波及も

医薬・医療品の国産化推進

て
い
る
。

エ
ス
ト
ニ
ア
が
１
例
目
に

ア
ビ
ガ
ン
供
与
で
茂
木
氏

　
【
共
同
】
茂
木
敏
充
外
相

は
８
日
の
記
者
会
見
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
治
療
効
果
が
期
待
さ
れ
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
「
ア

ビ
ガ
ン
」
を
巡
り
、
国
際
機

関
を
通
じ
て
エ
ス
ト
ニ
ア
に

無
償
供
与
し
た
と
明
ら
か
に

し
た
。
日
本
か
ら
国
外
へ
の

ア
ビ
ガ
ン
供
与
は
初
め
て
。

　

供
与
は
国
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
サ
ー
ビ
ス
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｏ

Ｐ
Ｓ
）
を
通
じ
て
実
施
し
た
。

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ア
ル
バ
ニ

ア
、ジ
ョ
ー
ジ
ア（
グ
ル
ジ
ア
）、

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
も
近
日
中
に

輸
送
さ
れ
る
予
定
。茂
木
氏
は

「
８
０
カ
国
近
く
か
ら
要
請

を
受
け
て
い
る
。
４
３
カ
国

ン
プ
米
大
統
領
は
７
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界

的
な
感
染
拡
大
は
中
国
か

ら
始
ま
っ
た
と
強
調
し
た
上

で
「
発
生
源
で
簡
単
に
止
め

ら
れ
た
は
ず
だ
っ
た
。
無
能

あ
る
い
は
愚
か
な
者
が
い
た

ん
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
改
め

て
中
国
を
批
判
し
た
。
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
で
記
者
団
に
語
っ

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
「
米
中

新
冷
戦
」
の
新
た
な
舞
台
と

位
置
付
け
、
米
中
貿
易
摩
擦

以
来
と
な
る
激
し
い
攻
撃
を

展
開
。
１
１
月
の
大
統
領
選

に
向
け
た
ト
ラ
ン
プ
陣
営
の

再
選
戦
略
と
も
密
接
に
連
動

し
て
お
り
、
中
国
批
判
は
当

分
収
ま
り
そ
う
に
な
い
。

　

ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
は
７

日
、
ラ
ジ
オ
番
組
で
「
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
共
産
主
義
体

制
の
リ
ス
ク
を
分
か
っ
て
い

る
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
中
国

と
調
整
済
み
だ
」
と
述
べ
た
。

　
【
共
同
】
自
民
、
公
明
両

党
は
８
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
と
し
て
飲
食
店

な
ど
中
小
テ
ナ
ン
ト
の
家
賃

支
援
策
を
ま
と
め
、
安
倍
晋

三
首
相
に
提
言
し
た
。
中

小
・
個
人
事
業
主
を
対
象

に
、
家
賃
の
３
分
の
２
を
直

接
給
付
す
る
の
が
柱
。
月
額

上
限
は
中
小
事
業
者
５
０
万

円
、
個
人
事
業
主
２
５
万
円

で
、
半
年
分
を
助
成
す
る
。

首
相
は
「
ス
ピ
ー
ド
感
が
大

切
だ
。
こ
の
案
を
基
に
、
政

府
と
し
て
も
全
力
を
挙
げ
て

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
」

と
指
示
し
た
。
政
府
、
与
党

は
２
０
２
０
年
度
第
２
次
補

正
予
算
案
の
編
成
に
着
手
す

る
。

　

提
言
は
、
政
府
系
金
融
機

関
な
ど
か
ら
の
無
利
子
・
無

担
保
融
資
と
、国
か
ら
の「
特

別
家
賃
支
援
給
付
金
」
を
組

み
合
わ
せ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
家
賃
補
助
制
度
」
と
位

置
付
け
た
。
対
象
は
収
入
が

前
年
同
月
比
で
半
減
し
た
事

業
者
と
す
る
。
３
カ
月
で

３
０
％
減
収
な
ど
給
付
基
準

　
【
共
同
】
自
粛
生
活
に
少

し
で
も
笑
い
を
―
。
新
型
コ

　
【
共
同
】
菅
義
偉
官
房
長

官
は
８
日
午
前
の
記
者
会
見

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
で
品
薄
が
続
く
マ
ス

ク
に
つ
い
て
、
５
月
は
８
億
枚

超
を
供
給
で
き
る
見
込
み
だ

と
説
明
し
た
。７
億
枚
超
だ
っ

た
４
月
か
ら
１
億
枚
程
度
の

上
積
み
と
な
る
。
国
内
で
の

増
産
や
中
国
な
ど
か
ら
の
輸

入
増
加
が
寄
与
す
る
。「
徐
々

に
街
中
の
店
頭
で
マ
ス
ク
を

入
手
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
き

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

中
国
か
ら
輸
入
し
て
個
人

商
店
な
ど
で
販
売
す
る
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
と
も
指
摘
し

た
。
高
齢
者
施
設
な
ど
へ
の

政
府
の
布
マ
ス
ク
配
布
や
家

庭
で
の
手
作
り
も
あ
り
、
使

い
捨
て
マ
ス
ク
の
需
要
が
一
定

程
度
抑
制
さ
れ
て
き
て
い
る

面
も
あ
る
と
し
た
。

マ
グ
ロ
マ
ス
ク

で
笑
い
を

本
物
そ
っ
く
り
近
畿
大
提
案

５
月
の
マ
ス
ク

供
給
８
億
枚
超

菅
氏
、
国
内
増
産
や
輸
入
で

の
緩
和
も
要
求
し
た
。
自
治

体
が
独
自
に
実
施
す
る
家
賃

対
策
に
も
財
政
支
援
す
る
。

法
改
正
は
不
要
で
、
６
月
か

ら
の
支
給
開
始
を
目
指
す
。

月
期
業
績
予
想
は
「
現
時
点

で
合
理
的
な
算
定
が
で
き
な

い
」
と
し
て
公
表
を
見
送
っ

た
が
、
橋
本
氏
は
２
０
年
９

月
中
間
決
算
が
多
額
の
赤
字

と
な
る
と
の
見
通
し
を
示
し

た
。

　

国
内
鉄
鋼
業
の
２
１
年
３

月
期
の
粗
鋼
生
産
量
に
関
し

「
コ
ロ
ナ
が
上
半
期
ま
で
に

終
息
し
て
も
、
８
千
万
ト
ン

を
下
回
る
こ
と
も
あ
り
得
る
」

と
述
べ
た
。
年
１
億
ト
ン
前

後
で
推
移
し
て
い
た
こ
れ
ま

で
の
水
準
か
ら
２
割
程
度
の

大
幅
な
減
少
と
な
る
。

　

日
鉄
は
同
日
、
室
蘭
製
鉄

所
（
北
海
道
室
蘭
市
）
と
九

州
製
鉄
所
八
幡
地
区
（
北
九

州
市
）
の
高
炉
１
基
ず
つ
を
、

い
ず
れ
も
７
月
上
旬
以
降
に

一
時
休
止
す
る
と
発
表
し
た
。

鋼
材
需
要
減
に
対
応
す
る
。

室
蘭
は
改
修
の
前
倒
し
と
な

る
。

　

日
鉄
は
今
年
に
入
り
計
３

基
の
高
炉
を
停
止
し
た
。
東

日
本
製
鉄
所
君
津
地
区
（
千

葉
県
君
津
市
）
の
高
炉
１
基

を
５
月
中
旬
以
降
に
一
時
休

止
す
る
こ
と
も
決
め
て
い
る
。

生
産
能
力
で
約
３
割
に
相
当

す
る
高
炉
計
６
基
を
止
め
る

異
例
の
対
応
を
取
る
。

い
る
」
が
１
万
４
６
２
６

件
、「
感
じ
て
い
る
」
も

１
万
４
６
５
５
件
で
共
に

４
１
・
９
％
で
、
両
者
で

８
３
・
８
％
。
不
安
が
大
き

く
な
っ
た
時
期
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
前
後
で

「
さ
ら
に
不
安
を
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
」「
不
安
を
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
が
計

７
１
・
５
％
だ
っ
た
。「
変
わ

ら
な
い
」は
２
７
・２
％
、「
不

安
に
感
じ
な
く
な
っ
た
」
は

０
・３
％
だ
っ
た
。

　

複
数
回
答
で
聞
い
た
不
安

の
具
体
的
内
容
は
「
就
職
で

き
る
か
」
が
１
万
９
８
０
０

件
で
最
多
。「
希
望
の

職
種
に
つ
け
る
か
」
の

を
考
え
て
い
る
」、
私
立
大

１
年
の
男
子
学
生
も
「
家
計

を
圧
迫
し
て
お
り
入
学
し
た

こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
」
と

記
す
な
ど
、
切
実
な
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
た
。

に
ぎ
わ
い
へ
の
悪
影
響
も
懸

念
さ
れ
る
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
ト
ラ

に
よ
る
挑
戦
の
新
た
な
兆
候

だ
」
と
強
調
。
別
の
ラ
ジ
オ

番
組
で
も
、
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
な
ど
を
挙
げ
「
全
世
界

が
中
国
の
挑
戦
に
目
覚
め
て

い
る
」
と
訴
え
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
中
国

を
、世
界
の
覇
権
を
争
う
「
大

国
間
競
争
」
の
相
手
と
し
て

対
決
姿
勢
を
取
っ
て
き
た
が
、

１
月
に
貿
易
協
議
で
「
第
１

段
階
」
合
意
し
“
休
戦
”

し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

し
か
し
３
月
以
降
、
新
型

コ
ロ
ナ
が
米
国
で
急
速
に
拡

大
。
当
初
、
中
国
の
対
応
を

褒
め
て
い
た
ト
ラ
ン
プ
氏
も

米
国
内
で
対
応
の
遅
れ
を
非

難
さ
れ
る
と
、
中
国
へ
の
責

任
転
嫁
を
図
り
始
め
た
。

　

背
景
に
は
１
１
月
の
大
統

領
選
や
上
下
両
院
議
員
選
が

あ
る
。
米
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

と
、
与
党
・
共
和
党
は
内
部

文
書
を
配
布
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
を
巡
る
有
権
者
の
批
判
の

矛
先
が
政
権
や
与
党
に
向
か

う
の
を
避
け
る
た
め
、
積
極

的
に
中
国
を
攻
撃
す
る
よ
う

指
示
を
出
し
た
と
い
う
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
も
７
日
、
中

国
に
つ
い
て
「
や
る
べ
き
こ
と

を
怠
っ
た
」
と
指
摘
し
、
引

き
続
き
感
染
拡
大
の
責
任
を

追
及
す
る
姿
勢
を
に
じ
ま
せ

た
。

　

た
だ
ウ
イ
ル
ス
が
中
国
湖

北
省
武
漢
の
研
究
所
か
ら
流

出
し
、
隠
蔽
工
作
を
図
っ
た

と
す
る
主
張
の
具
体
的
な
証

拠
は
示
し
て
い
な
い
。
批
判

の
急
先
鋒
ポ
ン
ペ
オ
氏
も「
多

く
の
証
拠
が
あ
る
」「
確
証
は

な
い
」
と
発
言
が
二
転
三
転
、

対
中
攻
撃
の
粗
さ
も
露
見
し

て
い
る
。

米大統領、中国を再び批判
新型コロナで「新冷戦」

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
終
息

が
見
通
せ
な
い
中
、
近
畿
大

（
大
阪
府
東
大
阪
市
）
が
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
公
開
し
た
本
物

そ
っ
く
り
の
マ
グ
ロ
型
マ
ス
ク

カ
バ
ー
が
話
題
を
呼
ん
で
い

る
。

　

Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
に
型
紙

を
印
刷
、
ハ
サ
ミ
と
セ
ロ
ハ
ン

テ
ー
プ
で
気
軽
に
作
る
こ
と

が
で
き
る
。
子
ど
も
向
け
な

ら
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
間
に
合
う
。

マ
ス
ク
を
覆
う
マ
グ
ロ
の
顔

部
分
と
、
後
頭
部
に
ヘ
ア
ピ

ン
で
付
け
る
胴
、
尾
ひ
れ
部

分
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

企
画
し
た
近
畿
大
広
報

室
の
担
当
者
は
「
大
阪
の
大

学
ら
し
く
皆
さ
ま
に
ご
家
庭

で
少
し
で
も
笑
っ
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
話
す
。
近
畿
大
は

２
０
０
２
年
に
世
界
で
初
め

て
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完
全
養
殖
に

成
功
し
た
。

　
【
共
同
＝
豊
田
祐
基
子
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
う
経
済
の
停

滞
は
人
々
の
生
活
を
揺
さ
ぶ

り
、
国
際
社
会
の
分
断
を
加

速
さ
せ
て
い
る
。「
コ
ロ
ナ
後
」

の
世
界
は
ど
う
な
る
の
か
。

リ
ー
ダ
ー
不
在
の
「
Ｇ
ゼ
ロ
」

連
結
決
算
は
、
純
損
益
が

４
３
１
５
億
円
と
過
去
最

大
の
赤
字
に
転
落
し
た
。
前

期
は
２
５
１
１
億
円
の
黒
字

だ
っ
た
。
赤
字
は
当
時
の
新

日
本
製
鉄
と
住
友
金
属
工
業

の
合
併
が
あ
っ
た
１
３
年
３

月
期
以
来
７
年
ぶ
り
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
な
ど
を
受
け
た
鋼
材
需

要
減
少
や
、
構
造
改
革
に
伴

う
設
備
の
減
損
処
理
が
響
い

た
。

　

自
動
車
も
含
め
日
本
の
重

工
業
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
対

応
し
た
生
産
縮
小
へ
の
転
換

を
迫
ら
れ
る
構
図
が
鮮
明
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
橋
本
英
二

社
長
は
決
算
発
表
の
電
話
記

者
会
見
で
収
益
改
善
へ
「
大

き
な
痛
み
を
伴
う
改
革
が
避

け
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
、
高

炉
を
追
加
休
止
す
る
可
能
性

を
示
唆
し
た
。

　

売
上
高
は
前
期
比
４
・

２
％
減
の
５
兆
９
２
１
５
億

円
、
本
業
の
も
う
け
を
示
す

営
業
損
益
は
４
０
６
１
億
円

の
赤
字
だ
っ
た
。
２
１
年
３

　
【
共
同
】
鉄
鋼
国
内
最
大

手
の
日
本
製
鉄
が
８
日
発
表

し
た
２
０
２
０
年
３
月
期

田
祝
稔
政
調
会
長
が
官
邸
を

訪
れ
て
首
相
に
渡
し「
雇
用
、

事
業
を
守
る
た
め
、
固
定
費

の
中
で
最
も
大
き
な
ウ
エ
ー

ト
を
占
め
る
家
賃
を
し
っ
か

り
支
え
る
」
と
求
め
た
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
、
提

言
に
先
立
つ
記
者
会
見
で
、

家
賃
支
援
に
加
え
、
雇
用
調

整
助
成
金
の
拡
充
や
ア
ル
バ

イ
ト
学
生
の
支
援
を
含
め
た

追
加
的
対
策
に
前
向
き
な
姿

勢
を
示
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
な
ど
野
党
５

党
は
政
府
系
金
融
機
関
が
家

賃
支
払
い
を
肩
代
わ
り
す

る
支
援
策
を
法
案
と
し
て
既

に
国
会
提
出
し
て
い
る
。
野

党
は
８
日
の
政
府
、
与
野
党

の
新
型
コ
ロ
ナ
連
絡
協
議
会

で
、
政
調
会
長
レ
ベ
ル
の
協

議
を
呼
び
掛
け
た
。

１
万
３
７
５
５
件
、「
就
職

先
が
安
定
し
て
い
る
か
」
の

１
万
２
０
３
２
件
が
続
い

た
。
経
済
状
況
で
は
「
非

常
に
不
安
」「
不
安
」
が
計

６
７
・
７
％
。
ア
ル
バ
イ
ト

の
収
入
が
「
大
き
く
減
少
」

「
減
少
」
と
し
た
回
答
が
半

数
を
超
え
た
。

　

自
由
記
述
で
は
、
私
立
大

１
年
の
女
子
学
生
が
「
学
費

を
払
え
ず
休
学
か
中
途
退
学

の
到
来
を
予
測
し
た
米
政
治

学
者
イ
ア
ン
・
ブ
レ
マ
ー
氏

は
、自
動
化
が
支
配
す
る
「
第

４
次
産
業
革
命
」
と
米
中
対

立
の
先
鋭
化
に
よ
り
“
激

変
”
が
生
じ
る
と
分
析
、

日
本
に
も
波
及
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

―
各
国
が
経
済
活
動
を
段

階
的
に
再
開
し
た
が
、
以
前

の
状
態
に
回
帰
す
る
の
か
。

　
「
ワ
ク
チ
ン
完
成
に
１
年

半
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
、

人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
で
は
３
年
が
か
り
だ
。
そ

の
間
に
経
済
の
あ
り
よ
う
は

大
き
く
変
化
す
る
」

　
「
通
勤
や
職
場
で
の
安
全

確
保
が
課
題
と
な
る
中
、
企

業
は
、
従
来
の
数
割
の
人
数

で
利
益
を
上
げ
る
態
勢
に
転

換
し
て
い
く
。
人
工
知
能（
Ａ

Ｉ
）
な
ど
を
核
と
し
た
第
４

次
産
業
革
命
が
一
挙
に
訪
れ

る
だ
ろ
う
」

　

―
雇
用
に
は
大
打
撃
だ
。

　
「
大
量
失
業
が
出
て
、
世

界
の
労
働
者
層
と
中
間
層
が

深
刻
な
打
撃
を
受
け
る
。
既

得
権
益
層
と
の
所
得
格
差
は

急
速
に
広
が
り
、
対
立
を
生

む
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭

に
も
つ
な
が
る
」

　

―
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
で

勝
者
は
い
る
の
か
。

　
「
ハ
イ
テ
ク
企
業
だ
。
コ
ロ

ナ
禍
の
生
活
を
支
え
た
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
は
経
済
活
動
再
開

に
も
不
可
欠
だ
。
濃
厚
接
触

者
の
追
跡
の
ほ
か
、
ワ
ク
チ

ン
供
給
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
」

　
「
９
・
１
１
（
２
０
０
１
年

の
米
中
枢
同
時
テ
ロ
）
後
と

同
じ
で
、
監
視
社
会
に
お
け

る
私
権
制
限
へ
の
懸
念
は
後

退
す
る
。
ハ
イ
テ
ク
企
業
は

政
府
と
の
連
携
で
影
響
力
を

増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
」

　

―
ウ
イ
ル
ス
の
起
源
な
ど

を
巡
り
米
中
が
非
難
の
応
酬

を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

　
「
再
選
を
目
指
す
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
が
対
中
圧
力
を

強
め
る
の
は
必
至
だ
。
米
国

は
新
型
コ
ロ
ナ
を
契
機
に
供

給
網
か
ら
の
中
国
締
め
出
し

を
図
り
、
同
盟
国
に
も
同
調

を
求
め
る
だ
ろ
う
。
一
方
で

中
国
の
支
援
を
受
け
る
途
上

国
は
一
層
の
依
存
を
強
め
、

世
界
は
分
裂
状
態
に
な
る
」

　

―
日
本
の
立
ち
位
置
は
。

　
「
誰
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
ら
な
い
Ｇ
ゼ
ロ
の
世
界
で
、

強
力
な
ハ
イ
テ
ク
企
業
を
擁

す
る
米
国
は
さ
ら
に
自
国
第

一
主
義
に
傾
斜
す
る
。
同
盟

国
の
日
本
も
そ
の
風
圧
を
受

け
る
か
も
し
れ
な
い
。
米
中

対
立
に
よ
る
経
済
的
な
余
波

が
懸
念
さ
れ
る
」

　
　

×　
　
　
　
　

×

　

６
９
年
生
ま
れ
。フ
ー
バ
ー

研
究
所
な
ど
を
経
て
、
調
査

会
社
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
グ
ル
ー

プ
を
設
立
。
著
書
に
「『
Ｇ
ゼ

ロ
』
後
の
世
界
」
な
ど
。
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